
        
            
                
            
        

    









































二度目の勇者は復讐の道を嗤い歩む 7




～浅ましき正解者～








木塚ネロ





ＭＦブックス









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　それはきっと、高潔な精神だった。




　それはきっと、高尚な理念だった。




　多くの人たちから見て間違いなのは俺たちの方で、正しかったのは彼らの方で。




　異質で異様で異常で異物なのは俺たちなのだから。




　だから？

　だからどうした？

　だからどうしただからどうしただからどうしただからどうしたッ!!




　人々のためだと言うのならっ、この世界を守るためだと言うのならっ！

　それが正しいことだと言うんだったらっ、それがするべきことだって言うんだったらっ!!

　多くの人間のため、仕方のないことだったのだと言うのならっ。




　そんなのもう、ただの暴力だ。

　誰が評価したかも分からない、『正しい』だけの、ただの暴力だ。




　──……だから、きっとお前たちも理解してくれることだろう。




　その暴力に晒さらされた俺たちの選択が、たとえどんなものだったとしても。

　それだって、仕方のないことなんだろう？




　『正しいことを選ぶのが当然だ』とお前は言ったのだから。

　『世界のためにするべきことをしただけ』とお前は言ったのだから。




　この憎悪の底に落とされた俺たちが、お前たちに向けてやるべきことも。

　きっと、分かってくれるんだろう？




　なぁ？　お前ら。




　世界の礎いしずえとして犠牲にされようとした人間が。

　自分がいる煉れん獄ごくの底へとお前たちを引きずり込もうとするのもまた。




　俺たちにとっては『正しくて』、『するべきこと』なんだから。





　　　　☆






　殺す時は、魔王だった兄上から預かったこのナイフでと、あの茜あかね色の空に誓っていたのじゃ。




「おのれおのれおのれぇええ……っ、小娘めぇええ…っ、邪じゃ怨えん王おう龍りゅうまで成り上がった俺がっ、矮わい小しょうな塵じん芥かいごときにぃ……っ!!」




「ふんっ……、羽をモガれたトカゲモドキが偉そうに騒ぐでないわ。龍の姿にも成れぬのじゃろう？　ならば、今の貴様はその矮小な存在以下のカスというわけじゃな」




　一度目は硬い鱗うろこに阻まれ、ひっかき傷のひとつも付けられなかったからのぉ。

　だから、今は大変に本当に気分がよいのじゃ。




「っ!?　貴様っ、なぜそのことを……っ!!　まさかっ、俺の力を奪ったのは貴様なのかっ!?」




「答える義務はないのぉ。分からぬのならそれが全てじゃ。所しょ詮せんは残ざん滓しを取り入れただけの蛇トカゲ。あぁ、今回のことに関してだけは神に感謝してやってもいい気分じゃ。あの時はトドメを海かい人とに譲ることになってしまったからのぉ」




「ぐっ、ギャァアアアアアアア!?」




　あぁ、口惜しいことばかりじゃったが、今この瞬間に感謝せずにはおられんのじゃ。

　もはや力を失った抜け殻のナイフ。焦げた柄つか頭がしらに、兄上の血を吸って黒ずんだ木製の握り手。

　妾わらわにとってどんなに大切な物でも、龍の姿ではかすり傷を負わせることもできない。じゃが、龍として消滅したおかげか、時が返ったこの世界では魔族としての残滓のみでこやつは生きていた。

　おそらくは、兄上の魔核を喰くらった時に取り込みきれずに零こぼれた魂の欠片かけらの力だけが残ったのじゃろう。

　じゃから、熟うれすぎた果実に刃やいばを入れるような容易たやすさで、あの日の無念を刻むことができている。




　時の括くくりすら超えて死を、消滅を齎もたらすというだけのことはある。海人には感謝せねばな。

　あいつのおかげで、妾は今こうして、この果実に齧かじりつくことができる。




「アハハハハハッ！　ほらほらほらっ、惨めじゃの？　悲惨じゃの？　どうじゃ、カスから生ゴミへと変わる気分は」




「地べたを這はいずるしかない虫けらがぁあああああああっ!!　ぎふぇっ!?」




「語ご彙いの少ない馬鹿頭じゃなあ。ほれほれ、もっと情けない罵ば倒とうを絞り出せっ！」




　その果実は赤く、紅あかく、アカく。

　舌が溶けるほどに甘く、目の前がチカつくほどに甘く、鼻に刺さるように甘く、耳鳴りがするほどに甘い、猛毒の木になる実。

　もぎ取った手に赤い色を擦こすりつけて、歯を突き立てた口元も赤い飛ひ沫まつで染めて。




「……兄上の仇かたきじゃ。たとえ幾度世界が巡ろうと、妾はお主を許さん。なぁに、今度はたっぷり時間がある。生ゴミが生ゴミとしての自覚を持つまで、たっぷりと付き合ってやるのじゃ」




「ぎひっ、ぎひぃぃっ！　やめっ、ひぎぇえあぁああああぁああっ!?」




　一度目の時はただ殺すことしか、その果実を叩たたき潰つぶすことしかできなかった。

　だからこそ、この甘美な感覚はまるで麻薬のようで。




『いいかい、レティシア。このナイフを、決して手放してはいけない。それはとても大切なものだから。僕に何かある、その日まで、誰にも見せてはいけない。もちろん、僕にもだよ。……ゴメンね、大丈夫、僕がどうにかしてみせるから』




　思い出すのは優しく頭を撫なでてそう言った兄上の声と、その時に受け取ったこの一振りのナイフ。




　そしてそれを上から塗り潰していく、あの日の光景。

　燃え上がる城と、魔核を抜き取られて倒れ伏す兄上、そしてその場で高笑いをするこの男。




　小さなナイフを振り回して返り討ちに遭い、何もできずにそのナイフで貫かれた幼い頃の妾の姿。




　妾はずっと、その光景を塗り潰したくて仕方がなかったから。




　だから、




「泣け、鳴け、哭なけ、啼なけ。鬼火の底で炙あぶられて、死者の念に喰らわれて、絶望の淵ふちで地を舐なめるのじゃ。お主にできるのはそれしかない。それしか許すつもりはない」




「ギャァアアアアァアアアアァアアアアッ!!」




　響き渡る悲鳴。

　魔王になってから、無尽蔵に湧き上がるようになった魔力はとても役に立つ。

　こやつが壊れかけるたび、肉体も精神も何度でも再生させられる。




「さぁ、まだまだじゃ。苦痛で魂が擦すり切れるまで徹底的にこの刃を突き立てよう。腕を突き、腹を裂き、足を削そいで、顔を抉えぐってやろう」




「ガガガガッ、あぁァぁああァァああアアアァアァァッ!!」




　あぁ、血がたぎって仕方がない。

　早く早くと血が疼うずく。

　一つ一つ丁寧に、と思うのに。ナイフの動きがドクドクと脈打つように速くなる。

　早く殺して、次の仇を、と心が叫ぶ。




「いかんなぁ。分かっておる。分かっておるのに、どうも妾はせっかちが治らん」




「やべっ、やべろぉおおおおおっ、ガギギギギギギヂュビュエッ!?」




　落ち着くのじゃ。

　先のことを考えるよりも今この時に真しん摯しにならねばいかんのじゃ。

　だからそう、先のことについていま決めるのは一つだけにしておこう。それで十分じゃ。




「まったく、ダメじゃダメじゃ、そんなことだから一度目の世界でも漏れが出て、海人にまでツケが回ってしもうたんじゃし」




　──次の仇を取る時は、魔王だった兄上から教わった炎剣の魔術で、それがいいのじゃ。




「嫌だぁ……、なんで、なんでこんなぁ……」




「あぁ、余裕があるのはいいことじゃなぁ。さぁ、たっぷりたっぷり、まだまだ楽しんでいこうではないか。なぁ、お主はいつ本物のゴミになるんじゃろうな？」




　自然と吊つり上がる頬ほおに、広がっていく暗い愉悦。

　ただ殺すことしかできなかった前よりもずっと、ずっとずっとずっと。




　ズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズットズット……。




　──────復ふく讐しゅうが、心に染みていく。






第一章　高潔さの先にある場所






　ギルムス獣国とルナリア法国を分ける国境線沿いの緑溢あふれる砂漠の都、ゾルキア。

　細かな砂質の砂丘と、様々な不思議な生態を持つ木々の森に囲まれ、その森の奥には妖精の棲すむ園があるという伝説のある街。

　そこは獣国にとってルナリア法国からの玄関口となる重要な街だった。

　人間至上主義である王国との対立を深めるにつれて広まった獣人至上主義の思想は、王国と同様、首都から離れ国境線沿いに近づくにつれ廃れていた。

　帝国が興ったことで直接国境を接することがなくなった二国は、それぞれ至上主義である方が都合がいい支配層付近を除き、法国の『魔物・魔族以外はみな平等』という主義や、帝国の『この世は実力が全て』という考えに染まり、種族による差別意識は薄れていった。

　そして、二国間の交通の要衝となり、俺がファンタジー植物と呼んでいる木々の輸出、さらに、『賽さい振りの軍ぐん勢ぜい闘とう技ぎ場じょう』という高難易度ダンジョンを抱えた街は現在、海を越えてこの大陸に攻めてきている魔族たちとの戦いの最前線に物資や戦闘員を送る拠点となっていた。

　普段と違う物々しい雰囲気でありながら、戦争特需と言える麻薬にも似た活気が取り巻く街。

　この世界に戻ってきた俺たちがたどり着いたのは、そんな街。

　そして俺たちはその街の管理下にあるダンジョン、『賽振りの軍勢闘技場』に潜り続けていた。

『ギィルアァアアッ!!』

「うお、わっ、わっ！」

　ダンジョンの中は上から見ればハチの巣のように石の壁によっていくつもの区画が作られている。区画ごとに草原や氷原、あるいは砂地の地面や硬い岩の床などと環境はまちまちであり、どの区画にも何かしらの魔物の絵が映し出された大きなモニターと、その下に巨大なスロットの盤面、それにいくつかのレバーが設置されている。

　見上げると澄みきった青空が広がっていた。ダンジョンには曇り空の下、洞窟のような入り口から入ったにもかかわらず、踏み入った一歩目から燦さん々さんと太陽が輝いていた。

　ここは俺が異次元型と呼んでいる、外と中で環境がガラッと変わるタイプのダンジョンだ。

　その区切られた区画の一つで悠ゆう斗とは今、砂地の地面と石の木々が取り囲む中、数体の魔物と交戦していた。

「くっ、クソッ」

　戦っている魔物はウッディ・ベア。まるで巨大な木彫りの熊のような姿に、胸に露出した大きな魔石を持ったその魔物は、その凶暴性からＢランクでも上位に分類される魔物だ。

　悠斗が振るった鉈なたはウッディ・ベアの肩口から半ばまで食い込み、そこで動きを止めてしまった。激怒したウッディ・ベアは乱暴に腕を振るう。

　とっさに得物の鉈を手放した悠斗は後ろに跳んで距離を空け、危なっかしい様子ながらもきちんと攻撃を見切って躱かわしていた。悪くない判断だ。

「悠斗、鉈は全身の体重で振るんだ。小回りが利かない分、叩たたき切らないと次の動作が一歩遅れる。主導権を奪い返せる瞬間を探すんだ」

　俺は各区画を分ける石壁の上から悠斗に声を掛ける。

「っ、っ、そんなこと言ったってっ、くっ、このっ！　喰くらえっ!!」

『ギルッ!?』

　攻撃が大振りになった一瞬を狙い、悠斗は食い込んだままの鉈を蹴りつけて、その腕を切り飛ばした。ザクッ、と砂の地面に鉈が突き刺さり、痛覚を無視したように動くウッディ・ベアだが、片腕を失えば当然バランスも崩す。

「獣の宴うたげの声を聴け、『吸きゅう魔ま顕けん魔ま』」

　そうしてできた大きな隙すきに、悠斗はその腕をウッディ・ベアと全く同じ形へと変化させ、尖とがった鉈の先を魔物の胸に露出している緑の魔石へと叩きつけた。

　バリンッ、と砕けた魔石に、力を失ったウッディ・ベアは石のように固まってその場に倒れた。石の壁に埋め込まれた残りの魔物の数を示すスロットの盤面が『５』から『４』へと変わる。

　その瞬間、悠斗の全身が光り輝く。

　それは俺と契約したことで得た『吸魔顕魔』という力。壊した魔石の力を取り込み、魔物の力を引き出せる能力だ。

「ふぅ、うわっ!?」

「ほらほら気を抜くな。周囲の気配を常に把握するんだ。殺気を感じ取れ」

「殺気を感じるって、ああもうくそっ!!」

　間髪いれずに襲いかかってくる次のウッディ・ベアを相手に、悠斗はまた戦い始める。こっちの方は問題なさそうだ。

「どっちかというと、問題なのは舞まいの方か……」

　そう視線を向けた先、予想外に、いや、予想以上に戦いに馴な染じんでいる我が妹がいた。

「あ、兄様、こちらは全滅させました。次はどうしますか？」

　澄ました顔でこちらを向いた舞の背後には、散々に切り捨てられ、大理石の床に転がっているラミアの群れ。

　手にした薙刀なぎなたには、刃の周りを纏まとわりつくような濃密な魔力の風が取り巻いている。

　その刃に切り捨てられた魔物の肉片は、あるものは焼き切られ、あるものは凍りつき、あるものは石化し、あるものは肉が膨れて内からはじけ、あるものは禍まが々まがしい呪いに黒く変色していた。

　ラミアは蛇の体と人間の上半身を持つ魔物で、単体ではＣランクの魔物だが、巧みな魔法技術と集団戦術を使うことから、群れの脅威度は限定的にＡランクへと跳ね上がる。

「……それがなんともまぁ」

『万ばん魔ま風ふう刃じん』。

　手にした武器に火、水、土、光、闇の疑似属性を持つ風を纏わせられる能力。それが俺との契約で舞が手にした力だった。

　それぞれの特性はレベルが設定されていて、魔物を倒す度にレベルが上がり、その性能を増していくらしい。

　部活動とはいえ、元の世界で薙刀を手にしていたからか、体の使い方は素人にしては十分なレベルだった。いろいろと能力を試しながら敵を殲せん滅めつしていくその強さは、この世界に来てまだ半月とは思えないほどで、上級クラスの冒険者と戦ってもいい試合ができるだけの力はある。

（……だが、このままじゃいい試合のまま負けて終わる。はてさて、どうしたもんかね）

　おそらく、同格以上の相手、いや、多少実力は劣っていても、死線を越えてきた相手との戦いでは勝てないだろう。舞が悪いというわけではなく、これはただの経験不足だ。

「兄様？」

「……いや、ちょっと考え事をな。次はそっちの赤、青、赤、緑の順にレバーを落とすんだ」

　このダンジョンは『賽振りの軍勢闘技場』と名のつく通り、レバーを引くことで、ランダムに決められた魔物が、ランダムな数の群れをなして現れ、区画の中がそれに対応した環境に切り替わる。

　ここはそうしてランダムに疑似的なモンスターハウスで戦える、バトルマニア御用達のダンジョンだった。

「これ、これ、これ、これ……、っと」

　いくつかあるレバーを引くとモニターに表示された魔物の絵が次々に切り替わり、ゼロが三つ並んでいたスロットの盤面が回る。

　やがて動きは止まり、モニターには燃える鬣たてがみを持つＢランクの獅し子しの魔物、フレイム・レオの絵が。そしてスロットには『０』『１』『３』の数字が表れる。

　その瞬間、大理石の床はゴロゴロと溶岩石の転がる地面に変わり、石の木々は消えて頂上からマグマを垂れ流す、人の背ぐらいの大きさの巨岩が現れる。

　ラミアの群れを全滅させると同時に開いた次の区画への扉がまた閉まる。

　そして、地面からせり上がるように炎の獅子が現れた。舞はそれと同時に魔物と戦い始める。

（まったく嫌になるな、パワーレベリングで一気にレベルを上げたっていっても、二人ともこの短期間でここまで強くなるとは……、自信失なくす）

　この世界で一定ラインの安全を確保するのなら、まずはやはり経験値を溜ため込んで高レベルにするのが手っ取り早い。一気にレベルを上げても中身の技術が追いつきにくくなるからあまり褒められたやり方ではないが、既に魔族との戦争状態に入っているようなので贅ぜい沢たくは言ってはいられない。

　とはいえ、自分の例と比較しても、二人の自分の力を使いこなしていく能力の高さには舌を巻くしかない。

　やはりイケメンや美少女は才能が違うのかとちょっぴり切ない気分に浸っていると、再び魔物の気配が湧いた。

（……まぁいい。とりあえず今日一杯はこのままパワーレベリングを続けるって決めたしな）

　このダンジョンはその区画に現れる魔物の群れを全滅させることで他の区画へ移動する扉が開き、先に進める仕組みになっている。

　だが、ある時、飛行魔法を覚えた一人の魔術師が壁を乗り越えて進もうと考えた。そしてそれを実行に移した結果、その魔術師は下半身を失い冒険者を廃業することになった。

『『『ギャルゥァアアァアアアアァアアッ!!』』』

　遠目に見えたのは下級の属性竜の群れ。

　不正にダンジョンを攻略しようとする人間にはこうして竜種の群れが襲ってくるのだ。それも、壁よりも高い場所にいる限り、全滅させてもあまり時間を空けず復活して襲いかかってくる。

　レティシアのグレンや、邪龍などとは違い、知性も理性もないただの空を飛ぶトカゲだが、それでも竜種は竜種。身体的な能力だけでＡランクの最強生物の種族。

　しかも、経験値以外は普通と違い、魔石も死体も残さず消えるため金銭的な旨うま味みもない。

　結果、誰もこのダンジョンの壁を乗り越えようとはしなくなった。

　だが、そんなことは今の俺には関係ない。俺が今したいのは、パーティーを組んでいる他の二人に経験値を多く分配することだ。

　つまりはどういうことかというと、俺にとっては大変に経験値効率の良い狩場ということだ。

「三十八匹、倒す度に地味に数が増えてくのは助かるな」

　俺は【雷らい槍そうの涙るい刃じん】を作り出す。

「───響け、墜おちろと優しき雷帝は涙を流す。悲しみの絶えない世界であるなら、せめてここでと涙を流す。号ごう哭こくに応える声もなく、ただ一人になったとしても、瞬まばたきの間で消えたとしても」

　七つの三日月を重ねたような蒼あおい刀身に注ぎ込まれた魔力がバチバチと唸うなりをあげる。

　普段はやらない威力を高めるための長い詠唱。

『おい、あいつ、また……』『まじかよ、誰なんだアイツ』『黒髪に黒目、上位の冒険者にあんな奴いたか？』『なんだあの威圧感……、やべぇ』『なんであんな奴が無名なんだ？』

（よしよし、いい具合に喰いついてやがる）

　冒険者も多くが戦争の最前線へと向かっているが、それでもダンジョンの中には俺たち以外に複数の冒険者たちがいる。

　戦闘中のパーティーを除き、その多くは俺の元へと向かう竜たちを見つめ、そしてこれから起こることを想像して俺を見る。

「───相応ふさわしき嘆きの声は暗闇を帯びる、届かない悲劇の幕は夕闇を帯びる」

（さぁ、よく見ろ。よく見てその目に焼きつけろ）

　もう何度繰り返したか分からないこのサイクル。

　最初は冷ややかに向けられた視線も、一度ならず何度も竜を殺し続ければ畏敬の念へと変わる。

「───叫べ雷帝、『雷らい帝てい哭こく・終夜よすがらの黒雷』」

　その瞬間、限界まで注ぎ込まれた魔力が黒に染まった暴虐の雷光へと変換されて、俺を目指して飛んできていた竜たちへと一斉に襲いかかった。

　バチバチバチバチバチッ!!

『『『ギャルルアァァァァルアウラッ!?』』』

　一瞬の間も存在しない轟ごう音おんの中、明らかに過剰な威力を持って滅せられた竜たちは、元はそれぞれの属性に対応した色をしていた鱗うろこを一様に黒く染めていた。

　完全に丸焦げになった竜たちは地面に引かれるように落ちていき、粒子も残さず消えていく。

『一体どれだけ引き出しがあるんだ？』『さっきは火、その前は氷で、その前は土だったか？』『ただの魔術、じゃねぇよな？　固有能力か？』『何にしろ、あのレベルの後衛はなかなかいない』

　感心したように漏らす声。

　予想通りの反応に、俺はほくそ笑む。

　そうだ、お前たちが驚いて、俺の存在が噂うわさになるほど、俺の手は進んでいく。

　ダンジョンに居残る俺を尻目に外へ戻っていく冒険者たちを見る。

（頑張ってくれよ？　お前たちは活きのいい撒まき餌なんだから）







「「……」」

「んぅーっと、せっかく外に出てきたのに天気が悪いなぁ」

　久しぶりに出たダンジョンの外は、異次元型のダンジョンの抜けるような青空と違い、どんよりと重く曇って空気が湿っていた。

　俺的には修行籠ごもり明けはカラッとした晴天がいい。そっちの方が解放感が増す気がするからだ。

「さてと、どこかに飯に……って感じでもなさそうだなぁ」

　体を伸ばした後に振り返ると、疲労を隠せない様子の悠斗と舞の姿があった。

「兄様？　まさか愛する妹に身支度の時間も与えないダメ兄様になるつもりですか？」

「ははは……、さすがに僕も先に一息つきたいかな」

「しゃーないな。とりあえずは宿に向かうか。安心しろ、下調べは万全だ。街の西側に飯は激マズで自分で作るしかないが、趣味人の爺じいさんが各地から取り寄せた『天使の寝心地』と言われているベッドを置いた宿屋がある」

　二人とも特に意見もなく宿屋へとついてくる。

　街には幾種もの獣人が行きかっていた。

　最初にこの街を訪れた時はキョロキョロと周囲を見回しては物珍しそうにしていたが、今はそんな余裕もないようだった。

　少しして、目的の建物が見えてくる。

「部屋、空いてるか？」

「……入んな、三人部屋は二階の一番奥だ」

　爬は虫ちゅう類るい系の獣人らしく、縦に割れた瞳と顔の端に見える鱗が特徴的な老人が受付に座る宿屋。

　前払いで銀貨をチャリチャリと手のひらへ落とすと、宿屋の老人はニヤリと笑ってみせる。

　言われるまま向かった部屋の中は簡素な内装で、それに似つかわしくない天てん蓋がい付きの豪華な、しかしどことなく品を感じさせるような純白のベッドが三つ並んでいる。

「おお、これは期待が……、って、あっ！　お前らっ！」

「「…………」」

　俺が何か言うよりも早くベッドへと近づいていった二人は、それぞれ左右のベッドに倒れ込んだ。

　本気で疲れていたらしく、そのまま死んだように眠ってしまう。

「やれやれ……、って言うのもさすがに酷か」

　二人がぐんぐん力を吸収していくので、予定よりも随分と無理させた自覚もある。

　まだ日も高いし、まぁしばらく休ませておこう。

「さてと、寝心地を確かめる前にこっちで情報整理を済ませておくか」

　俺は部屋の入り口から一番遠い、窓際の残った一つのベッドに腰を掛けた。

「ステータスオープン」
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　開いた二人のステータスは、超一線級の戦士のものだった。

　【復ふく讐しゅうの聖剣】の契約を使って横流しした俺の経験値で強制的に上がったレベル。やはり異世界人であることが原因か、レベルもさることながらその伸び幅も普通以上だ。

　だが、まだまだ技術は拙つたなく、パワーレベリングができないスキルレベルやそのスキルを用いた戦い方も熟練の域には達していない。それでもここまで強くなればひとまずは安心だろう。

「二人とも思った以上に吸収が早いし、あとは仕上げを超えた時にどこまで伸びるかだな」

　とりあえず、二人の育成はこんなものだろう。

「あとは、俺自身のことか」

　俺は自分にできることを振り返るために自分のステータスを開く。
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　俺は二度目の世界が始まった時から貫いてきた決まりを捨ててレベルを上げた。

　俺がレベルを上げずにいたのは、レベルや経験値というものに固執したアイツ、レオンへの強烈な皮肉になると考えていたからだ。

　それでもやっていけると判断していたし、大きな問題はないと思っていた。

　だが、その油断が招いたのは、元の世界への強制送還と記憶の剥はく奪だつ。

　結果的に舞や悠斗と再会できたのはよかったが、それはあくまで結果論にすぎない。

　要するに死にかけたのだ、俺は。

「……全盛期とまではいかなかったが、ステータスも八割がたは戻ったな」

　ダンジョンで稼いだ大量の経験値で、俺は封印状態にあった心剣を全て解放した。

　レベルは三割ぐらいしか戻っていないが、もともとステータスは大部分を心剣の補正に頼ってたから能力値的にも十分だ。

　現状、俺の身が危険にさらされるのは、大結界の外で大物の魔族とやり合うか、もしくは大結界が破壊された後、本来の力を取り戻したこの大陸の熟練者と戦う時だけだろう。

　内部にいる魔族の能力を劇的に抑え、外部からの魔族の侵入を拒絶する『大結界』。

　この魔族の天敵と言える大結界は、神聖結晶がこの大陸で生まれた人間の力を借り受けて構築している。

　だから、大結界が壊れた時、この大陸の人間は結界維持のために使われていたリソースが解放されて本来のステータスを取り戻す。

　急に増えたステータスを十全に扱える者は少ないが、いないわけでもない。

「ステータスはいいとして、あとは称号についてか」

　元の世界からこの世界に戻ってきた時に増えたいくつかの称号。

『帰還者』『再来者』『打ち破りしもの』『神しん[image: ]じょうの保持者』。

　そして、『復讐者の主』から変化した『復讐の支配者』。

『帰還者』『再来者』『打ち破りしもの』の三つはいい。

　確認したところ、他の称号と同様にステータスを増加させてくれる称号だった。

　問題なのは残りの二つ。

　一つは『神[image: ]の保持者』だ。

　この称号は鑑定で詳細を調べようとしても文字化けを起こしてしまい、内容を読み取ることができなかった。正体不明の称号があるのも不安だし、名前からして異世界転移の狭間はざまの空間で聞こえた声が原因だろうというのもぞっとしない。

　そして、もう一つは『復讐の支配者』。

　称号自体は全ステータスを微増させるものだったが、それに付随するように【復讐の聖剣】の効果が更新された。

　契約を結んだ片方が死ねばどちらも命を落とすというこれまでの対等な内容の契約は、俺が完全な上位者として置き換わった。俺が死んだ時は、みんなが死んでしまう。しかし、契約を結んだ誰かが死んでも、俺が死ぬことはない。

「ったく、こんなのは望んじゃいないんだけどな……」

　俺と共犯者の間に区別なんてものはなくていいのに。

　俺が望んだのは、血も命もドロドロに混じり合って戻れなくなる契約なのだから。

　と、そんなため息をついた時、カタカタと窓が鳴る音がした。

「ん？　あぁ、戻ってきたのか」

　俺はステータスを閉じて窓際に立つ。

　ガララッ、と窓を上にズラして開けると、ひゅうっ、と乾いた風が吹き込んできた。

「おう、お帰り、二人とも」

「キュピィ」「チューッ」

　スルッと開いた窓から入ってきたのはスラ吉とチュウスケだった。

　この街にたどり着いてすぐ、情報収集のために街中に散ってもらっていたのだ。

　ちなみに、この宿屋の情報もダンジョンの中で戦いながら二匹に聞いた。

「よしよし、無理させて悪かったな。ご飯を食べたらゆっくりお休み」

　俺はスラ吉にはダンジョンで拾ってきた魔石を、チュウスケには秘蔵の高級チーズを丸袋から取り出してあげた。

　嬉うれしそうに食べ始める二匹を眺めながら、今度は街の情報に思いを馳はせる。

　スラ吉とチュウスケに情報収集をさせた結果、俺がこの世界を去ってから過ぎた時間は元の世界で過ごした時間とほぼ同じだった。しかし、俺の知識ではここまで本格的な戦闘状況になるのはまだ少し先のはずだった。更に言えば、最初に戦争状態の矢面に立つのは獣国だったはずだが、今回主戦場となっているのは法国らしい。

（レティシアとリリアの二人は街にいないか……。時期が違うが、おそらくはもう潜入済みなんだろうな）

　伝え聞いた情報の中で聞いた、主戦場に出張ってきているらしい魔将軍の名前、『爆炎魔人・アーディリウス』。

　それがレティシアが追い続けている先代魔王の仇かたきの片割れ、レティシアの兄を殺した邪龍を引き寄せた黒幕。

　大筋の歴史をなぞっているのなら、主戦派を率いて猛攻を掛けているアーディリウスをレティシアは狙っている。一度目の時は、アーディリウスが神聖結晶を破壊した直後、不意を打ったレティシアが三つあるアーディリウスの心臓全てを抉えぐり取った。

　全てその一瞬を生み出すために、『魔王派閥』と『魔将軍派閥』との対立を隠れ蓑みのに、穏健派という立場すらも利用して、レティシアは復讐を成し遂げた。

　今回もレティシアは同じように動くだろう。

　そしてその間、標的のリリアは一人になる。リリアに関してはそこを狙うつもりだが、それももう少し状況が進んでからだ。

　だから、まず相手にすべきはアイツだ。

　高潔なる拳闘士、レオン＝ガイルード。

　現在は最前線で部隊を率いて獅し子し奮ふん迅じんの戦いをし、情報が正しければ昨日のうちにあるものを求めてこの街に来ているはずだ。

「餌に引っ掛かってくれればいいんだが……、ま、ダメならダメでどうとでもなるか」

　最後に、一番気がかりなミナリスのこと、シュリアのこと。

　この世界に戻って、いや、戻る前から薄い繋つながりが残っているのを感じていた。

　俺がこの世界から追い出される直前の状況から二人がどう生き残ったのか分からない。だが、二人が無事なのは間違いない。

　問題なのは二人の居場所が分からず、どんな状況かも把握できないことだ。

（メテリアに囚とらわれているのか……？　いや、それならなぜ二人は生きてる？　あいつに二人を生かしておく理由はないはず……、あの場から逃げ出せたのか？）

　いや、情報が少なすぎる。歯がゆいがこれ以上推論に推論を重ねても妄想にしかならない。

　メテリア自身についても情報が足りなさすぎる。やはり、地道に情報収集を続けていくか、メテリアの手を逃れて潜伏しているかもしれない二人からの接触を待つしかない。

　なぜか出現していた『魔ま煌こう樹じゅの分体』についても、この街では大した情報が得られなかった。だが、レティシアがああして元気だった以上、アレはレティシアとは別の系譜で生まれたもののはずだが……。

「……ダメだな、やっぱり情報が足りない」

　俺はこれ以上は無駄だと、そこで一度思考を打ち切った。

　そうしてふと気が付くと、魔石とチーズを食べきった二匹が、ベッドのふちで満足げに眠っていた。

　その姿を見たら俺にも眠気が襲ってきた。気付かないうちに疲労を溜め込んでいたらしい。

「まだ日は高いけど……」

　まぁいいかと、俺のベッドで寝ている二匹の使い魔を起こさないようにベッドに入った。

　考えなきゃならないことはたくさんある。

　だけど、今は眠ろう。殺したい相手がこの場に集まっている興奮を鎮めるために。

　万が一にも、復讐を取りこぼすことのないように。

　疲れを癒すために、深く、深く、深く、何も考えないように眠ってしまおう。

　そうして俺は静かに目を閉じる。




　『どうせそんな安眠を受け取れるわけがない』って。

　そんな風に囁ささやく自分の声に耳を背けながら。





　　　　☆






　俺は昔の夢の中にいた。

　ふわふわと実感のないまま、ダイジェスト版の映画のような記憶と同化していく。

　客観性と主観性が混じり合って、夢だという認識を少しずつ噛かみ砕いていた。

『この世界は最低な欺ぎ瞞まんに満ちている』

　魔王という存在について、いや、魔王という仕組みについて知った時、俺はそう思わずにいられなかった。

　通常、魔族は体内に魔核と呼ばれる魔石のようなものを持っている。条件次第では心臓すら再生してみせる強きょう靭じんな再生力を持つ魔族だが、体のどこかにある魔核を壊されると死ぬ。

　そして、魔王となった魔族は自身の持つ魔核とは別に、魔王の証としての魔核を持つ。

　『魔王核』と呼ばれる特別な魔核。

　強大な力とともに、魔王となった魔族の体を魔煌樹へと変えていく、邪気を含んだ世界樹の種。

　魔王が魔煌樹になると、その魔煌樹は周囲に邪気をばらまく。

　その木が枯れるまでの百年間、魔物が活性化し、魔族の能力が増す。

　だから勇者は魔王を倒さなければならない。世界に一つだけ生まれるその核を壊し、その邪気を浄化しなければならない。勇者だけが、その邪気を浄化できる。

　そして、再び魔王核がどこかの魔族に宿るまでの時間を手に入れ、世界を守らなければならない。




　………そんなこと、俺にはできるわけがなかった。




　魔王が魔煌樹に変わるまでには長い時間が掛かる。だが、レティシアの場合は事情が違った。

　魔煌樹に変わったわけでも、魔王核が破壊されたわけでもなく、先代の魔王から魔王核を委譲されたらしいレティシアには時間がなかった。

　もって数年の命。

　その時間を、レティシアは静かに過ごそうと俺に手を伸ばした。

　寂しげな顔で、諦めた顔で、どうしようもないからって。

　もともと計画していたように、人類と魔族が争えないよう、完全に世界を半分に分けようと。

　勇者と魔王の全ての力を注いで、何なん人ぴとたりとも通ることのできない結界を作り上げようと。

　そうして、その結界の狭間で少ない時間を一緒に過ごそうって。




　………そんなこと、俺には受け入れられなかった。




　俺は、レティシアの体から魔王核を剥はく離りする方法を探すことにした。

　突如戦場に現れた邪龍との戦いで、人類側も魔族側も壊滅的な被害を受けた。

　俺とレティシアでなんとか邪龍は下したものの、もう俺たちが何をするでもなく、戦争をする余裕なんて双方にない。

　邪龍との戦いで弱っていたレティシアを、レティシアの姉であるリリアと、高潔で公平な武闘家だったレオンに任せて旅に出た。

　俺はレティシアを助ける方法を探して探して探して、そして、ようやく見つけた。

　太古から生きるヴァンパイアから、願えば世界に存在する全ての知識を手に入れることのできる秘宝『英知の書』が存在していたという情報を得た。

　朽ち果てた遺跡の奥底で、『英知の書』を手に入れることができるかもしれないダンジョンの情報を得た。

　エルフの森の奥深く、『英知の書』を求め凶悪な魔獣が巣くう封印されたダンジョンに潜った。

　五百近い階層を潜り、雑魚のように湧くボス級の魔物の群れを掻かき分けてたどり着いた場所で望む知識を手に入れた。

　レティシアを生かしたまま、魔王核のみを取り出して破壊する方法を知ることができた。




　そう、見つけたんだ、俺は。

　レティシアを助ける方法を。見つけたんだ。

　だから帰ってきたんだよ。帰ってきたんだよ。




　なぁ、レティシア。




　お前の手を振り切って、お前との約束を守るために。




　なのに……、どうして……。




「ふざけんなよ……、どうして、こんなに早く」

『ギルァァアァアアァアアァアアア……ッ！』




　お前の体が、魔煌樹に取り込まれてるんだよ。





　　　　☆






　俺は、魔煌樹になったレティシアと戦った。

　戦いそのものを迷うような時間はなかった。レティシアとしての意識は完全に沈黙し、魔煌樹はまるで餌を探すかのように自身の分体を作り出し、周囲の生命全てを取り込んで被害を出し始めていた。

　完全に暴走している魔煌樹を止めるだけの余力は人類にも魔族にもなく、俺が抑えなければ犠牲は増え続けただろう。

　戦いは三日三晩続いた。それまで戦った何よりも強く、そして俺はどうにかしてレティシアを救えないかと絶望の中で粘り続けた。

　だが、それが無理だとも知っていた。なぜなら、魔煌樹が芽吹いてしまえばもうレティシアを分離する方法は絶対にないと、必死の思いで手に入れた知識で知ってしまったからだ。

　……いや、ひとつだけ、レティシアを助ける方法もあった。

　魔煌樹が持つ核を壊すのではなく、その中にある邪気だけを吸い出して世界に散らす方法。

　どこかにあるはずの魔王核さえ見つけることができれば、それを実行するだけの技術も、知識も手に入れていた。

　しかし、戦いの最中に魔王核を見つけ出すことができなかった。いや、もし魔王核の位置を見抜くことができたとしても、俺はその方法を実行できなかっただろう。

　なぜなら俺は勇者だったから。この世界の綺き麗れいなところを知ってしまったから。

　レティシアと過ごしたこの世界を、好きになってしまっていたから。

　浄化もせずに魔王核から抜き出してまき散らされた邪気は、それを取り込んで自身を強化できる魔族すら耐えられないほど濃密に世界を侵す。

　世界が壊れかけ、生物のほとんどが死に絶えるような場所になってしまうことを、彼女が望まないことも知っていたから。

　それでも、俺は迷って迷って迷って迷って、レティシアを心臓部に取り込んだ真っ黒な木の化け物を追い詰めながらも、魔煌樹が自壊を始めていることに気が付きながらも、倒す決断すらできなかった。

　そのままズルズルと戦い続け、欠けた集中力が引き起こしたピンチ。

　死にかけた瞬間、意識を取り戻したレティシアに助けられた。

　『やっぱり魔王として世界を亡ほろぼしてみたくなった。勝っても負けても恨みっこなしじゃ』なんて、バレバレの嘘うそに背を叩かれて、核にされていたレティシアの心臓を貫き、ようやく俺は戦いを終えた。

　終えて、しまったんだ。

「レティシア……」

「ふふっ、こんな美少女を抱いておるのに、なんて顔をしておるのじゃ」

「なんで、こんなに早く……、馬鹿野郎、気合でもたせろよ、俺、見つけてきたんだぞ……、ちゃんと、お前を助ける方法見つけてきたんだぞ？　なぁ、一緒に俺の世界に行こうって言ったじゃないか。俺の家族に、俺の恋人だって紹介させてくれる約束だろうが」

　レティシアの命の火が消えていくのが分かる。

　抱きしめたその体から、ドンドン零こぼれ落ちて消えていくのが分かる。

「残念じゃが、妾わらわはお主の世界についていけそうにないのぉ。まぁ、それでもよい。海かい人とにはずっともらうばかりで、借りを作りっぱなしだったから、これで全部チャラじゃ。言ったじゃろ、妾は、ちゃんと借りは返す女じゃと」

　カラカラと、いつものように笑うのに。

「きっと、元の世界に、故郷に、家族のもとに帰れ。あぁ、でも、すぐ忘れられるのは癪しゃくじゃからしばらくは泣いて暮らせ。超立派な妾の墓を作って、妾のことだけ考えてむせび泣け。海人、お主はいっつも元の世界の家族のことばかり考えておったからのぉ。しばらくの間は妾が海人を独占してやるのじゃ！　クククッ、あぁ、そう考えると、死ぬというのも案外、楽しみなものじゃなぁ」

　悪戯いたずらっぽく、いつものように笑うのに。

「ああ、それから、最後にもう一つじゃ。いつか死ぬ時はやり残したことなど残さずに済むように生きろ。妾の命をくれてやるんじゃ、適当に途中で放り投げるような人生を送ってきたら、絶対に許さんからの。ちゃあんと見とるから、覚悟せいよ。腑ふ抜ぬけた様子を見せるようなら、生まれ変わってぶん殴りに行くか、お主の前に化けて出てやるからの」

　いつだって意気地のない俺の背を叩いてくれたその声が、今は痛くて苦しい。

「レティシア……」

「ほらほら、ここで全部涙を枯らすつもりか？　まったく、勝っても負けても恨みっこなしじゃと言ったじゃろうに。ほら、笑え、わーらーうーのーじゃー！」

　伸びてきた手が弱々しく俺の頬ほおを左右に引く。

「いてぇ……、なに、するんだよ。この暴力女……」

　レティシアの体がさらさらと砂に変わっていく。

　磨煌樹に汚染され、魔王としての膨大な魔力を得たレティシアの魔核に体が耐え切れないのだ。

「なぁ、ほら、笑って、笑ってほしいんじゃ」

「っ、こう、か」

「ぷぷっ、ぶっさいくな顔じゃのぉ。これはあれじゃな、将来ツルピカじゃな」

「……っ、馬っ鹿野郎、どこ見て言ってやがる。このふっさふさの髪を見ろよ、お前の目は節穴かよ」

「ふふん、妾の見立ては的中率高めじゃぞ？　くっくっく」

　普段通りの馬鹿話に、無理やり作った笑顔の形が今にも崩れそうだった。

　無理に作った顔と心の形が遠すぎて、何もかもが痛くてたまらない。

　既にレティシアの手足は消えていた。

　残り時間はもうほとんどない。

「ったく、お前は。こんな時まで……」

「クク、ククク。あーぁ、……やっぱり、だめじゃな」

　歪ゆがむ、歪む、歪む。

「死にたくない、死にたくないのじゃ」

「レティシア……」

　呟つぶやくように、漏れ出すように。

「もっと、もっともっともっとずっとっ、どうして、どうしてなのじゃっ」

「レティシアッ、レティシアッ……!!」

　崩れ落ちて砕けていく言葉は。

「嫌じゃっ、海人と一緒にいたいっ。妾は、妾っ、妾は……っ」

　それが泡のように弾はじけて消えてしまうと知っているから。

「愛してる。愛してるのじゃ、大好きじゃ、どうしようもなく、大好きな……」

　まるで夢が醒さめるように、その泣き顔だけを鮮烈に焼きつけて。




「あぁ、愛してる……。あい、してるよ、レティシア。だいすきだ。おれだって、お前のことが……大好きなんだ……」




　ぬくもりの消えた砂を抱き、俺は静かに泣き続けた。





　　　　☆






　冷たい、冷たい、冷たい、冷たい。

　世界はこんなにも冷たかっただろうか。

　世界はこんなにも色がないものだっただろうか。

　海岸沿いの朽ちた廃村。

　満まん身しん創そう痍いの体を流木に預け、太陽に焼けた砂浜に触れた肌。

　全身から流れる血に体温を奪われ、不意打ちで浴びせられた粉末状の毒で引き起こされた強力な状態異常、呪毒の影響で転移で逃げ出すこともできない。

[image: ]

「……」

　澄み渡る空を見上げて、刺すようなギラつく日差しすら、今はただただ空寒い。

　まるで、この世界に来た頃に戻ったみたいだった。

　ジリジリと世界の全てが俺の全てを押し潰つぶすように迫ってくる感覚。

　あの頃は、モヤモヤとして掴つかみどころのない化け物が、泥沼を歩く俺に一つ一つ重い足あし枷かせを掛けてくるような気がしていた。

　走って走って、その怪物から逃げないと、いずれ息もできない場所にまで沈み込んでしまうような、そんなどうしようもない鳥かごの中の世界。

「……ははは、いや、あの時よりも最悪か」

　俺自身が生み出していた不安と孤独の檻おりはレティシアが壊してくれたから。

　ここが鳥かごの世界じゃないって、知ってしまったから。

「……さすが、というべきなんだろうな、カイト」

「不調なところを罠わなに嵌はめて不意を突いて二人がかりでやっと……、ここまで手こずることになるとは思いませんでした」

　だから、目の前の二人の姿が、氷の怪物のよう見えた。

　片方は拳で戦うことを前提にした武闘家の道着を着込む獅子の獣人、レオン。

　片方は魔法使い然とした紫色をしたドレス型のローブを着込む美しい女魔人、リリア。

　レティシアを任せるほどに信頼していたからこそ、まるで二人が見知らぬ相手に見えた。

「俺が転移できないレベルの呪毒……、それに抵抗を超えてくる状態異常……、こんなもん、どこで手に入れたんだよ」

「あれは、『妖精女王の呪毒』だ」

　これで最後と思っているからか、レオンは隠すこともなく答えた。そして、その答えから想像がつく事実がまた、心を軋きしませる。

「なるほどなぁ、あのゲス羽虫を殺したっていうのは嘘だったわけか」

　妖精を統すべる、妖精の女王。

　おとぎ話で語られる可愛かわいらしさなど、欠片かけらも持っていない妖精。

　奴らにとって人間はおもちゃだった。

　やることは悪戯なんて呼べるレベルじゃない。森で迷わせて人を餓が死しさせる、魔物の大群を呼び寄せる、装備をいつのまにか著しく劣化させるなんていうのは序の口。

　生まれたばかりの赤子を攫さらって玩具おもちゃ代わりに遊び殺す。気に入った人間を自分のものにするために周囲の人間からその人間の記憶を消す。気まぐれに選んだ人間を特に意味もなく脳死状態へと変える。

　そして、アイツらはそんな遊びを続けるために、関わった人間を洗脳する。被害を受けた人間以外は、その凶行がなかったように、自業自得のことのように、当たり前のように認識をいじられる。

　対抗できる者なんてごく一部だ。

　だから、これだけのことをしながら、その事実を知る者はほんの一部しかいない。

「そうだよなぁ、やたらと自分が女王を殺すことにこだわってたもんなぁ」

　妖精の気まぐれで全てを失った男がいた。

　普通に普通の平凡な生活をしていただけのその男は、ある日突然に両親と奥さんと子供から自分の記憶を奪われた。

　気まぐれな妖精に気に入られたその男は、当然のように『死ぬまで自分の遊び相手になって』と言う妖精を拒絶した。

　そして、怒った妖精に右目の視界と左腕の自由、そして、ほとんど全ての寿命を奪われた。

　まだ三十にもならない年齢だったその男は、深い皺しわを刻んだ顔を歪ませ、真っ白になった頭髪をクシャリと握り潰して、たまたま巡り合っただけの見知らぬ俺の前で泣きながら息を引き取った。

　まるで悲鳴のような言葉を吐き出した日記を残して。

　その日記を読んだ俺は、いや、俺たちはその元凶を断ち切るために妖精の里を壊滅させた。俺が囮おとりで暴れている間に、レオンがその首しゅ魁かいである妖精女王にとどめを刺す。

　そういう話だった。だが、今はその話をしても仕方がない。

　妖精女王を生かした理由よりも、今は聞きたいことがある。

「お前たちのことが、ずっと気がかりだった。お前たちに随分と見当違いな心配をしてた」

　手のひらから零れ落ちて、失ってしまったぬくもりと。

　両腕の内側から突き立てられた刃やいばが、グイグイと身の内に食い込んでいく感触の。

「なぁ、教えてくれ。お前らは、いったい何がしたかったんだ、レオン、リリア」

　……どうしようもなく、冷たい吐息で視界を凍らせる、その理由を。

「なぁ、教えてくれよ、レオン。レティシアの残り少ない時間すら待てなかったのか？　どうしても俺のことが信じられなかったのか？　魔王を倒した栄誉が欲しかったのか？　あの状況で、それで、それで戦争が止まると思ったのか？」

「……」

　見上げた先には、不愛想な表情を浮かべるレオンの姿がある。

「なぁ、教えてくれよ、リリアさん。レティシアはあんなにあんたのことを慕ってただろう。なんでだ、なんであんたまでそっち側なんだ。なぁおいっ、ふざけんなよ、ふざけんなよっ!!」

「……」

　見上げた先には、冷静で涼しげな顔をしたリリアの姿がある。

「ただ単に残り時間が想定より少なかっただけだと思ってた。お前らがいないのも、何か事情があるのか、そうじゃなければレティシアの暴走に巻き込まれたんだと思ってたっ、けどっ!!」

　ギリィ、と歯が鳴る音がした。

　『教えてくれ、教えてくれよ』と。

　締めつけられて惑う心が、絞り出すような声がした。

「魔煌樹の中に魔王核がなかったのはなんでだっ!!　リリアッ、あんたが持つその杖つえに嵌めこまれている魔石から魔王が放つ魔力を感じるのはなんでだっ!!」

　ジンジンと耳の奥が腫れ上がるような感覚がした。

　『苦しい、苦しい、苦しい、苦しいっ』と。

　壊え死しした精神の表面が、悲鳴を上げている声がした。




「なんで俺とレティシアを裏切ったっ!!　レオンッ、リリアッ!!」




　腹の底から吐き出す声が喉を焼く。

「……カイト、お前は、何も知らない。この世にあってはならないんだ、『勇者』も、『魔王』も」

　薄く開いたレオンの口から吐かれたのはそんな言葉だった。

「お前には悪いと思っている。レティシア嬢もとても気の毒だったと思う。だがしかし、いずれどこかでこの『仕組み』を壊さねば、このふざけた茶番劇は繰り返され続け、少しずつ沈着した歪みがやがてこの世界を壊すだろう。邪気に世界が侵されても、いずれ浄化できる、だが、壊れた世界は二度と元には戻らない」

「何を……、何を言ってるっ」

「私たちはあなたがこの世界に来る前からずっと、この世界をこの世界の住人のものにするために行動してきました。罪を背負う覚悟くらい、とっくの昔に済ませています。たとえ何を失ったとしても、人の道を外れた悪逆の道を歩むとしても」

　いえ、と首を振ってリリアは首を振った。

「兄を手に掛け、肉親殺しの罪を背負った日から、もう私に後戻りは許されていないのです」

「あ、兄……？　ちょっと待て、お前の兄って、兄を手に掛けたって……、その仇はもう……」

　その仇は既にレティシアが討ったはずだ。

　だが、リリアはそれ以上語る気はないとばかりに話を続ける。

「全ては終わった話です。世界を救うためには、こうするしかなかった。一時はもしやとも思った。だが、結局『魔王』も『勇者』もシナリオをはみ出すことはできない。だから、どうしてもこの魔王核が、『神核』が必要だった。そして、カイトに宿る『神域』の力も」

「だから何を言ってるんだよっ、意味分かんねぇよっ!!」

　分からない、分からない、分からない、ワカラナイッ。

　意味の分からない単語に、煙に巻かれたような苛いら立だちが募る。

「『勇者』と『魔王』は存在してはいけない。レティシアは、この世界を壊します。この世界を救うために、どうしてもあなたたちには死んでもらわなければならなかったのです」

　世界のため？　『勇者』も『魔王』も存在してはならないから殺した？

「ふざけるなっ!!　レティシアが、世界を壊す？　アイツは、アイツはこれ以上誰にも死んでほしくないって、魔煌樹になる前に殺してほしいとまで言ったんだぞっ!!　なのにっ、それなのにっ!!」

「ダメなんだ……。『魔王』という存在そのものが、この世界を食い潰す舞台装置の一つなんだ。『勇者』であるお前と対となる、この世界の異物だ」

「このままでは、いずれこの世界は食い潰されてしまうわ。ただただ神を喜ばせるだけの不毛な悲劇と喜劇だけを重ねて……、残りカスになった世界はゴミのように捨てられるでしょう」

　舞台装置？　食い潰す？　神を喜ばせるだけ？

（くそがっ、分からないことが多すぎるっ）

　言われていることに一つも納得なんてできない。納得できないが、話の要旨は理解できた。

　こいつらは嘘はついていないんだろう。欲に濁った眼ではなく、そこには確固たる信念があった。

　事実かどうかは別にして、こいつらは俺とレティシアが生きているだけでこの世界に対して害になると信じている。

　それが分かった途端、全ての疑問がどうでもいいものに変わり、体からふっと力が抜ける。

「……もう、いい。もういいから、もう一度だけ聞かせてくれ。レティシアが想定よりずっと早く魔煌樹に呑のみ込まれたのは、お前たちが原因なのか？」

「……そうよ、『魔王核』を抜き出したのは私。邪気だけを残して抜き出したから、『魔王核』に制御されていた邪気が一気に肉体を魔煌樹へと変えて、そのまま暴走した」

　あぁ、確定だ。今、悲鳴をあげてた心の一部が死んだ。

　つまり、俺はレティシアを預ける相手を、信用する相手を間違えたのだ。

　この二人が協力して裏切ったのだとしたら、弱ったレティシアに何かするのも実に簡単だっただろう。特にレティシアはリリアのことを信頼しきっていた。

　腰だめに構えたレオンの拳に魔力が集まり、金色の光を放つ。

　掲げるように構えたリリアの杖の先に魔力が渦巻き、闇色の光を放つ。

「……言い訳をするつもりはない。カイト、俺はお前を殺し、レベルを上げる。世界を救うために『勇者』は死ぬべきなんだ」

「『勇者』も『魔王』も『聖女』も『王女』も、この世界には必要ない。私たちはおもちゃの駒ではないのですから、世界のために、あなたを殺します」

　そんなことはどうでもいい。

　もう、どうでもいいよ。疲れたよ。

　だって、もう、俺が、俺たちが守りたかった世界が何だったのか分からなくなっちまった。みんなが笑えるハッピーエンドを目指して頑張って、頑張って、頑張って。

　その末に信頼してた相手にこうして裏切られて。

　ぐずぐずに腐った心の表面で、大切な何かを伝える神経がぷつりと切れた感じがした。

「もう、いい。お前らは、もう、俺の」




　──────……敵なんだから。




「っ、『金きん獅じ子し吼こう』ッ!!」

「『影えい[image: ]しょく崩ほう[image: ]し』！」

　唸うなりをあげて獰どう猛もうな獅子の顔をした魔力の塊が空気を押し潰して迫る。

　触れる全てを分解して抉り取る影の爪が鋭く空気を切り裂いて迫る。

　デバフまみれの今の俺が直撃を喰らえば、命の危機だ。

　あくまで、そのまま直撃すればの話だったが。

「飲み込め、『暴食』」

「「なっ!?」」

　ポッカリと暗い穴としか言えない何かが俺の前に現れる。その穴が攻撃を飲み込んで、何事もなかったかのように消え去る。

　手にあるのは鮮やかな肉の色をした肉厚の大剣、【大罪の剣つるぎ・過か食しょく沼しょうの化け男】。

　人型の『解放』状態ではなく、剣型の『使役』状態での使用をこいつらに見せるのは初めてだ。

　デメリットを抑えて、使い勝手を良くするために手に入れた技。

　剣の形で形成する大罪シリーズは他の心剣と同様に詠唱なし、デメリットなしで使用できる。

　ただし、『解放』状態として人型を取った心剣ほどの理不尽な能力と強制力はなく、使えるのは同質下位に限定された力のみ。利便性と引き換えに奥の手としての威力を失った力。

　だが、この場で重要なのはその利便性と、人型の『解放』状態での力を目の前の二人が知っていることだ。

「「っ!!」」

　多めの魔力を注いでギリギリ一杯喰らいつくした二人の攻撃。

　警戒によって出来た一瞬の隙を見逃さずに次の心剣を使用した。

「遊べ、『色欲』」

「しまっ!?」

「くぅっ!!」

　七色に色づく刀身を持った細剣、【大罪の剣つるぎ・彩さい色しょく匣ひつの童どう女じょ】を振るい、背後から現れた箱が二人を飲み込む。

「どっかにふっ飛べ」

　二人を閉じ込めた箱がギュルンッと音を立てて姿を消す。

　殺してはいない。『使役』状態の大罪シリーズにはあいつらを殺せるほどの力はない。だが、奴ら自身を転移させることはできる。

　呪毒で俺が転移できないのなら相手をどこかへ吹き飛ばしてしまえばいい。とにかく遠くへ、力任せに飛ばしたから、俺自身もどこへ行ったかは分からない。

「……とにかく、移動しなきゃいけないか」

　ひとまず身を隠して、体を休めなければいけない。大罪シリーズを使った以上、メテリアにも俺の居場所が伝わるだろう。

　──────『勇者』は死ぬべきなんだ。

　──────世界のために、あなたを殺します。

「……知ったことかよ」

　首にぶら下げた、レティシアの魔核を入れた袋をギュッ、と握りしめる。

　俺が魔王になったから殺すという者たちがいる。

　俺が勇者だから殺すという者たちがいる。

「俺は、帰るんだ……。元の世界に、帰るんだ……」

　何度も何度も繰り返してきた言葉が零れた。

　そうして静寂は戻り、照りつける太陽と塩を吹きつけるような海風だけが戻ってくる。

　だが今はもう。




　……そんな世界の冷たさすら、感じなくなっていた。





　　　　☆






「あー、くそ、気分わりぃ……」

　スッと覚醒した意識と裏腹に、その目覚めは口の奥でネバついたミミズがのたうち回っているような不快感を催もよおす。復讐が近づくたびに夢で見せられる昔の記憶は、細やかに再現される分だけ傷口を抉りなおしていく。

　部屋の中を、差し込む朝日が明るく照らしている。

　だというのに、舞も悠斗もまだベッドの中で爆睡したままだ。

「ふぇへへ、兄様の……、膝枕ぁ……」

「んん……、サバ缶が、サバ缶が襲って……」

　突っ込みどころ満載の寝言だった。

「精神に負荷かける目的もあったんだけどねぇ」

　なんか幸せそうな顔をしているうちの妹様の寝顔に掛かっている髪をさらりと払う。

「潰れるほどやわじゃないとは思ってたけど……、タフすぎるだろ」

　二人ともこの世界よりずっと人の死が遠い元の世界で、『やらなきゃならない』じゃなく、『やりたい』で一線を越えている。

　だが、相手を殺せるだけの精神性があっても、直接ぶつけられる野生じみた殺意は体を鈍らせる。どうにかする方法は、殺気に体を浸し続けて慣らすしかない。

　俺の時は殺す覚悟も殺される恐怖も理解しないまま実戦に挑んで、命のやり取りに慣れるまで時間が掛かった。毎日眠れないほど布団の中で震えていた。

「それに比べてなんともまぁ」

　図太いというか、呑のん気きというか。

「…………、でもまぁ、そろそろ寝すぎだ」

「「っ!!」」

　ちょっと強めの殺気を叩きつけると、ビクッと反応した二人が体を起こしてキョロキョロと周りを見回す。

「よう、おはようさん」

「…………兄様、夜よ這ばいなら二人きりの時にしないといけませんよ？」

「おはよう、でも、その起こし方は心臓に悪い。……サバ缶の群れからは逃げられて助かったけど」

　軽い調子で言うと、二人は俺を見て力を抜いた。

　初日に同じことをやったら気が付きもせずにグースカ寝ていたことを考えれば、あのダンジョン籠りも十分な成果があったといえるだろう。

　だけど……。

「三十点だ。反応が遅い、殺気を叩きつけられるより前に殺気が生まれた時点で目を覚ませ。その後の対応も悪い。殺気のもとを探すのに辺りを見回す暇があったらまずは動け。殺気を感じたのに何もしないとか死にたいの？　馬鹿なの？　間抜けなの？」

　にっこりと笑いながら言い放つ。

「ひぐっ、に、兄様が、厳しいです……」

「あ、あはは、本当に毒のキレが増したよね……」

「適当なこと言ってもダメだ。……そうだな、次からは失敗したら額に落書きする。半日はそのままにしてもらうからな」

　顔をしかめる二人に、俺はため息をつく。

（まぁ、あとはこれで戦場にでも放り込めば、勝手に練磨されるだろ。ちょうどいい場もできるはずだしな）

　撒いた餌が上う手まく機能してくれれば、遠からず俺たちは戦場に連れ出される。

　周囲全てを殺意に囲まれれば、否いや応おうなく感覚は磨かれる。

　本能が感覚をむき出しにする方法を教えてくれる。

「ほらほら撒き餌のダメ押しに行くんだからシャキッとしろ。その後も釣り上げた魚をさばくための下準備をするんだから、あんまり余裕はねぇぞ」

　パンパンッ、と両手を叩くと二人ものっそりと動き出す。

　撒き餌で寄ってきているはずの魚を釣り上げるために、最後は食いでのある釣り餌を落としておこう。






第二章　仕込みと準備






「パパウの雪月草包み焼き、グガウガ屋……。さすがファンタジーですね、名前だけだと何の店なのか全然分かりません」

「そうだね、売り物もそうだけど、読めないけど解わかるってのも、なんだか不思議な感覚だ……」

「おいおい、初日と同じこと言ってるぞ」

　人の行きかう道を歩いていると、舞まいと悠ゆう斗とは初日と同じセリフを吐いていた。

「あれ、そうだっけ？　どうにもそのあとの記憶が強烈すぎて……」

「私は覚えてますよ兄様。その時も言いましたけど、どの屋台も衛生管理が心配です。悪い黴ばい菌きんに汚染されているんじゃと思ってしまいますね、お金をもらってる自覚がないおままごとの屋台が多すぎます」

「……こらこら、あんまりそういうこと言わない。営業妨害営業妨害、睨にらまれちゃうだろ、妹様よ」

　まぁ、言いたいことは分かるけどね。

　この世界の屋台に衛生管理なんて概念はない。場所によっては前日の残りのスープに材料を継ぎ足して売る店もある。

　地面に落とした食材も水洗いでそのまま使うし、若干古くなった食材もごちゃまぜで使う。

　火を通して香草をぶち込めばなんでもよしと思ってるところが大半なので、そこのあたりがしっかりしているところをきちんと見極めないとひどい目に遭う屋台もある。

「あれでしっかりしてる屋台もあるんだぞ。それに、魔物の肉なんかは魔力が残ってるから腐りにくいんだよ」

　逆に言うとそのせいで衛生管理の概念がなかなか浸透しないというのもあるわけだが。

　誰のためとも知れない弁明を二人にしながら、立ち並ぶ屋台へちらりと視線を送る。

（期待通り、兵士が多いな。情報に齟そ齬ごはなさそうだ）

　内心でほくそ笑みながら街中を歩き、たどり着いたのは冒険者ギルドだ。

「改めて見てもやっぱりこの建物だけ他と比べてずいぶん大きいね」

　はー、と建物を見上げながら悠斗は言う。

　この街の冒険者ギルドは他の同規模の街の冒険者ギルドに比べて立派な建物だった。

　高難易度のダンジョンがあるため、その魔獣の素材を扱うことでギルドの金回りがいいのだろう。

「……あの失礼な態度の女性の話を聞かないといけないと思うと、少し憂ゆう鬱うつです」

　この街に訪れた初日、何はともあれと二人を冒険者として登録しにこのギルドを訪れた。

　その時の受付嬢の態度を思い出したようで、舞は顔をしかめていた。

「だったらほら、さっさと狩ってきた素材を売却するぞ。冒険者ギルドなんてのは長居しないに限るんだ」

　なんせ、冒険者ギルドなんてのは厄介ごとのフラグの宝庫だ。ただ居るだけで想定外のトラブルを引き寄せる。

　ただでさえ、釣り餌を派手に見せるためにわざわざ自分でアホなイベントを起こそうと思っているんだ。想定外のトラブルとか本気で遠慮願いたい。

　まぁ、そのイベントも必要ないぐらい人が集まってればいいんだが、今の状況的には無理だろう。

　扉を押すと、キィ、と軽い音を立てて開いた。

（……やっぱり、人が少ないな）

　外と同じ少し砂っぽい空気に迎えられて入った建物の中は、その大きさに反して若干人が少なかった。

　閑古鳥が鳴く、とまでは言えないが、クエストの貼り替え前後の時間帯にしては人が少ないと思う。

　それも仕方がないことだろう。なぜなら名のある冒険者パーティーや勢いのあるパーティーは戦争に駆り出され、今このギルドに残っているのはそれ以外の、悪い言い方をすればうだつの上がらない冒険者たちだからだ。

　どこか気け怠だるい空気が漂っているのはそのせいだろう。

　それは冒険者だけでなく、ギルドの受付に座る職員たちにも感染しているようだった。

「はい、『ゴブリン討伐　十匹』、討伐部位の確認完了ですー。どーぞ、報奨金です」

　チャリチャリッ、と数枚の銀貨の音が鳴る。

　辛うじて投げるわけじゃなく置いたというその感じは、やる気のなさを如実に表していた。

「おいおい、ヨハンナちゃん、ツレない態度しないでくれよぉー。それよりさ、最近物騒だしさ、今夜ヨハンナちゃんの家に行ってあげようか？」

「冗談は顔だけにしてくださいねー？　ゴブリン討伐程度で時間を掛けすぎて日を跨またぐようじゃ私と釣り合いませんー。せめてＢランクになってから声を掛けてください、お帰りはあちらです。次の方どうぞー」

「ちぇっ、まぁいいや、安酒でもひっかけて寝るか」

　すげなくあしらわれたその冒険者の方もダメもとだったようで、執しつ拗ように絡むこともなく軽く首をすくめた後は併設されている食堂という名の酒場へと向かっていった。

「俺たちも行くか」

　そんなあまり活気がない中でも、ギルドの受付の前には小規模ながら列ができていた。

　俺たちはその列の最後尾につく。

『なぁ、おい、あれ、あれ見ろってっ』『あん？　……まさか、前言ってた奴か？　いつものほら話だったんだろ？』『だからちげぇってっ、今回はマジなんだってっ！』『いやいや、そんなことできるわけ……』

　ひそひそと聞こえてくる声。

　どうやら思惑通り、半信半疑ながらも俺たちの噂うわさは広がっているらしい。

　やがて列が消化されていき、俺たちの番になる。

「あら、あなたたちは……」

　俺たちの顔を見て、受付嬢はそう声を漏らした。

　舞と悠斗を冒険者として登録した時、担当になった受付嬢もこの人だった。どうせ忘れているだろうと思っていたが、この様子だと憶おぼえはあったようで逆に驚いた。

　だがそれも少しのことで、受付嬢は興味も失くしたようにやる気のない声を出した。

「あぁ、依頼の受注に来たんですね？　それにしてもよく生きていましたね」

　後ろの方でチッ、と舌打ちをする音が聞こえた。こらこら、妹様よ。

　苦笑いするだけに留とどめてる悠斗を見習いなさい。

（まぁ分からなくもないけどな……）

　二人を登録する際に、あからさまに態度が悪かったことを思い出す。

『冒険者登録？　あなたは、えーっと、パーティーランクＤで個人Ｅ？　あーはいはい』『それでそちらのお二方が新規で登録される、と。ふーん』『パーティーランク用のダンジョン入場許可証？　失礼ですが、メンバーで登録されているランクＣのミナリスさんと、同じくランクＣのシュリアさんはご同行されていないのですか？』『リーダー登録されているのはあなたなので、証明書の発行はできますが……』『確認ですが、あなたと新規に登録される後ろのお二方分の許可証でいいんですね？』『後ろのお二方も無理やり従わされているわけではないということでよろしいですか？』『あなた方が無茶をして死んでも、ギルドでの保証はありませんので』

　つらつらと終始俺のことをいぶかしげな眼で見ながら受付嬢が話していた。

（……おんぶにだっこの寄生野郎だと思われたんだろうな。……まぁ、ギルドなんて面倒ごとのフラグの宝庫と避け続けてきた俺が悪いから仕方がないけど）

　そこからの態度はもう知らないとばかりに雑になり、俺たちは呆あきれと馬鹿を見る目を背にギルドを出た。

　身の程知らずのくせに痛い目を見るだろうとでも考えていたんだろう。そして、それから半月近く俺たちはダンジョンに潜り続けて街には戻らなかった。

　だから、俺たちがダンジョンの中で死んだと思っていたんじゃないだろうか。

「それで？　身の丈に合わないダンジョンアタックは諦めましたか？　その様子だと大きな怪我もないようで運がよかったですね。まずは地道に本当の実力をつけることです」

（……別に悪人ってわけじゃないんだろうが）

「無謀は冒険者の特権なんて言えるのは生きている間だけで……」

　くどくどと続くお説教の中身は、別段変なことを言ってるわけでもない。

　だが……。

「……態度があからさますぎるんだよなぁ」

　ここまで上から言葉を言われると、さすがに俺でもカチンとくる。

　復ふく讐しゅうが近づいて気持ちが逸はやっている中、心配しているミナリスやシュリアの話を振られ、自分でも心に余裕がなくなっているのが分かる。

『やっぱりデマだよデマ。聞こえたか？　Ｅランクだってよ』『駆け出しもいいところじゃねぇか』『そ、そんなはずは……』『はんっ、やっぱりガセだよガセ、俺は騙だまされねぇぞ』

　そんな様子を見て、周りの冒険者も俺たちが撒まいた噂を疑い始める。

（勘違いされたまま出ていかれるのも困る）

「ハイハイハイハイ、ちょっと待ったちょっと待った。今日は無駄話を聞きに来たわけじゃない」

「まだこりてないのですか？　人の話は……」

　だから、頭の悪い馬鹿みたいなテンプレで話を遮ることにした。




　ガラゴッガッ、ゴロロッ、ゴトゴトゴトッ。




　キュッ、と逆さにしてひもを解ほどいた袋から零こぼれ落ちるのは、大量の魔物の素材。

　グレイトワイバーンの牙、レッサーファントムの外がい套とう、フライング・バイパーの翼膜、ポイズンビシャーラビットの毒棘、ペルソナー・ゴブリンの瞳、ウッディ・ベアの手のひら、ラミアの逆げき鱗りん、フレイム・レオの鬣たてがみ。

　山となって積み上がる魔物の討伐証明部位。

　そして、極めつけは属性竜を返り討ちにし続けたら出てきた、エンペラー・ドラゴンの額に埋め込まれていた宝玉。

　他の属性竜を殺した時と同様に、魔石も素材も残さずに消えてしまったが、なぜかその宝玉だけは残っていた。

「「「「………」」」」

　呆ぼう然ぜん、唖あ然ぜん、悄しょう然ぜん。

「さぁ、素材の売却を頼もうか」

　沈黙に落ちたその場に、俺の声はよく響いた。





　　　　☆






　私はギルドの受付嬢、ヨハンナ。

　ギルドに勤めてＸＸ年。

　結婚までの腰掛けのつもりが、そろそろベテランなんて言葉がちらつき始めて焦りが……。

　いやいやいや、大丈夫大丈夫大丈夫。私はまだ若い、私はまだ綺き麗れい、うん、よし。

　そんな私はその日、機嫌が悪かった。

　いや、その日だけでなく、ここ数日はギルドの仕事もやる気が出ない日が続いていた。

　だって……。

『あーだりぃ、最近取りこぼしが見つかんないせいで娼しょう館かんも行けなくてさぁ』『あー、だよなぁー。早いとこ上の連中も戻ってこねぇかなぁ』『軍の連中もピリピリしててうぜぇしなぁ』

（あぁ、まったくどいつもこいつも!!）

　受付のカウンターに座りながら聞こえてくるのは、向上心のかけらもない冒険者たちの声。

　高ランクの冒険者が荷物を圧迫させないために捨て置いた魔物の死体を漁あさることで、楽をしながらお金を稼いでいるような人間たち。

　この街で精力的に動いていた冒険者たちが、第二皇子のレオン様の招集依頼を受けて魔族との戦いに赴いて以来、この街にはあんなうだつの上がらない連中ばかりが残るようになってしまった。

（三十点、三十五点、二十点。あぁ、また私の春が遠のく……）

　ゲラゲラと笑っている冒険者に落第点をつけて、普段はかぶっていた猫をかぶるのもやめる。

　こんな奴らに媚こびを売っても何にも返ってこないし。

「はい、『ゴブリン討伐　十匹』、討伐部位の確認完了ですー。どーぞ、報奨金です」

「おいおい、ヨハンナちゃん、ツレない態度しないでくれよぉー。それよりさ、最近物騒だしさ、今夜ヨハンナちゃんの家に行ってあげようか？」

　私は頼りがいのある笑顔を浮かべているつもりらしい、いかにも将来性がなさそうな中年の冒険者を見る。どんなに都合よく見積もってあげたとしても、ナシね。

「冗談は顔だけにしてくださいねー？　ゴブリン討伐程度で時間を掛けすぎて日を跨ぐようじゃ私と釣り合いませんー。せめてＢランクになってから声を掛けてください、お帰りはあちらです。次の方どうぞー」

「ちぇっ、まぁいいや、安酒でもひっかけて寝るか」

（そこで装備を整えようとしないから、Ｄランクから抜け出せないんですよ、あなたたちは）

　肩をすくめて去っていく男を半眼で見送る。

（はぁ、もうＡランクとか、Ｂランク上位のイケメンなんて諦めて、いい感じの有望株を青田刈りするしかないですかねぇ）

　そんなことを考えながら受付に並ぶ見慣れた顔ぶれのしょぼい依頼をさばいていく。

「あら、あなたたちは……」

　そうしてやってきたのは、見覚えのある三人組の少年少女。

　『スコーン・ロード』というＤランクパーティーのリーダーと、まだ冒険者ではない二人の組み合わせの彼らは、三人とも少し珍しい黒一色の髪と目をしていた。

　彼らが少し前に初めてこの街のギルドを訪れた時、二人分の冒険者登録とダンジョンの入場許可証の発行をしたのは私で、悪い意味で私の頭に印象が残っていた。

　所属するパーティーランクか、個人ランクがＤに到達していればダンジョンへの入場許可証を出せることになっている。

　だから、規則では新規に登録した二人もパーティーに加えれば、三人はダンジョンの入場許可証を得ることができる。

『（ただねぇ、パーティーランクがＤ、メンバー三人中二人がＣランクで、リーダーの彼だけがＥランク……。きっと、元のパーティーから追い出されて、途中で素人を丸め込んでパーティーを組んだ口ね。パーティーの解散申請がされる前に、ダンジョンの入場申請だけ確保したいってところかしら）』

　彼らが来た時にそんな風に考えて、冒険者登録はともかくダンジョンの許可証を与えるのは嫌だった。

　才能の違いからランクが低い時に組んだ冒険者パーティーで実力の格差ができることはままある。

　そうして放り出された才能のない冒険者の中には、現実を認められずに、自分がいたパーティーと同様の生活レベルで居続けようする人間もいる。

　当然、身の丈に合っていない生活はお金が掛かるし、その手の人間に限って宵越しの金を持たなかったりする。

　そして、ダンジョンで稀まれに出るお宝を夢に見て、時には周りを巻き込んで破滅したりするのだ。

（まぁでも、思ったよりも馬鹿じゃなかったってことかしら。見たところ大きな怪我もせずにいるようだし、ダンジョンもあまり奥には行かずに見学だけにしたみたいね。半月も何をやっていたのかは分からないけど……、思ったよりも目はあるのかしら）

　才能なしの烙らく印いんを押されてパーティーを放り出された人間の中には、それでも挫くじけずに努力を重ねて大成した人間もいる。

　環境が悪くて評価されていなかっただけの冒険者や、ある日突然才能を開花させた冒険者の例もないわけじゃない。

「あぁ、依頼の受注に来たんですね？　それにしてもよく生きていましたね」

　私は釘くぎを刺すことは忘れないようにしながら、内心でパーティーリーダーの彼の評価を上げた。

　自分の力量を認められない愚か者かと思ったけれど、そういうわけでもなかったのかもしれない。

（とはいえ……、新しく選んだパーティーメンバーもまだ青そうだし、リーダーの彼には必死さが感じられないし、結局はダメそうね）

　澄ました顔をした女の子が舌打ちをしたことと、リーダーの彼の様子を見てそう思う。

　もう一人のメンバーも、どうにも押しが弱いタイプに見えるし、パーティーとして大成することはなさそうに見える。

「それで？　身の丈に合わないダンジョンアタックは諦めましたか？　その様子だと大きな怪我もないようで運がよかったですね。まずは地道に本当の実力をつけることです」

（あーぁ、魔族との戦争なんてとっとと終わんないかしら。私の婚活戦線に被害が甚大なのよ）

　ペラペラと回る口とは裏腹に、心の中は憂鬱なため息に満たされていた。

「無謀は冒険者の特権なんて言えるのは生きている間だけで……」

（この前受付に入ってきた娘は迷惑を掛けるだけ掛けて、幼なじみの職人と結婚退職するし、どころかあのお局つぼね嬢まで軍人のお相手を見つけてついに私が最年長……、あぁ、もうっ、どうしてこうなったのよっ!!）

　内心のイライラ具合と合わせるようにして口もどんどん回る。

　口にしている小言はもう言い慣れて、意識を他に回していても滑らかに言葉になる。うるさく聞こえるのは重々承知してるけど、間違ったことを言ってるわけでもない。

　私もすっきりするし、と思っていると、それを遮る声が入った。

「ハイハイハイハイ、ちょっと待ったちょっと待った。今日は無駄話を聞きに来たわけじゃない」

　ヤレヤレとばかりの口調で私のお説教に割り込んだ声に、私は再びため息をついた。

「まだこりてないのですか？　人の話は……」

　まったく、これだから低ランク冒険、者、は……。




　ガラゴッガッ、ゴロロッ、ゴトゴトゴトッ。




「「「「………」」」」

　パチクリと自分の瞬まばたきの音が聞こえたような気がした。

　リーダーの彼が逆さにした袋から、ゴトゴトと零れ落ちていく魔物の素材。

（え、え？　何なのこの素材……？）

　詳しく見るまでもなく、上位に位置するだろう魔物の素材は、明らかに街の周辺で発見される生態系から外れたもの。

　ダンジョン産の、魔物の素材。

「さぁ、素材の売却を頼もうか」

　その言葉で私の内心は忘我から一気に混乱へと立ち戻る。

「しょ、少々お待ちください」

　慌てて素材の品質チェックシートを手元に引き寄せて、素材の種類と品質でランク分けしながら価格を計算していく。

（グレイトワイバーンの牙、品質ランクＡ。レッサーファントムの外套、品質ランクＳ。フライング・バイパーの翼膜、品質ランクＳ。ポイズンビシャーラビットの毒棘、品質ランクＡ。ペルソナー・ゴブリンの瞳、品質ランクＡ。ウッディ・ベアの手のひら、品質ランクＳ。ラミアの逆鱗、品質ランクＳＳ。フレイム・レオの鬣、品質ランクＡ。……、う、嘘うそでしょう？）

　広めの受付テーブルに積み上がった魔物の素材は、今は街にいない上位冒険者たちが集めてくるようなランクのもの。

　いま酒場でくだを巻いている連中じゃあ、命懸けで戦って一つでも手に入れられるかどうか、なんていう代物。

（いえ、それ以前にこんなに高品質な素材、一年のうちに何回出るか……、それ以前に、うちのトップレベルの冒険者パーティーだって一度にこんなにたくさん持ち込むことなんてないわよっ!?）

　手にする素材はどれも一級の品質だった。

　それが一度にこれだけの数集まるなんて、幻でも見てるみたいだった。

（そういえば、馬鹿みたいな噂が……）

　彼らがギルドに来てから数日後に、ある噂が広まった。

　『賽さい振りの軍ぐん勢ぜい闘とう技ぎ場じょう』の奥で、たった一人で修羅のように魔物と連戦しまくっている冒険者がいるらしい、という噂。

　聞いた瞬間、何を馬鹿なことを言ってるんですか、とクエストの報告に来ていた冒険者たちを一蹴した。

　ダンジョンで一度に出現する魔物数は、最低でも三匹以上。大体の場合が五匹から二十匹の群れとして出現する。しかも、数が少なければ少ないほど一個体あたりの強さが増す。

　そんなダンジョンで一人で戦い続けるなんてありえない。

（だけど……、いやそんな、噂が本当だったっていうの？）

　噂の人物は男だったり女だったり、美少女だったり獣人だったり、果ては魔族だなんて話まであった。

　いつもの馬鹿どもの与よ太た話ばなしのように、あっちこっちに話が飛んでいたし、信しん憑ぴょう性せいの欠片かけらもないと判断していた。そして何より、もう一つ、それらの噂よりも鮮烈に広がっている噂。

　ドラゴンの虐殺者。

　そんな何の捻ひねりもないシンプルな二つ名で呼ばれるようになった冒険者がいるという噂。

　その人物は『賽振りの軍勢闘技場』の壁に登り、聞いたこともないような大魔法を使って迫りくる竜種を消し飛ばす、剣士姿の男。

　大魔法なのに剣士姿ということ以上に、ドラゴンの群れを相手に戦えるのなんてもう、英雄譚たんの登場人物ぐらいのものだろうと思った。

　勇者や大賢者といった英雄たち。

　いや、そんな人物でも、ドラゴンの群れを相手に連戦することも、ましてや蹂じゅう躙りんするように圧倒することまではできたなんて思えない。

　けれど……。

「………ゴクッ」

　そして、持ち込まれた素材の最後の一つ。

　黄金の淡い光を放つ魔石に似た宝玉。

　これだけは、私も直接見たことがない。けれど、これが竜の素材だということだけは分かる。

　完璧な球体の中央に浮かぶ特徴的な文様が、それが『竜眼』と呼ばれるものだと示していた。

（竜眼なんて、ギルドの資料でしか見たことない……）

　竜とは区別されて知性を持つに至った龍や、一部の上位種の竜たちが稀に額に持つ力の証。

（その上、これほどの大きさ……。二百年以上前に当時の勇者が献上したカイザー・ドラゴンの竜眼並みの大きさよね？　も、もしそうならこんなの一ギルドで引き受けられるような案件じゃ……）

　もし彼が単独でこれを刈り取ってきたというのなら、世界に二十人といないＳランク級の人材ということになる。

（もちろん、冒険者ランクは戦闘力だけで測るわけじゃないけれど……）

「……申し訳ありません、この素材に関しては別室でお待ちいただけないでしょうか。ギルドマスターを呼んでまいりますので」

　迷った挙句、私はそう告げた。

　さすがにタダの受付嬢の私じゃ、このクラスの品について判断は下せない。

「あぁ、分かった」

　特に抵抗することもなく、彼は頷うなずいてくれた。

（そして、それから……っ!!）

　バチンッと自分の中でスイッチが入ったのが分かった。

　そう、婚活戦争へと向かうスイッチが！

「それから、これまでの非礼をお詫わびします。冒険者様」

　私は深く頭を下げる。パーティーの男二人のどちらを狙うにしても、まずは悪印象を払ふっ拭しょくしないといけない。

（あーもうっ、しくじったぁ！　でもまだ、まだよっ、マイナスからだって私は逆転してみせる!!）

「私の見識不足により、大変失礼な態度をとってしまいました。謝罪させていただきます」

「あー、まぁ、いいですよ。言ってること自体はおかしいこともなかったし、特別強い悪意も感じなかったので、一度目は許しますよ」

「寛容なご配慮、ありがとうございます」

（くぅっ、やっぱり最初の態度が痛かったかぁ～……）

　引きつりそうな顔をなんとか抑える。

「それではご案内しますので、こちらへどうぞ」

　三人の冒険者を連れ、客人用の部屋へと案内する。

「さぁ、こちらです。中で少々お待ちください」

　ここからどうやって挽回しようかと考えながら、外開きの扉を引いた。

（そうね、まずは謝罪の名目で食事に誘って）

「ひぎっ!?」

　急に足先に走った痛みに思わず声をあげる。

「あ、ごめんなさい。でも、わざとじゃないんですよ？」

「ひっ!?」

　ずっと冷たい目でこちらを見続けていた少女は、先程以上に冷たい氷の目を向けてくる。

　口先だけのまったく悪びれた様子のない謝罪に、背筋が凍るような気がした。

「まぁでも……、兄様に集たかろうとする虫ならもっと積極的に踏み潰つぶしに行きますよ？」

「っ」

　囁ささやくようにそう言い残して、少女は部屋の中に入っていく。

（……やっぱり私、結婚できない運命なのかしら）

　ちょっぴり泣きそうになったのは、誰にも言えない秘密だ。





　　　　☆






　受付から連れられて訪れた部屋は、貴族などの賓客を招くために作られたらしく、基本的には荒くれ者の巣窟であるはずの建物の一室にしてはやけに小綺麗だった。

　淡く魔力を帯びた質のいいファンタジー植物のテーブルや椅子、鮮やかな水色の木材で出来た女神の彫刻には『浄化』の付与がされているようだ。

　天井が高く、広いこの部屋に合わせ、なかなか強い付与がされている。

　ルーナリスを主神として清貧を教義とするルナリア法国と、大精霊ルナを信仰するギルムス獣国のどちらにも配慮された内装だった。

　日本人的な感性からすると、王国が好むような貴金属類での装飾などよりずっと好ましい。

「まるで物語の登場人物みたいでしたね、兄様」

「いやぁ、立派なチンピラっぷりだったね、バイトで対応した嫌な客みたいだった」

　若干軽い調子で話す二人を俺はジト目で見返す。

「……お前ら、実は修行のこと根に持ってたりする？」

　時と場合にもよるが、荒くれ者の縄張りでお行儀よくしていても新参者にいいことはない。

　必要ならああいう態度をとるのに抵抗はなかったが、この世界に来る前の俺を知っている二人から言われるとどうにも居心地が悪い。悪いが……。

「でもまぁ、お前らの言う通り、今の俺はもう、ただのチンピラだよ」

　一度記憶を失った後だからこそ、自分の精神性の変化もよく分かる。

　敵対した相手や気に食わない相手、それが必要だと思った相手に対して、ためらいなくいろいろなことができる人間はチンピラと言ってかまわないだろう。

「いや、チンピラというよりももう化け物の類たぐいかな」

　この世界的にも、そっちの方が正しく当てはまるだろう。

　これだけの力を、自分の欲望のままに振るうと決めているのだから。

「兄様、それは……っ」

「海かい人と、ちょっと……」

「っと、二人ともそこまでだ。打ち合わせの時間だ」

　会話を続けようとした二人を遮って黙らせる。

　二人はなおも何かを言いつのろうとしていたが、事前の打ち合わせ通り、交渉の段になったらひとまず口を出さずに黙っていてもらうことになっていた。

　なにせ、最終的には恫どう喝かつ合戦になる裏での交渉とは違うのだ。これからの交渉で、レオンの懐へと潜り込んでいかないといけないのだ。

　そのことを考えれば、できるだけ話は穏便に進めたい。いや、必ずしも穏便に進める必要はないが、わざわざどうでもいい相手と起こさなくていい対立を起こすような余裕はない。

「お待たせしたの。冒険者カイト殿、マイ殿、ユウト殿」

　キッ、と軽い音を立てて開いた扉から入ってきたのは、老齢の巨大なクジラの獣人だった。

　顔の半分より上はクジラの肌色と同様の濃い青、たっぷりとした白の口髭と、ぎょろりとした大きな目。老人なのだろうが、それに反した強烈な覇気と、三メートル近い巨きょ躯くはそれだけで威圧感を放っている。

　悠斗と舞がその姿に驚いたらしい気配を感じる。確かにクジラの獣人は珍しいし、ここまで人間離れした特徴が出ているのもあまり見かけない。

　女と比べ、男の獣人は動物的な特徴が出やすいらしいが、コイツはその中でも飛び切りだろう。

（そうだな、初めて見た時は俺も驚いたもんだったな……）

　だがまぁ……。

「……ぁぁ、そう、お前はどうなんだろうなぁ」

　零れるように、小さくぽつりと、言葉を落とす。

　一度目の時、妖精女王を匿かくまっていたらしいレオン。

　そのレオンは、『妖精女王の呪毒』を使っていた。

　その名の通り、それは普通の毒ではない。

　妖精女王しか作れず、作成してから半月と効果がもたないが、代わりに俺の耐性を貫くだけの力を有している。

　作成に使用するのは、怨えん嗟さと絶望の果てに自ら死を望んだ五十人の人間の心臓だ。

　そして、取り逃がしたとはいえ、深手を負わせた妖精女王が傷を癒すのに、この地以上に適した場所はない。

　俺自身、妖精の件を片付けたら、すぐに他の地へ戦いに赴くことになったし、混乱を招くからと妖精の正体については広めずにいた。そうなれば、この地に奴らを脅かす存在は少ない。

　……だから、おそらく、俺に使われた呪毒はこの地で新たに作られた可能性が高い。

（もし、妖精女王がこの地で匿われていたのなら……）

　妖精は人間の感情を喰くらい、力を得る。

　呪毒の作成と、回復するために必要な人間。

　いくら戦争の真っ最中だったとはいえ、多くの人間が一度に姿を消して、それが公に広まらないなんてことはあり得ない。

　誰かが用意したのだ、その材料を。

　消えてもいいと他人を格付けした誰かが。

　消えた誰かを、その理由を歪ゆがめた誰かが。

（お前なのか？　なぁ、ヴァレリア）

　まるで地面を這はう火のようにボォッ、と青白く噴き出した炎。

「ん？　どうかされたかな？」

「いや、獣人としてもなかなか見ないほどの立派な体格をされているから、少し驚いただけですよ」

　しかし、そう言って俺は手のひらでその火を押し潰すようにして抑え込む。

　それはダメだ、こいつがやったと、まだ分かったわけじゃない。

　だから、疑念に湧き上がる炎は、心の内で消し潰す。

　だが、もしお前が妖精女王と繋つながっていたなら……。

「ほっほっほっ、これでも去年よりも背は縮んだんだがの。儂わしはギルドマスターのヴァレリアじゃの、よろしく頼むの」

　適当なことをほざいて、老人は俺たちが座るテーブルの前に腰を下ろした。

「それでなんじゃがの、早速本題に入らせていただきたいんじゃがの。この『竜眼』はどうやって手に入れたのかの」

「ダンジョンの塀の上で出てくる竜を叩たたき潰してたら、ボスっぽい龍が出てきてドロップした。悪いが、それ以上の情報はないぞ」

「……説明自体は簡潔じゃが、それ以上に信じられぬほどのめちゃくちゃな話じゃの。まぁ、噂は聞いとったし、物がここにある以上は詮無きことかの」

　それよりと、ヴァレリアは話を続ける。

「この竜眼についてじゃが、ギルドに卸してくれるということでいいのかの？」

「あぁ、もちろん、そのつもりがなきゃこの場に持ってきたりはしない」

「おお、助かるのっ。もちろん査定に色は……」

「いや、金は要らない。だから俺たちのランクを上げてくれ」

「ほ？　そりゃまぁ、これだけの素材を納品してくれたんじゃからの、条件抜きでＢランクまで上げることぐらいは……」

「足りないな」

「……Ａランクをお望みかの？　まぁ、多少の根回しは必要になるが」

「だから、足りねぇって」

　俺はヴァレリアが告げたランクをバッサリと切り捨てる。

「欲しいランクはＳランクだ。それより下は欲しくないし、あまり時間も掛けたくはない」

「坊や、いくらなんでもそれは無理ってもんじゃのぉ」

「何を言ってる。あんたならできるだろ」

　ヴァレリアがむぅ、と唸うなる。

「すまんが、確約は無理なんじゃの。Ａランクまでなら複数のギルドだけの裁量での判断になるんじゃがの。じゃが、それ以上はいずれかの王家の信認が必要になってくるんじゃの。じゃから」

「だから、できるだろう？　この国の王家、レオン皇子と懇意にしてるあんたなら」

「……ほうほう」

「「っ!!」」

　レオンの名を出した途端、ガラッとヴァレリアの空気が変わる。軽い威圧に背後で悠斗と舞の二人が息をのんだのが分かった。

　だから、俺はその威圧を叩き潰すように、黒い殺気を叩きつける。

「っ、ぅぐ」

「邪魔くさいから威圧すんな。敵対されてるみたいで、つい、お返ししたくなっちまうだろ？」

「……っ、やれやれ、こりゃ、エースどころか、ジョーカーを引いてしまったみたいじゃの。ソレは少々、老骨には堪こたえるんじゃの」

「それで、返答は？」

「やるだけやってみるかの。それでも、どうしても多少は時間が掛かるんじゃの」

　ふぅう、と諦めたように吐かれた息に、俺は威圧を解いた。

　Ｓランク以上の冒険者は戦場にて独立した指揮系統で動け、待遇も将軍に準ずるものになる。

　これで堂々とレオンに近づくことができる。

「あぁ、よかった」

　心の内で押さえつけた火が、手の隙すき間まから噴き上がり、その火の先が黒く染まるのを感じながら。

　俺はそう言った。







　そしてその日、戻った宿で俺は一つ息をついた。

「あぁ、そうか。これで確定か」

　目を落としたステータス表記には、あの頃には疑いもしなかった裏切りの印が刻まれていた。

[image: ]





　　　　☆






『今日は自由行動日にする』

　ギルドに向かった翌日、朝食の場で兄様はそう言いました。

　脅迫気味の強引な話し合いの後、私たちは少しだけ余裕ができました。

　どこの世界もお役所のお仕事というのは時間が掛かるもののようで、根回しも含めて二週間ほど待機することで話がまとまったからです。

　兄様の予想ではそこまで時間は掛からないらしいですが、それでも数日は反応を待つことになるそうです。

　この先、張り詰め通しになるかもしれないから、自由に休息を取ってリフレッシュしてくるといいという話でした。

「そうだなぁ、僕は本屋を回ろうかな。魔物の図鑑とか……、あと、この世界ならではの童話とか探してみたいかな。お金もこれだけあるし」

　ガサリと大量の金貨がこすれる音がする。

（童話……、そういえば、悠斗さんの彼女さんの趣味でしたね……）

　ふと、悠斗さんから聞こえる嗚咽おえつのような風の香り。

　アスファルトの焼けるにおいと、夜の森のにおいが混じったような、痛みの香り。

　この世界で能力を高めるうちに身についた、風を媒介にした嗅覚の共感能力。

「おう、古本屋の本は運が悪いと虫が湧いてるから気をつけろよ。肝心な部分だけが穴あきになって眠れない夜を過ごす羽目になるぞ」

「ははは、それはごめんこうむりたいかな」

　悠斗さんはそんな苦笑いを浮かべると、朝食の後に街へと出ていきました。

「……さて、兄様。兄様も今日は特にやることはないのですよね？」

　この世界に来て初めてのお休みです。そう考えると、なかなかに黒い感じの日々でした。

　身の安全を確保するためにはこの世界で戦えるようになることは急務だと分かっています。とはいえ、これはあれです、兄様には埋め合わせをしてもらう必要がありますよね？

「ん？　そうだな、今日はベッドで一日ゴロゴロするつもりかな。俺もダンジョン籠ごもりで疲れたし」

　ふぁあ、と大きなあくびをして、食器を置いた兄様。

　最近の乱暴な兄様も嫌いじゃありませんけど、こういう昔のようなだらしなさもちょっと可愛かわいいです。

「とりあえず、二度寝だな。舞も今日はゆっくり休めよ」

「はい、兄様」

　眠たげな様子で立ち上がった兄様。

　そのまま借り受けている自分の部屋に戻っていくのを見送って、私は少しだけのんびりとお茶を飲んでいました。

　タイミングを見計らわないと失敗してしまいます。

（とはいえ、図らずも二人きり……、このような好機、逃す手はありません）

　ぼんやりとしながら時間が過ぎるのを待ち、兄様がいる部屋へと向かう。

　兄様が部屋へと戻ってそろそろ二十分。ベッドに入った兄様がいい感じにまどろみ始めて、判断力が落ちる頃です。

　そっと部屋の中に入ると、この世界の服のボタンをひとつ外して胸元を緩める。

「……んっ……」

　この世界の記憶を取り戻した兄様は、とても気配に敏感になりました。

　ぼんやりとした様子なのに、部屋に人が入ってきたことにも気が付いてるようです。ですが、入ってきたのが私だと分かっているようで、そのまま規則正しい息の音が聞こえます。

「それじゃあ兄様、失礼しますね？」

　そして有無を言わさずに兄様のベッドへと背中側から潜り込みました。

「ん？　おい、舞」

「ふぁ、おやすみなさい……、兄様……」

　少しだけ慌てたような兄様を無視して寝たふりを開始する。

　この時、兄様の背中をキュッと掴つかむのも忘れません。

「……ったく、はぁ」

　あまいあまい兄様は、諦めたように目を閉じました。

　完璧です、素敵な予想通りです。

　もしかしたら、今の兄様には拒否されてしまうかもしれないと思っていました。泣く準備までしていた私が考えすぎでした。

　以前と変わらず、兄様は舞を受け入れてくれました。やっぱり兄様は私の兄様です。

（そうです、兄様は、私の兄様なんです）

　私のものです。何があっても、誰と出会っても、私の兄様です。

　ずっと離れず、兄様は舞のそばにいるんです。

　だから私は、兄様が遠くに行く夢を見て跳ね起きることなんてないんです。

（兄様、兄様、兄様、兄様っ）

　私は絶対もう、大切な兄様から離れたりしません。

　絶対、絶対に……。




「……絶対に、舞と一緒にいるんです……」




　兄様の匂いを感じながら、それでもその背を離さずに目を閉じました。





　　　　☆






「……なるほど、この世界だと、吸血鬼とヴァンパイアは別物なんだ」

　ぺらりぺらりとザラつく分厚い羊皮紙のページをめくっていく。

　手にしているのは『最も死から遠き魔物たち』という題名の古めかしい本。

　僕が手にした『吸きゅう魔ま顕けん魔ま』という力は、魔物の力を取り込む力。

　魔物についても知っておいて損はないと思ったし、題名の通りの強力な魔物なら、いつか力を手にしておきたい。

　実際、開いた本には強力な魔物の情報が載っていた。

　知らない文字を普通に読んでいる感覚は今でも不思議だけれど、とても便利だ。

　これが元の世界でもあれば……。

「いや、いらないよね、こんな能力」

　童話を集めるのが趣味だった詩し織おり姉ねぇは、趣味が高じて海外からも本を取り寄せるようになっていた。

　そのために英語の他、中国語、ヒンディー語、スペイン語、ポルトガル語、ロシア語の書籍まで読めるようになるほどの筋金の入りようだった。見たこともない文字に悪戦苦闘した日々を思い出す。

　だからこそ、もし、こんな風に知らない言語を読める力が元の世界でもあったならなんて考えて、僕は首を振った。

　分からない文字を辞書を片手に二人で読み進めた毎日は、それだけで幸せだったと思うからだ。

「…………」

　ずらりと本の並ぶ一角を眺める。

『すごいっ！　異世界の本がいっぱいね、悠斗！』

　そんな声がどこからか聞こえてくるような気がする。

　そう言ってはしゃいでいる詩織姉の姿だって鮮明に思い浮かべることができるのに。




　なのに、彼女はここにいない。

　もう僕には、彼女の笑顔を見ることもできない。

　どうして？　どうしてなんだ？

　どうしてどうしてどうしてどうして、僕は、僕は、僕は……っ！




「……ふがっ、ぉおお、いかん、いかん。また婆ばあさんにどやされる……」

　と、来店した時からずっと舟をこいでいた古本屋の店主らしきネズミ顔の獣人の声で我に返る。

　動物の方の血が強く出ているようで年齢は分かりにくかったけど、どうやらそれなりに年を取っているらしい。

「ん？　お客さんかい？　立ち読みはほどほどにしておくれよ」

　何度か目のあたりをこするような仕草をした後、小さく鼻を鳴らしてそう言った。

「……あぁ、すみません」

　軽く微笑ほほえんで、本を閉じる。

「この本と、それからそことそこの本を売ってください」

「んん？　おお、買ってくれるなら問題ないよ」

　購入を告げたら態度が一転、朗らかなものになった。

「お代はこれですね」

「はい、ちょうだ……、おおっと」

　取り出した五枚の硬貨を店主は取りこぼし、硬貨が軽い音を立てて床に転がり落ちる。

「それじゃ、本はもらっていきますよ」

「んっ、おお、ごひいきにどーもー」

　チラッと這いつくばった店主を見下ろし、店を出た。

「あぁ……」

　ギラリと刺すような強い日差しが肌を焼き、乾きすぎた風がその焼けた肌を削っていくような気がする。

『アハハハハッ、本当に？』『安いよ安いよっ、奥さんっ、今日の夕飯は旦那さんに精のつくこのガラシャガエルの肉はどうだい？』『王国の勇者の話、聞いたか？　すげぇよなぁ、魔族の軍を一人で壊滅させたって』『おーいっ、追加で酒もう一杯っ!!』

　まるで耳鳴りのような、化け物たちの声。

　ザッ、ザッ、と意識して強めに足を踏みしめないと、この不確かな世界に食い潰されてしまうような気がする。

「本当に、こんな世界なんて……」

　こんな、詩織姉の命を食い物にした世界なんて。




　みんな全部、滅んでしまえばいいのに。




「やっぱり、ここだけは理解できないよ海人。誰も彼も殺してしまった方がいいのに」

　周りの黒影の生き物たちが、僕の大切な人たちを踏みつけながら楽しそうに談笑している姿にしか見えなかった。

「詩織姉を犠牲にした世界の住人なんか……っ、どいつもこいつも、死んでしまえ」

　その全てが耐えがたく、僕は逃げるように人ひと気けを避けて道を曲がった。

　まだダンジョンの中で戦っていた方が、僕にとっては気が楽だった。

　どうしても、口から零れていく呪じゅ詛そを、僕は止められなかった。

　だからきっと、そこが僕の分岐点だった。

「っとと」

「んおっト」

　ドンッ、とぶつかった衝撃に僕はたたらを踏んだ。

　ぶつかった相手の方も、倒れることもなく踏みとどまっていた。

「あぁ、すみません」

　見上げると、そこには灰色のローブを纏まとった色白の男が立っていた。

（……エルフ……、初めて見たな）

　ヒョロリとした体たい躯くに、フードの奥に覗のぞくとがった耳。

　金とも灰とも白ともつかない、不思議な色合いの目がどことなく不気味だった。

「んン？　ふんふん、こいつはまた、女神さまのお導きかねェ？」

　ねっとりと鼓膜に張りつくような、若い男の少し高めの声。

　その声は、どうしてか理由を考えるよりも先に不吉に耳に響く。

　胡う散さん臭くさいという言葉を、そのままその身で体現しているような男だった。

「なァ、兄さん、よかったらちょっと話を聞いていかないカ？」

「……いえ、用事があるので。怪我もないようですし、失礼します」

「まぁまぁまぁまぁ、待ちなって兄さン」

（っ、こいつッ）

　立ち去ろうした僕の腕を男の手が掴んだ。

　その瞬間、ゾワリと背筋が粟あわ立つ。どうしてかその手は、まるで死人の骨に直接触れているような感覚がした。

　頭の奥で本能的に鳴り響く警鐘。

「離……っ!!」

　けれど……。




「なぁ、兄さん。誰か取り戻したい相手がいるんじゃないカ？」




「っ!!」

　その言葉を聞き、思わず動きが止まる。

　聞いてはダメだと、自分の中の何かが必死に声をあげる。

　だけど、その声すらもあざ笑うように、絡めとるように。

「いいネェ、いいネェ、素直だねェ！」

「だったらどうしたって……」




「俺がそいつを取り戻してやるって言ったら、どうすル？」




　その男は、悪魔のように笑って、そう囁いた。






間章　××××××××






「×××、エラー、消息不明。消息不明。消息不明」

「前回神魔力の存在の感知位置の周辺に痕跡なし。疑似神域内に撤退、あるいは、下界生命体内にて潜伏の可能性あり」

「下界端末ナンバー六九六三による来訪者ナンバー五三八の次元間移送時の介入記録より、対象の行動目的の本質を策定……、不明、確定不能。行動の第一目標はナンバー五三八の保護が目的と推測される。しかし、それによるその後の介入行動はなく、真意はどこにあるか」

「来訪者ナンバー五三八の自発的次元間移送中に、次元座標Ｎ89Ｂ[image: ]ＳＪ[image: ]の神より再干渉の痕跡あり。過去に類似の事例なし。生成世界に帰還した個体の再転位、他世界にて類似の事象は多数あり。参考となる情報開示請求……、棄却。開示拒否」

　白、白、白、白。

　鈴を転がすような声という表現があるが、それにふさわしい透き通りきった声音が響く。

　何一つ物がない距離感のあやふやな白の空間で、その中心にただ一人、その女は座っていた。

　いや、一人というのは正確ではなかった。

　周囲で浮遊するように何匹かの妖精たちが侍はべっている。そして、女と妖精の口からは感情のこもらない平へい坦たんな声が互いを無視しているかのように重なり合う。

　まるで声ではなく、機械が鳴らす音のようだった。口から零こぼれる声が全て同じ声だったことも、その不気味ともいえる無機質さに拍車を掛けていた。

「来訪者ナンバー五三八の特異性について早期対応案件として認定。時点座標の巻き戻しによるリソースの解放から低位とした優先度を、再度のリソースの収集率と合わせ、高位として再設定する」

「来訪者ナンバー五三八の行動予測。合理性の欠如を下界生命体による能力の不足と断定し、行動ログによる策定、優先度低位の特異下界生命体二体の消去を旨とし、行動するものと思われる」

「遺物除去シナリオを再度修正。下界端末ナンバーＥ五七を用い、来訪者ナンバー五三八を戦場より隔離、下界降臨用シークエンスから不確定要素の除去を提案、承認」

「下界端末ナンバー六九六五による下界降臨用シークエンスの進行度、現在五十八パーセント」

「進行度に若干の遅延あり、同調率の低い代替品のため、能力に不足アリと予測される」

「計画の推進を促すため、下界端末ナンバーＥ五七を通じ、下界端末ナンバー六九六三へと加護結晶を譲渡。世界樹の種の普及を早めさせる」

　頭の両側に髪をまとめたお団子にしてなお、床に長く広がる長髪。

　整いすぎていると言えるほど整った容姿に、感情の浮かばない人形のような表情。

　ゆったりとした神官服に似た服は、シンプルながら荘厳な神聖さを合わせ持っていた。

　だが、特筆すべき点はいくらでもあるのに、ただ一つの印象がその女の全てを塗り潰つぶしていた。

「降臨時までに対象の痕跡が自然消去される可能性、極小。意図的な痕跡削除が行われようとした場合の緊急降臨シークエンスはスタンバイモードで起動中」

「余剰エネルギーを感知の強化へと流用、神魔力の感知と緊急降臨時の接続誤差は一ポイント未満。同様の事象が発生した場合、現地神・ルナの捕縛率は七十三パーセント」

　それは、白。

　圧倒的なまでの、白さ。

　髪も目も肌も服の色も全てが白。周囲を漂う妖精たちも、白。

　空間そのものが白であるのに、いや、空間そのものの白すらその女から移ってしまったかのような、全ての色を忘れてしまったかのような強烈な白の色。

　色みだけではなく、一転の穢けがれも許さないと言わんばかりの白。

「獲得できていない世界権限の取得に際する地球の神からの妨害を予測。来訪者ナンバー五三八によるイレギュラー以外による介入は神の盟約により不能。新規の介入の可能性は否定される」

「地球の神の介入による計画の遅延工程数は八十九万七千五百六十一」

「やはり、現地神の排除による、地球の神からの影響への対抗手段の拡充は必須である」

「引き続き、工程遂行のための調整を続けます」

「神格を、神格を、神格を」

「正しき神の務めを満たすために」

　何もないその空間で、そのただ白いだけの声が響き渡る。





　　　　☆






「よウ、久しぶりだナ、お姫さマ」

　末尾だけが安定しないイントネーションの言葉が響いたのは、オロルレア王国とルナリア法国との国境付近。王国側の領内にある砦とりでの作戦室だった。

「「「…………」」」

「現在の戦況は……」「援軍の編成にはあと数日掛かる」「一時戦線を引き下げ、一刻も早く残った少数の国民全てに種による変革を……」「それでは間に合わない。訓練を受けていない一般人に種を与えたところで、ほとんどが木で偶くになる」

　何の前触れもなく現れたエンディミアに対し、兵士たちは驚く様子もなく、手にした槍やりを相手に向けた。机に地図を広げて魔族との戦争に対する作戦を話し合っていた将校たちもまた、何もなかったかのように話を続ける。

　自分に与えられた役目をただただ忠実に、愚直に実行し続ける。

　その場にいる誰もがとる躊躇ためらいのない動きは、まるで決められたプログラム通りに動くロボットのようだった。

　ただ二人、エンディミアと、その少女を除いては。

「エンディミアですか。相変わらず、無粋な現れ方ですね」

　王女・アレシアはいつもと同じ灰色のローブを着たハイエルフの男を冷たい眼差しで見た。

　戦場近くでも変わらずドレス姿のアレシアは、顔まで隠れる立派な金属鎧よろいを着た人物と並んで柔らかなソファに座っている。

「まぁまぁ、いいじゃないノ。お姫さまと俺の仲じゃないカ？」

「………何を言っても無駄なのでしょうね。それで、今度はいつ消えてくれるのですか。急用とやらはもう終わったのですか」

「ツレナイねェ」

　おどけるエンディミアと、氷のようなアレシア。

「でも、確かにあんまりのんびりもしてらんないのヨ。我らが神は人使いが荒くてねェ」

「なら、早く用件を済ませればいいでしょう」

「アハハッ、そう焦らないことダ。女神様からのお届け物だヨ」

　エンディミアがアレシアに手渡したのは透明なガラス玉のような何かだった。

　ソフトボール程度の大きさの球の中央には、薄く白い光を纏まとう純白の羽が埋め込まれていた。

「これは……？」

「『加護結晶』、法国にある『神聖結晶』と同じものだヨ」

「『神聖結晶』と？　では、これは大精霊様、いえ、ルーナリス様の魔力が込められたものということですか？」

「その通リ。これを使えば、世界樹の種の生産速度は大きく上がるわけヨ。それを使って計画を早く進めてくれってサ」

「ふむ、何か状況が変わりましたか？」

「イレギュラーがまたこの世界に帰ってきたんだとサ」

「イレギュラー……、あぁ、あの元勇者ですか」

　アレシアは興味もなさそうに返事をした。

「そうそう、おかげでこっちはキリキリ舞いで働いてるってありさまなのサ。それにしても、アンタも随分と変わったネ。最初はあんなに元勇者にご執心だったのにネ」

「別に、あんな化け物にもう興味はありません。だって……」

　アレシアは本心からの笑みを浮かべて隣に座る鎧へと手を這はわせる。

「今のワタクシにはラムネシア姉さまがいるのですから」

　幸せそうな、本当に幸せそうな蕩とろける笑み。

「……はいはい、まぁ、その結晶はその人形の調律にも役立、おおっト」

　どこからともなく呼び出された鉄の茨いばらがエンディミアへと襲いかかり、それをエンディミアの魔力の剣が弾はじいた。

「人形？　ラムネシア姉さまを侮辱するような発言をするようでしたら、今度は本気で分解しますわよ」

「おお、怖い怖イ、悪かった悪かっタ、そいつは大事な大事なラムネシア姉さまなんだもんナ」

「えぇ、その通りですよ。ウフフ」

　剣けん呑のんな空気はふっと溶けるように霧散し、再びアレシアに柔らかな笑顔が戻る。

「ヤレヤレ。本当、魔力の支配だけは一級品になったもんだネ。共感の素質がずば抜けて高かった君の姉とは正反対だね、ある意味お似合いダ」

　サラサラと砂とも塵ちりともつかない何かになって消えていく手元の剣を見ながら、エンディミアは笑った。

「当たり前です、ラムネシア姉さまと私は最高の姉妹ですから」

「さて、それじゃあ俺は次の任地へあれよあれよっト。フフーンフーン」

　エンディミアは最後に人を喰くったような笑みを浮かべ、転移の光とともに消えていった。







「…………あはっ、あははっ、アハハハハハッ!!」

　エンディミアが消えた後、ワタクシは笑いを堪こらえきれずに声をあげた。

「どうにかして手に入れないといけないと思っていた代物が、こうも簡単に転がり込んでくるなんて……ウフフフッ」

　エンディミアが置いていった『加護結晶』なるものを見る。

「これで、必要な全てが揃そろった。あぁ、やはり、これで、ワタクシは、ワタクシたちは……」

「……」

「もう少し、もう少しです、姉さま。ワタクシが必ず」




　……姉さまを、蘇よみがえらせてみせますから。














「あぁーあ、気が付いてる節もないし、そろそろこのゲームも終わりかぁ。まぁでも、いい感じに暇を潰せたし、もう充分かなぁ」

　感慨深そうな、小さなため息が一つ。

「さぁ、頑張ってエンドロールまで盛り上げてね。最後の勇者くん」






第三章　動き出す復讐






　夢を見た。

　その世界では、全てが救われていた。

　人も獣人も魔族も争い合うことはない。

　どの国でも、互いに支え合い、日々の出来事に一喜一憂しながら、みんな笑って生きていた。

　俺はある日、レティシアの魔法の実験の事故でこの世界に呼び出されるんだ。

　そして、俺は元の世界に戻るために、レティシアと旅に出る。

　当然、最初はさんざんぶつかり合って、喧けん嘩かして、罵ののしり合って、仲良くなって。

　それで普通に恋をする。

　勇者もない、魔王もない。

　誰も犠牲にならなくていい。誰の犠牲にもされなくていい。

　きっと、それは俺にとって優しい世界。

　起きた瞬間、余韻のように残るその感覚が……、気持ち悪かった。

　優しすぎて、甘すぎて、もはや、空想の一つとしても受け入れられなかった。

　でもきっと、それでいい。そうじゃなきゃならない。

　俺はこの復ふく讐しゅうが終わるまで、変わらずに。

　誰にも邪魔させるわけにはいかないから。

　この煮えたぎるドロリとしたタールの中を掻かき分けて進んでいくのだから。







「……今日も特に変化なし、か」

　チュウスケから受け取った情報を整理して、宿で一人ため息をついた。

　魔族との戦線の状況。

　戦いは続き、『爆炎魔人・アーディリウス』もまた暴れまわっているらしい。

「アーディリウスが暴れているって情報が出ている以上、レティシアはその場所へと向かうはず……、当然、リリアもこの街から離れる」

　ダンジョンの中でその噂うわさが流れたのを確認したから、こうして出てきた。

　この世界に戻ってきてすぐレティシアと鉢合わせた。

　リリアを相手にするなら、レティシアをリリアから引きはがす必要がある。

　だから、レオンが補給や戦力補充にこの街に来るという情報を掴つかんだ時点で、まずはレオンをターゲットとすることにした。そのために、ダンジョンでの修行期間の最低ラインをアーディリウスの情報がこの街に広がるまでとしていた。

　アーディリウスの居場所が噂として流れてくれば、レティシアはそれを追い、この街を離れる。

　魔力が関わる全てにおいてチートくさいレティシアを直接は監視できないが、噂が広まった段階で街を出ているはずだ。

　存分にレオンに対して仕込みができる。

（とはいえ、レティシアがアーディリウスに集中している間にリリアの相手もしなきゃいけないから、あまり余裕もないが……）

　仕込みは順調に進んでいる。

　スラ吉の力を借りて、舞台は順調に整いつつある。

　全ての準備が整うまで、あともう少し。

「……最後の一刺しは、こいつだな」

　フゥッ、と浮かび上がるようにして現れた心剣を手のひらに握る。

　手にしたそれは【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】。

　小さめの心剣は、握り手の両側に大ぶりのナイフのような肉厚の刃がついていた。

　しかし、その刃に金属の輝きはなく、動物の爪のような半透明の素材の質感を持っていた。刃の中は空洞になっている。そして、その刃の片側の中には、何色とも言えない不可思議な色をした何かが詰まっている。そして、そちら側の握り手や、刃の飾りの部分は同様に数秒ごとにその色合いが変わっていく。

　反対側のモノクロな色合いの空からの刃とは対照的だった。

　心剣の仕上がり具合を改めて確認し、構成を解いて自分の中へと戻す。

　俺は体を放り投げるように、ベッドへと背中から倒れ込んだ。

「妖精が大切だって言うんなら、それでいい」

　【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】は、戦闘には向かない刃だ。

　刃は木刀とまではいかずとも鋭さはなく、その小ささから鈍器のような使い方もできない。

　暗器として運用するには取り回しに難がある。

　心剣が持っている能力も、即効性はなく、戦闘中に影響が出るほどでもない。

　この心剣の能力はただ一つ。

　相手の種族を、別のものへと変化させる。ただし、半月の時間を掛けて。

　戦闘中に発動しても、即効性はない。

　しかも、変わるのは種族だけ。魂に刻みついたスキルまでは消すことができない。

「だったら、お前も、一緒になって消してやる」

　ギルドで話したＳランク昇格の件。

　必ずレオンはその場に現れる。現れて、俺の力を試そうとする。

　そのことで、この心剣の発動条件を満たす。

　【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】の発動条件には、相手の魔力が必要だからだ。

「お前が守りたかったらしい妖精と一緒に」

　レオン、お前の種族を妖精へと変化させる。

　そして、妖精になったお前を……。

「クハッ、クハハハッ、クハハハハハハハハッ!!」

　あぁ、楽しみだ。

　お前の顔が苦痛に歪ゆがむその時が。

　何があっても殺すことだけは決めているけれど、最後に何を選ぶのか、知りたくて知りたくて仕方がない。

「ハハハッ、ハハッ、ハ、…………ふううううぅぅ」

　その日はもう、直前まで迫っているから。





　　　　☆






　明るい森の中を、ぼくらはいつも通り飛んでいた。

　木漏れ日に差し込む日差しがとっても気持ちいい、ぼくたち妖精の日課のお散歩だ。

「あれあれ？　でも昨日は一日お昼寝してなかった？」

「ちがうよー、昨日は大食い大会してたんだよー。お肉いっぱい食べたー」

「違う違う、お肉をいっぱい食べさせたんだよぉ？　最後におなかがパンッてなって面白かったー」

「お昼寝大会はきのうの、おとといのおとといの、きのうだよぉー」

「そうそう、やっぱり、お昼寝の人間さんのかわより、ふわふわなおいぬさんのかわがいいってみんなできめたじゃない。人間さんのかわはだめだめだったよー」

「「「そうそう、人間さんはだめだめー」」」

　そう考えると、お散歩って日課じゃないのかー、じゃあ明日からお散歩は日課だー。

　そんな時、ガチャガチャとうるさい音が聞こえた。

　森にない音、魔物が出さない音、おもちゃがやってきた時の音。

「おもちゃきたー！」「おもちゃきたー！」「おもちゃきたー！」

　その場にいたぼくらの仲間のうち、ぼくも含めて三人が手を挙げた。

「おひるねしよー？」「おいかけっこしよー？」「かくれんぼしよー？」「ごはんたべよー？」

　残りのみんなは興味がないみたいで、他のことをしようとしてる。

　ちょっと前にいっぱいの人間さんで、いっぱい遊んだから、いっぱいで飽きちゃったみたい。

　ぼくも飽きちゃったみたい？　みたいみたい？　ううん、やっぱり人間さんは面白いおもちゃになるよっ！　だってとってもおバカなんだもんっ!!

　騙だまし討ちにしたりー、操っていろんなことをした後に正気に戻すと、とってもいい感情を啜すすれるんだ。

「いこうよいこうよっ！」「ぼくらだけでいこうか？」「いっちゃえいっちゃえ！」

　えいえいおー！　しゅっぱぁ～つ！

　ぼくを含めて三人、魔力をたっぷりと吸収して育った木々の間を縫うようにぼくらは宙を飛ぶ。別に必要ないけどパタパタと羽を動かしてみたりもする。

「見つけたっ！」「見つけたっ！」「見つけた！」

　木々の上から見下ろすと、ぼくらの森をえっちらおっちら歩いてる人間さんを見つけた。

　ぼろぼろの外がい套とうを着て、大きな袋を持ったおもちゃ。

　前から時々、こういうおもちゃがぼくらの森に迷い込んでくる。魔力をたっぷりと吸って育った薬草を取りに来るんだ。

　あれ？　でもなんか変？　なんかいつもと違う？

『私のかわいいぼうやたち。感じるままに、やりたいことをやっていいのよ。私たちはこの世界を守ってあげてるのだもの。聖せい煌こう樹じゅのある場所は私たちの楽園。私たちの花園。好きなだけ、遊びたいように遊びなさい』

　ふと、女王様が言っていた言葉を思い出す。

　ぼくはみんなよりもちょっとすごいから、女王様とよくお話をする。

　生きた人間さんを使った楽器で演奏を披露した時、『センスがあるわ』って頭をよしよししてもらって、ちょっぴりだけ、女王様の加護をもらうことができたんだ。

　それからのぼくは人間さん一筋でいろいろ遊んだ。だから今日も、いつものように人間さんで遊びにきたのに。

　なんでかな、なんでかな、なんでかな？

　変な感じがする。遊びたいのに、遊びたくないような、どうして？

「近づいて目を破裂させちゃお？」「ついでに鼻もちぎりとっちゃお？」

　ぼくがよく分かんない何かが気になって立ち止まっている間に、他の二人は早速その人間さんを捕まえにかかった。

　人間さんは馬鹿だから、ぼくたちが姿を現して笑いなら近づいていくと大体が無防備にポケーッ、としている。話しかけて、何か嬉うれしそうに笑っているところに、ぼくらが手を突っ込むと驚きと痛みで、とっても面白い顔をするんだ。

　そして、混乱とともにぼくらにとって甘い甘い感情が湧き上がってくる。

　ぼくらはその感情をハミハミして食べていい気分になる。

　いつもはそのまま、遊びを始める。

　森の中で魔物さんを相手に鬼ごっこさせたりとか、毒虫さんだらけの洞窟に裸で放り込んでみたり、身内同士で争わせてみたり。

　そういう時の人間さんの感情は、ぼくらにはとってもおいしくて、元気の源になって、最高の娯楽なんだけど、なんだけど……。

「！　みんな待ってっ！」

　その時、ぼくは天啓を受けたようにひらめいた。

　そうだそうだ、前に女王様が言ってた！　時々、ぼくらの波長に合う特別なおもちゃがいるって！

　そういう人間さんは、本人が選べばぼくらと同じ妖精になれるんだって！

「待つ？」「待つの？」

　ぼくの言葉に、二人も止まってくれる。

　二人を置いて、ぼくは嬉しくなってその人間さんの近くへと寄っていった。もしかしたら仲間が増えるかもしれない。

「ねぇねぇ、人間さん、人間さん」

「…………」

　喜んで声を掛けるけれど、人間さんは深くフードをかぶって返事をしてくれない。

「あのね、あのね、お話しよ？　ぼくらに顔を見せてよ」

　そういったけれど、それどころか、フードの先をつまんで更に俯うつむいてしまう。長袖に黒い手袋、暑くないのかな？　大丈夫かな？

　それにしても、また聞こえなかったのかな？　声が小さかったかも？　顔の前に行けばさすがに気が付いてくれるよね？

「もう聞いてってっ!!」「無視はやだー？」「いやなのー？」

　ぼくは残りの二人も呼び寄せて、その人間さんのフードに取りついて一気にまくり上げ……。




　その顔に、飲み込まれた。




「「「ふぇ……？」」」

　そこにあったのは、顔だと思って覗のぞき込んで見つけたのは、のっぺりとしたスライムだった。

　その顔はギュルンッとゼリー状の触手に代わって、ぼくらの首から下に巻きついた。

　そしてその瞬間、ぼくらの体が激しい痛みに襲われた。

「ヒギャァアアアアアァアアアアッ!!」「いだい？　イダィダイダィダダイダダィィィダ!?」「とげる、ドゲヂャブブウブヴヴ？」「バババババッ、……ババ、バ、バ、……バ……ッ」

　ぼく以外の二人は、砂丘に置いたひとかけらの氷のように、あっという間に質量のない魔力の塊になってその触手の中へ溶けていってしまった。

「!?　なんでなんでなんで!?」

　ぼくの体も、ジリジリと溶かされていく。

　おかしい、おかしい、おかしいっ。

（な、なんで？　魔力で全身を包んでるのにどうして!?）

　女王様の加護のおかげで、まだぼくは持ちこたえてるけれど、それでも少しずつ溶かされていく。

　けど、ぼくは必死に絞り出していた力を止めて、身をすくめてしまった。




「『お、こいつ加護持ちか。ラッキーだな』」




　ゾクリとその声に全身が縫い留められたようになってしまった。

　警戒音が脳内で鳴り響いている。危ない危ない危ないっ、こいつ、危ないよっ!!

　女王様の加護がこいつから逃げなさいって言ってくれてる。

（どうしようっ、どうしようっ!?　にげなきゃっ、にげなきゃっ!!）

　焦る気持ちとは裏腹に、どんどん追い込まれていく。

（っ、そうだ、どんな生き物でも、ぼくらにかなうわけない！）

　感情を食べるんだ、心を食べるんだ。

　今までずっとおもちゃにそうしてきたように、そうすれば。

（人間さんだって魔物さんだって、そうしてしまえば動かなくなるんだから……っ!!）

　ぼくらが感情を食べるのに、複雑な手順は必要ない。

　ただ、ぼくらの近くに、魂と繋つながった意識体があればいい。

　とくに、ぼくら妖精の翅はねは力の塊だから、今ならめいっぱいの力で心を壊せ……。

「ヒギァアァアアァアァアアァァァァァァアアァァッ!?」

　その瞬間、全部の思考が真っ黒に押し潰つぶされた。

　力を伸ばした先にあったのは、暗い、暗い、暗い、闇色の感情。

　そのゴツゴツした大きな二つの岩が、ギャリギャリと角と角をぶつけ合いながらぐりぐりと周囲を巻き込んで破砕していくような、見たこともないぐらいどす黒い心。

「『……はぁ、やっぱりクソだな。勝手に触れようとしてくるんじゃねぇよ』」

「アガアガアガアガアガアアアアガガガアアガガッ！」

　怖い、怖い、怖い。

　目の前で化け物が骨を噛かみ散らしているみたいな。

（なんで逃げられないのっ!?　もう力を出してないのにっ、やめて、放して放して放してよぉっ!!）

　必死に逃げようとしているのに、精神に潜り込む力も解除してるのに、それでもその漆黒の心の世界から抜け出せない。

　まるで引き寄せられるように捕らえられて。

　目が潰れた。耳がちぎれた。鼻が腐り落ちた。

　右手が、左足が、右足が、左手が、どんどんどんどん、剥はぎ取られていく。

　ぼくが、ぼくという存在そのものが体の端から解ほどけて消えていく。

　消されていく、飲み込まれて消えていく。

　消えて、消えて、消えて……。

「『安心しろ、簡単に消したりしないさ。今度こそ念入りに、何があっても、たとえ世界を跨またいでも、世界が何度やり直しを選んでも』」

　でも、最後の最後でぼくの意識だけが消えてくれない。

　そして、再びギュルンッと、なくなった頭が再生するように生える。

　そこには初めて見た時と違って、普通の人間さんの顔があった。

　……ううん、違う、普通なんかじゃなかった。

　黒い髪に黒い目、どちらも穴倉の奥底の暗がりが形を持ったような色をしていた。

「『魂が擦すり切れるほど、使い潰して殺してやる』」

　そうして、ぼくは気が付いた。

　ぼくにのこっているこの感情が、人間さんが『ぜつぼう』っていうものだって。





　　　　☆






　人知れぬ森の中、ひそかに化け物が徘はい徊かいしていた。

「『いい感じに材料も集まってきたな』」

　妖精を喰くらい、ブルリと震えたその化け物の顔からは金切り声に似た不自然な声が漏れた。

　しかし、その声は不思議と喜色めいていた。

「『この体の操作も慣れてきたな。思った以上にいいスキルだな、『粘体憑ひょう依い』』」

「『キュピ！』」

「『あぁ、助かってるさ、スラ吉』」

　化け物は一区切りついたと徘徊するのをやめ、その場に腰を下ろす。

「『それじゃあ、スラ吉。次のを作るぞ』」

「『キュピィ』」

　その言葉を皮切りに、その怪物は人の姿を取るのもやめた。

　ギュルンッと本来のスライムとしての不定形の姿に戻る。

　バサリバサリと服が地面へ散らばった。

　赤、青、黄、緑、白、黒、節操なく色を取り込んでいるように見える粘体はまるで悶もだえているかのように不規則に蠢うごめく。

『『『『『ゴビョッ！』』』』』

　やがて、その内側から押し出すようにして、別の怪物を生み出す。

『『『『『ゴビョビョェゲゲゲビョィゲギァアアアアアッ！』』』』』

　新たに生まれた化け物は、禍まが々まがしいの一言に尽きる見た目をしていた。

　遠くから暗い場所で見たら、あるいは巨大な大男に見えたかもしれない。両の手足があり、筋骨隆々というような胴体と、体に対して更に大きい頭を持っている。

　だが、人と共通する部分はそれだけだった。

　黒緑色の肌からはシトシトと透明な粘液を地面に垂らし、その頭から生えているのは小柄な人形の上半身、材料とされた妖精の体だった。

　首まわりにマフラーのように垂れ下がっているのもまた、妖精の体であり、普通の人間が見たらその奇怪さよりも邪悪さに身動きが取れなくなってしまっただろう。

「『これで三十体目……、よしよし、今度のも妖精種で『××[image: ]い』のスキルがついてるな』」

　楽しげに呟つぶやくのは、怪物を生み出して二回りほど小さくなったスライムだった。

　地面に落ちた服の中に入り、再び人の形を取って呟いている。

　その声は化け物を生み出す前よりクリアになっていた。

「『さぁて、あと何体作れるかなぁ』」

『『『『『ゴェゲゲビョビョィアァ……ッ』』』』』

　ドシ、ドシ、と地面を揺らしながら新たに生まれた化け物は去っていく。

　その背を見て笑う化け物は、姿だけは整っていても、よほど化け物らしかった。





　　　　☆






　その日は予想通り、ギルドマスターが言っていたよりも早く訪れた。

『冒険者、カイト殿一行はおられるか。この宿に逗とう留りゅうされていると聞いているのだが……』

「……ようやく来たか」

　高く昇った日の光が差し込む宿のベッドの上で、街で見かけたガラクタをいじくりまわしていると、階下からそんな声が聞こえてきた。

　それは俺が待ち望んでいた言葉だ。

『礼儀を知らねぇ奴だぁなぁ、まずは自分がどこの誰か名乗んな』

『おぉ、これは失礼した。私はギルドからの使いだ。客人に話があるのでギルドまで来ていただきたいとお伝え願えるか？』

『そうかい、そんな奴がうちの宿にいたら、伝えといてやるよ』

　階下から聞こえてくる宿のオヤジの声に、俺は好感度が上がった。

　客の情報をきっちりと守る宿はそれだけで信頼に値する。何かあっても、この宿は巻き込まれないようにしたいなと俺は思った。

　今日、ギルドからの使いがやってくることは、スラ吉＆チュウスケの探索網で分かっていた。

　だから今日は朝から全員がこの部屋で思い思いに待機して過ごしていた。

「一週間か、思ったよりも待たされたな」

　正直、三日ぐらいで話が来てもおかしくないと思っていた。

　ギルドマスターが話を通す王族といったら、この状況ではレオンしかいないだろう。

　一人で武者修行の旅なんてことをしていたことからも分かるが、皇子のくせにやたらと腰の軽い奴だ。ギルドマスターに話した内容を考えれば、すぐに呼び出しが掛かると思っていたのだが……。

（復讐の仕込みと、舞まいと悠ゆう斗との息抜きには逆にちょうどよかったか……）

　情報収集に、復讐の仕込みと、スラ吉、チュウスケともに頑張ってもらっている。

　思いがけず期間が延びてしまったが、その分、仕込みをするのに丁寧に時間を掛けられたし、舞も悠斗も十分羽を伸ばすことができただろう。

　こっちの世界に来てからというもの、休み抜きで修行漬けにしてしまったが、二人とも少しはのんびりできたようでよかった。

　悠斗の方は街まち中なかに出かけては本屋を回ってきたり、ダンジョンの浅い階層で訓練を積んだりしたりと活動的だったのに対して、舞は俺にべったりとしたまま宿から出ようとしなかったので少し心配だった。

　ホームシック的な何かを疑ってはみたが、そうだとしてもできることもないから、多少のわがままは受け入れるようにしていた。そのおかげか、最近は機嫌が良さそうなので問題ないだろう。

　たっぷりと休めた反面、こっちはいい加減待ちくたびれてたわけだが。

「兄様が望むならこの健けな気げな妹、もう少し兄様と爛ただれた生活を過ごしてもいいと思っていましたよ」

「いやねぇよ、今でも十分、休みすぎなほど休んだって」

　茶目っ気を入れながらそう言う舞に、嘆息する。

　おかしいな、もともとはだらけてる俺を諫いさめるのは舞の方だったんだが。

「あはは、まぁでもいいじゃない。計画通りになるならこの後は、こんな風にゆっくりできる時間もなかなか取れなくなるんだしね」

　そうして最後は悠斗が仲介に入り、コンコンとドアが叩たたかれる。

『誰かいるかね、ついさっき伝言を頼まれたんだがね』

　俺は散らかしていたガラクタの類たぐいを丸袋へと放り込んだ。

　同じように舞は悠斗から借りていた薬草学の本を返し、悠斗もまた、読んでいた童話らしきものを閉じてしまった。

「さぁ、行こうか、仕込みの続きだ」







　ギルドまでやってくると、俺たちはすぐに別室へと通された。

　部屋の中で待っていたのは、予想通りの人物だった。

「おお、よく来てくれたんじゃの、まずはそこに座ってほしいんじゃの」

　一人は好こう々こう爺やらしく笑うギルドマスター。

「……」

　そしてもう一人、本来の部屋の主以上に存在感を放つ男がいた。

「…………ほう、なるほど」

　獅し子しの頭を持つ精せい悍かんな体つきをした男、レオン。

　だから、殺したい。

「いや、ヴァレリア、紹介はいい。無駄話で時間を使う余裕はない」

　ソファから立ち上がり、部屋の中に入った俺たちの前に、立つ。

　だから、殺したい。

「俺の名は、レオン。この国の第二皇子をしている」

　ただの威圧感のみで、並外れた巨きょ躯くを持つクジラの獣人であるヴァレリア以上の巨大さを持っているような錯覚すら覚える。

　だから、殺したい。

「今は魔族との戦いの最中だ。それも、過去に類を見ない人類の存亡をかけた戦いだ」

　愁いを帯びた真剣な表情、決意を秘めて進もうとしている相手の表情。

　だから殺したい。

「この戦時下で高位の冒険者ランクを求める。当然、戦場に駆り出されることを承知の上でのことだろう。君が求めるのが栄誉か、報賞か、それとも戦いそのものか、どれでも構わない」

　「正しさ」を、「正義」を、「世界のため」を、と。

　だから殺したい。

「君たちが本当に強力な戦士だというのなら、その戦力はとても貴重だ」

　当たり前のように個ではなく多を優先する高潔さ。

　だから殺したい。

「だが、Ｓランク以上の冒険者は人類の希望になりえる人間でなければならない」

　きっと、本来勇者にするべきはこの男だっただろう。

　だから殺したい。

「だからこそ、君たちがそれだけの力を示してくれることを、私は望んでいる」

　この男なら、犠牲を払いながら、苦痛に耐えながら、心を痛めながら。

　だから、殺したい。

「君が力を示したのならば、私が責任を持って君たちにふさわしいランクを約束しよう」

　それでも、世界のためにと進み続けるのだろう。

　そして、それが世界のためならば、自分の身が朽ち果てることすら厭いとわないのだろう。

　そんな高潔な英雄だから。

　だから、殺したいんだ。

「歓迎しよう、新たなる英雄候補よ」




　だから、……笑うな、笑うな、笑うな笑うな笑うなわらうなワラウナ。




　今すぐ差し出してくる手を切り落としたい。

　その不愛想な顔にナイフを突き刺したい。

　喉笛を噛み切り、手足を削そぎ落とし、胴体を踏み潰して殺してやりたい。

　我慢してるんだ、必死に我慢してるんだよ。

　だから、笑顔なんて見せるな、握手なんて求めるな、上から目線で協力を求めるな。




「えぇ、こちらこそ。俺たちにも成し遂げたい願いがある。そのために、Ｓランクの冒険者になるのは必要なことだ。命を懸けて戦う覚悟は決めてきてるさ」




　あぁ、自分で自分が嫌になる。

　随分と、感情を隠すのが上う手まくなってしまった。

　取り繕ってばかりで、抑え込まなきゃならなくて、こうしてこの激情さえも身の内の奥に。

　必要だという理性と、そんなこと知るかと叫ぶ声。

　だからそう、積み上げるのだ。一つ一つ、一つ一つ、一つ一つ。

　気付いた時には、どうしようもなくなっているように。

　小さな小さな屍しかばねを、小さな小さな髑どく髏ろの山を、小さな小さな悪意の種子を。




　なぁレオン、俺はこんなに、それこそ身が焼かれるような焦がれる想いでここまで来たよ。




　あれからいろいろ考えた。いろんなことがあった。

　逃げて、殺されて、巻き戻って、殺して、復讐して。

　お前との最後の会話は、思い返せば違和感だらけだ。

　お前は、俺の知らないこの世界の根幹に関わる何かを知っているのかもしれない。

　そして、その何かが、あの日の裏切りを齎もたらしたのかもしれない。

　そうするしかない理由が、お前の持つ高潔さを動かすだけの理由があったのかもしれない。

　だけど俺はお前を許さない。

　それでも俺は絶対にお前を許さない。

　たとえそこにどんな理由があったとしても、必ず殺すよ。

　だから、もう少しだけ待っていてくれ。




「だから、戦場ではよろしく」




　そして俺は、差し出された手を取った。





　　　　☆






「いやいや、皇子、頼みますから適当な話をしないでくれませんかの。きちんと昇格するにあたっての説明をしないと、ただでさえ無茶な特例を無理やり押し通してるんですからの」

　一息おいて、なし崩しで進もうとしていた話にヴァレリアが待ったをかけた。

「む、すまない」

　ムスッとした顔で不愛想にそう返したレオンは、再びソファに座りなおす。

　ちなみにやり取りをしている間も、悠斗と舞の態度は一貫して静かなままだった。しかし、俺の怒りに浸ひたされて、握りしめた手が細かく震えている。

　大切な妹と親友が俺と同じ場所に堕おちている。

　二人に幸せでいてほしいと願うのに、……それを嬉しくも思う自分に卑しさを覚える。

　だが、それすらも俺の心の表面を軽く撫なでるのみで、今は憎しみの渦に飲み込まれて消える。

　気け取どられるわけにはいかない。落ち着け。

　小さく息を吸って、俺は意識を切り離す。

「さて、皇子が話してしまったし予想はついてると思うんじゃがの。ランクの昇格の話じゃの。特例としてＡランク、戦時下のみＳランクということになったんじゃの。知っておるじゃろうが、ギルドランクを上げるにあたって……」

　危険度に比例して報酬のいい依頼の斡あっ旋せん、秘ひ匿とく性の高い情報の開示、貴族位に相当する権力、ギルドで販売される消耗品の割引など、ヴァレリアはつらつらとメリットを提示してくる。

「最後に高ランクの冒険者にはギルドから指名で依頼を受けてもらうことがある。拒否権はあるが、その場合、一定期間高ランクとしての権限は凍結させてもらうことになるんじゃの」

　説明はそれで最後だったようで、一度話が途切れる。

　その後、ヴァレリアは腕を組みなおして告げる。

「それが目的なんじゃろうが、今は戦争中なんじゃの。当然、高ランクの冒険者には出征依頼が出ておるんじゃの。Ｓランク以上の冒険者はまとめるより個として運用した方が戦果を多くあげるから、兵への指揮権はないが、代わりに独立した判断で動ける権限があるんじゃの」

「あぁ、知っている。お察しの通り、戦場に出るのが目的だ。殺したい相手がいるんでな」

「……ふむ。なるほどな」

　嘘うそは何も言っていない。

「それじゃあ、ランクを認定する試験についてじゃが」

「力を示せっていうんだろ」

　ヴァレリアが一つ頷うなずくと、俺は立ち上がった。

「無駄話は好きじゃない、早くしようか。で、俺は誰と戦えばいい。力を見せるんだろ？」

　ちらりとヴァレリアに視線を向ける。

　言うまでもなく相手をすることになるのはレオンだろう。こいつはそういう人間だ。

　だが、そうするだろうレオンの気質を、初対面の俺が知っているのはおかしいから、ヴァレリアの言葉を待つ。

（さぁ、ここからだ、ここから、また一歩目だ）

　致命に至る毒の道を。荒廃した死への道を。

　その高潔さを踏みにじり、絶望の器にお前の命の雫しずくを注ぎ込む。

　これがお前に対する最後の仕込みだ。

　それさえ済めば、あとはもう、踏み外した道を転がり堕ちるだけ。

（言え、言え、早く言えよ。俺が相手をするって、そう言えよ）

「ふむ、君たちの試験の相手だが……」

　少しずつ、少しずつ、絶望の淵ふちへ。

　【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】に必要な魔力を手に入れるために。

　緩やかな変質に気が付いた時には、手遅れになるように。

　疑似的にでも戦いの場に引き出せなければ、必要なだけの魔力を手に入れられない。

　痛みを受け入れる覚悟が相手になければ、能力は発動しない。

（それで始まる。計画通りに、お前を……）

　だから、だから……。




「待たせたのっ！　それで、妾わらわの相手をするのは誰じゃ？」

「ギャルァ！」

「どどーんって、ふふん？　あっれぇー？　あれれれれー？　カイちゃんじゃーん！」




　そう、だから知っていたんだ。知っていたんだ俺は。

「ふむ、来たか」

　いつだって趣味の悪い顔でニヤニヤと笑いながら、運命ってやつはジョーカーを押しつけてくる。

「さて、君たちに相手をしてもらうのは彼女たちだ」

（……あぁ、くそ、本当にくそったれだ。情報のアドバンテージがなくなってきたと思った途端にこうか）

　目線を向けた先、息を止めた俺の前に立つ。

　鮮やかに燃える緋ひ色の髪に、勝気な表情を浮かべたレティシア。

　そのレティシアの横で、ポフッ、と火を噴いた赤い鱗うろこのドラゴンパピー、グレン。

　明るく輝くような金の髪に、嗜し虐ぎゃく的な笑みを浮かべたノノリック。

（確かに殺したはずだぞノノリック……、勘弁しろよ）

　空回りする思考は、予想外の事態に最適解を弾はじき出さない。

　不確定要素、不確定要素、不確定要素、不確定要素。

　そして何より、目の前に涼しい顔をして現れた、二人目の災厄の象徴。




「お二人とも、淑女たるもの、そのような態度は落第点ですよ」




　ノノリックよりも茶に近い、落ち着いた色の金髪の女。髪を高い位置でまとめ上げ、小さなポニーテールを作っている。

　他の二人が小柄なこともあり、物静かな印象と合わせて大人っぽく見える。

（そう、そうだ、その澄ました顔だ）

　思考に走るノイズ。

　リリア、あぁ、リリア、リリアッ、リリアリリアリリアリリアッ!!

　不意打ちだ。頭の中から、全ての疑問が消え去る。

　レオンと一緒に、二人まとめて、今この場にいてっ!!

[image: ]

　強烈な怒りに思考が持っていかれる。




　あぁ、クソ、だから本当に、神様ってやつはクソ野郎だ。





　　　　☆






　俺の混乱をよそに話は進んでいった。

　レティシアたちもまた、戦争で名を上げるためにレオンに売り込みを掛けてきたという。

　そんなわけがあるかと言う暇すらもなく、あれよあれよという間に、俺たち三人はギルドが所有している訓練場で、レティシア、ノノリック、そしてリリアと戦闘を行うことになった。

「むむっ、この旨うまそうな匂い……。姉上、あんなところに見掛けぬ屋台が……」

「お昼を食べたばかりでしょう。食べるにしても、用事を済ませてからですよ」

「……あ、あっちにいい感じのお店があるぅー、ねぇねぇ、いい感じにピンクな」

「ガラゥ！」

「おおっとっ、何すんのこのトカゲッ！　ノノの髪が燃えたらどうすんだーっ!!」

（どういうことだ、なぜレティシアたちがまだこの街にいる……っ!?）

　訓練場まで移動する傍ら、楽しそうに談笑するレティシアたちを見る。

　レティシアならアーディリウスの情報を聞いて、まだこんな街にとどまっているとは思えない。

　この街にいるはずがない。この街にいるはずがないんだ。

　だいたい、ノノリックがなんで生きている。確実に喉を引き裂いて殺したはずだ。

　殺したんだ、なのに、なぜ、なんでだ？

（違うっ、考えるのはそこじゃない。ちゃんと思考しろ）

　考えるべきは、何を狙って、レティシアたちがこんなことをしているかだ。

　戦争で名を上げるのが本当の目的のはずはない。必ず、兄を殺された復讐に繋がる。

（一度目の時、レティシアは一般兵にまぎれて、徹底的に身を潜めた。俺も含めた誰もがそれに気が付けなかった。今回そうしなかった理由はなんだ？）

　以前と状況が違うところがあるとすれば、ノノリックか？

　あとは、俺が勇者じゃなくなったことだろうが……、戦場ではオロルレア王国が俺の代わりに擁立した勇者がいる。

　ただの神輿みこしに興味はなかったが、伝え聞く話ではなかなかにヤるようだ。

　勇者というコマは盤上にいる。なら、この変化は勇者が俺ではないということが原因か？

（ダメだ、状況が読めない。どうする、どう動けばいい）

　手持ちの情報では十分な推論すら立てられない。なら、考えるべきは自分たちのことだけだ。

（思考はシンプルに、どうにか偶然を装ってレオンの魔力を手に入れる。今はそれだけを考える）

　と、どうにかそこまで思考をまとめなおしたところで、ちょんちょんと袖を引かれた。

「兄様、口を開かない約束でしたけど、どうするのですか？」

「当初の予定とだいぶズレてきてるよね」

　舞と悠斗も事前に話していた流れとの違いに戸惑っているようだ。

「ここまできたら、もう流れに乗るしかない。二人はとにかく時間を稼ぐように、かつ、無理のない範囲で派手に戦ってくれ」

　これ以上考える時間はもうない。

　ギルドの紋章が刻まれた建物は、もう目の前まで迫っていた。







　訓練場は飾り気のない、無骨な造りをしていた。

　円形の闘技場に、申し訳程度の観覧席。

　大人数が戦闘を行う場所としては多少狭めだが、ここが大都市ではなくそこそこの規模の街でしかないことを考えれば、むしろ立派な方だ。

　どうやら俺たちの試験のために人払いをしたようで、会場に人ひと気けはない。

「戦いが始まったらすぐに左右に散開してくれ。舞がリリアと、悠斗がノノリックと、……レティシアの相手は、俺がする。さっきの話を念頭に置いて、あとは臨機応変に」

　五十メートル先のレティシアたちを見ながら、短くそれだけ伝える。

　武器を使わないレティシアは、んーっと体を伸ばして柔軟体操をしている。いつものゴシック調のドレスがひらひらと揺れている。

　リリアは、鉄の棒と棘とげの付いた鉄球を鎖で繋いだ武器、俗にいうフレイルを取り出した。服装は余分な飾りの一切ない侍女服だし、どうやら本職である魔術師として戦う気はなさそうだ。

　そしてノノリックは、以前会った時と変わらず、軍服風の装いを纏まとい、楽しそうに二振りの剣を軽くこすってキンキンッ、と音を鳴らしていた。

「兄様、それは作戦って言いません。無茶ぶりって言うんです」

「それで、僕の相手はあの子か……、手て強ごわそうだね」

　作戦らしい作戦ではないが、能力の使い方とステータスを上げることを優先したため、パーティーとして連携して戦う訓練を積んでいない。

「作戦なんてあんまり意味ないよ。あいつら相手じゃ、そんな余裕はすぐなくなる」

「『それでは、これよりパーティーランク昇級試験を開始するんじゃの』」

　観覧席に立ったヴァレリアの声が訓練場に響く。

「『なお、この試験はお主らの力を見るためのものじゃの、勝敗にかかわらず、内容によってはどちらも合格、または不合格ということがあり得るから、両パーティーとも死力を尽くすんじゃの。おお、それと言うまでもないことじゃが、ヤリすぎは厳禁じゃぞ。多少のケガはこちらで用意した回復術師が即治癒するが、それにも限度があるんじゃの。それでは、開始じゃの！』」

　ヴォオオオオオンッ!!　と開始の合図として低い鳴き声が響く。

　その声が聞こえた瞬間、俺たちは三人とも弾はじかれたように走り出す。

　俺がまっすぐ距離を詰めるように飛び出し、舞と悠斗は左右を大きく迂う回かいするように地を駆ける。

　セオリー通りなら突っ込んでくる俺にレティシアが牽けん制せいを入れつつ、左右に分かれた二人を残りの二人が警戒するところだが……。

「カイちゃんーっ!!　アハハハッ！　こんな場所で会えるなんてっ!!」

「っ、ちいっ！」

　しかし、セオリーなど知らないとばかりにノノリックが俺へ向けて突っ込んできた。

　互いに構えた剣がぶつかり合い、鈍い金属音とともに火花が散る。

　【始まりの心剣】と【雷らい槍そうの涙るい刃じん】が、ノノリックの二振りの白剣と噛み合い、押し合う。

（ノノリック以外の二人は……っ、くそっ、やっぱり上手くはいかないかっ）

　一瞬視線を外すと、レティシアと舞が、リリアと悠斗がぶつかり合っているのが見えた。

　最初に想定していたのとは完全に別の組み合わせだ。

　チームとして連携した戦いをされるのが一番まずかったから最悪ではないが、なかなか上手くはいかない。

「あーっ！　よそ見っ!!」

　ビュンッ、とゴムが伸びるようなしなやかさで白刃の突きが迫り、ぎりぎりで避よけた俺の頬ほおに剣圧で切り傷を刻んだ。

「っぐっ!!　つぅ、らっ!!」

（こいつっ、強くなってやがるっ!!）

　強引に剣を振り抜き、距離を取ろうとする。

　だが、ノノリックは俺の剣を受け流して絡みつくように距離を離さない。

「今度は離れたりしないよぉ!?」

「しつこいっ!!」

　俺のステータスは最後に戦った時よりも随分と上がっている。それでもなお少し気を抜いただけで的確にその隙すきを抉えぐり抜いてくる。

　つまりこいつは、ステータスではなく、純粋な剣の技量の差だ。

「アハハハハッ!!　楽しいね楽しいねっ！　ずっと待ってたんだよっ？」

「邪魔するんじゃねぇよっ、なんで生きてるんだよてめぇっ!!」

「恋する乙女はどんな障害だって乗り越えるんだよぉ！」

「気色の悪いこと言ってるんじゃねぇっ!!　『涙雷』っ」

「おおっとっ、ね、つ、れ、つ、だぁ～！」

　隙を窺うかがう鋭い視線と絶え間ない剣けん戟げきの嵐。

　俺が放った三条の青の電撃も、焦る様子すらなく身をかがめ、捻ひねるようにして避け、やはり距離を離さない。

「アハハハッ!!　これこれっ、お股またにじゅんじゅんくるこの感じ♪」

「冗談だろっ、なんだその動きはっ!!」

　ペロリッ、とやたらと艶なまめかしくノノリックの唇を舌が這はう。

（本当にっ、邪魔だこいつッ!!）

　殺してはいけない。周囲に被害を出してもいけない。調整に気を割くような大きな技は使えない。

　純粋に剣技で抑えるしかない。それも殺しても死なないような相手を。

「泣けてくるねっ、こいつはまたっ!!」

　勝つことが目的じゃない。しかし、その肝心な目的を果たすための道筋は閉ざされたままだった。





　　　　☆






（さっそく予定通りに行ってないじゃないですかっ、兄様！）

　戦闘開始の声と同時、レティシアさんを相手にすると言って駆け出した兄様は、そのままノノリックという名の少女と切り結んでいます。

　開始二秒で作戦放棄とは、フラグの回収が早すぎませんか、兄様。

　繋がる剣戟は途切れることはなく、兄様はそこから動けそうにない。

（となると、私の相手は……、彼女ですか）

　魔王・レティシア。

　この世界で、一番兄様のそばにいた、兄様の想い人。

　確かに可愛かわいい。うん、美少女と呼んで差し支えないでしょう。性根についても、問題はないのでしょう。

　……ですが、それとこれとは別の話です。

　絶好の機会ですから見定めさせていただくとしましょう。

「ふふーんふん、妾の相手はお主か？　とりあえず、小手調べじゃ」

「！　ふうッ!!」

　雨のように飛来してきた数十の石いし槍やりを、風を纏わせた薙刀なぎなたを振り上げて吹き散らす。

　予兆を感じることすらできないほど素早い魔法発動と緻密なコントロールは、さすがに魔の王と呼ばれるのにふさわしいだけの技量を感じさせました。

（でも、対応できないほどじゃありません。とにかく、できる限り派手に戦うなら、近距離よりも遠距離での魔法戦で……、っ!?）

[image: ]

「遅いぞっ！」

「速いっ!?」

　相手から意識を逸そらした思考と迎撃動作の死角に入り込むように、文字通り飛んで距離を詰めてきた。

　背後に向けて放った風を利用した速度に、離れていた距離がほとんど一瞬でなくなる。

　とっさに刃を切り返して薙刀を振り下ろす。

「甘い甘いっ、とりゃっ！」

「くっ!?」

　けれど、赤髪をたなびかせたその少女は、瞬間移動でもしたかのように不自然に真横にズレて、刃筋を躱かわしました。そのまま伸び上がるように炎を纏った拳が襲いかかってきます。

（いけませんっ、このままでは折れてしまう！）

　熱風が肌を撫なで、寸前で拳を受け止めた薙刀の柄つかがミシミシと嫌な音を立てている。

「隠してっ、『闇あん雷らい風ふう』!!」

　武器が限界を迎える前に、風の力を使って相手の力を逃がすように宙に飛ぶ。それと同時に、紫電を纏う黒い風が広がって、相手の視界と行動を阻害する。

「いい反応をしておるの。じゃが……」

「っ、なんっ!?」

　漫画のように唐突に背後に現れたレティシアが、帯電しているようにバチバチと音を鳴らす足を振り上げていた。

「妾を相手にするには、まだ少々力が足りんの」

（間に合わない……っ!!）

　振り上げられた足に武器の柄を寄せるだけで精一杯でした。

　なのに、その抵抗すらあざ笑うように、レティシアの足がひと際高くバチチチッと音を鳴らし、薙刀の柄を透過する。

「うぐぁっ!?」

　重い一撃をまともに受けて、抗あらがうこともできずに地面に叩きつけられる。

「何、ですか、今のは……、デタラメではないですか……」

「安心するのじゃ、妾はできる女じゃからの。稽古をつけてやる」

　小さな胸を張るレティシアの姿は、幼い子供のように見える。

　ですが……。

（これは、見定めるなんて余計なことを考えていたら、あっという間にやられてしまいますね）





　　　　☆






　剣戟の手はすでに二百を超えていた。

　『身体操作』と『魔力操作』を利用した身体強化も、『天駆』や『神脚』のスキルを利用した多角攻撃も、『思考加速』に『視覚進化』を組み合わせた反応速度の強化も、『気配隠いん[image: ]ぺい』や隙の少ない心剣の能力を使った不意打ちも駆使している。

「アハハハハッ!!　楽しいねっ、楽しいね！　んふふふっ♪」

「俺は楽しくねぇよ！」

　なのに、倒せない。鳴り響く剣戟は止まらない。

　もちろん、全力を出しているわけじゃない。それでも、ノノリックに引きずられるようにして、当初考えていたよりも高いレベルの戦闘力を見せつけてしまっている。

　舞とレティシア、悠斗とリリアの戦いも願った通り派手に善戦してくれているというのに、俺はノノリックを下せず、レオンの元へと行くチャンスを手に入れることができなかった。

（どうする？　警戒されることを前提で本気を出すか？　そうすれば混乱に乗じてレオンのそばに……、だめだ、そこまですれば逆に俺が疑われすぎる。レオンとリリアを引き離せていない状況でそれはまずい）

　剣戟を維持にとどめて、空いた余力で作戦を考える。

　だが、いい案は思い浮かばない。小手先の技は既に試しつくした。

（くそがっ、こんなところで邪魔されるわけには……、しまっ!!）

「ほら、そうやってよそ見をするから、間違えるんだよ？」

　澄んだ鐘の音のような剣戟の中に、一瞬だけ濁った音が混じる。

　焦りからか、迷いからか、振るう剣の一手を間違えた。その些さ細さいな一撃で、圧倒的に形勢が不利になってしまった。あと数撃で俺はノノリックに降くだされる。

（迷ってる暇はねぇっ!!　こうなったら多少強引でも観客席のレオンのところに……）

　実質、この剣の戦いは俺の負けだ。

　だが、復讐の足掛かりまで失うわけにいかない。

　俺が腹をくくったその時だった。

「なーはっはっ！　まだ手こずっておるのかの、ノノリック！　ほれ、加勢じゃ!!」

　まるで横紙を破るように響く声。

　それと同時に一瞬で大量の魔力が込められたピンポン玉のサイズの炎球が無数に飛来する。

「うおっ!?」「むぁ！」

　その炎球を避けるため、俺はノノリックとの距離を取る。

（舞がやられたか!?　だが、こいつだっ!!）

「ぬっ」

　俺とノノリックの間を飛んでいった火球は、そのままレオンへ向かっていく。

「おおっとっ、いかんいかんっ」

　レオンが飛来してきた火球に備えて構えるが、レオンが迎撃を行う前にレティシアが炎球の嵐を操り、軌道を上へと曲げる。

　しかし、急な軌道変更で炎球が向かった先は、レオンの真上、観客席の屋根だった。

「危ないっ!!」

　爆発と共に大きな瓦が礫れきがレオンへと落下していくのが見え、俺はレオンを助けようとしているフリをして走る。

　レオンはというと、その程度のことで動じるような男じゃない。

「ふんっ！　『獅し子し砲ほう弾だん』っ!!」

　レオンの拳に集まった魔力が光を放つ。

　突き出した拳から放たれた魔力が、獅子の顔を縁取って落ちていく瓦礫を吹き飛ばした。

　腹の底へと響くような轟ごう音おんとともに、落ちてきた瓦礫どころか、崩れかけの屋根すら吹き飛ばされてきれいな青空が覗いていた。

「レオン皇子っ、ケガはありませんかの!?」

「仔し細さいない。それよりすまなかったな、海かい人と殿。勝負を中断させてしまったようだ」

　レオンは声を掛けるヴァレリアを制し、俺の方に向いた。

「いえ、ケガがなく何よりです」

　『天駆』を使い、たどり着いた観客席で俺は首を振る。

「とはいえ、勝負に水が入ったな。だがいい頃合いだろう」

「そうじゃの。これ以上、建物を壊されては困るんじゃの。本来の目的にはもう十分じゃの」

　再び、訓練場の中でヴァレリアの鳴き声が響く。

「ふぅ、試験は終了じゃ。ひとまず移動するんじゃの」

　訓練場は戦いを始める前と比べ、そこそこに荒れていた。

　舞はレティシアにやられて気絶しているようだ。

　悠斗の方はリリアと戦っている最中だったようで、どちらも軽く疲労した様子を見せたまま、身支度を整えている。

　レティシアとノノリックは元気が有り余っているようで、じゃれ合うように喧嘩をしている。

「さて、私はこの後に別の予定がある。試験の合否はヴァレリアから伝えてもらうことになると思うが……、まぁ、結果は言わずもがなだろうな。戦場ではよろしく頼む」

「あぁ、よろしく頼むよ」

　フッ、と不器用に笑うレオンに、俺も心の内を隠し笑う。

　想定外ばかりが続く中、最後の最後で都合のいい展開が訪れてくれた。

（魔力の採取は上手くいった。最後のカギはこれで手に入れた）

　あと少し、あともう少し。




　お前がクラい闇の底に堕ちるまで、あと、もう少しだから。





　　　　☆






「……んっ、ん、ここは……」

「お、起きたか」

　シュッ、と光が差し込むように意識がハッキリしました。

　目を開けると、兄様の顔が見えました。

「兄様、ここはいったい……、私は……」

　簡素なベッドから体を起こして周囲を見回すと、見覚えのない部屋に少しだけ混乱する。

「ここはギルドの一室だ。気絶したお前が目を覚ますまでちょっと休ませてもらってたんだよ」

　兄様はベッドの脇の椅子で開いていた本をパラリとめくりました。

「気絶……、そう、でした。ごめんなさい、兄様。私は……」

　模擬戦の内容を思い出す。

（何も通じなかった……）

　完全に手のひらで転がされて、一矢報いることもできませんでした。

　私は顔を上げることができなくて俯いてしまいます。

「なんとなくお前が考えてることは察しがつくが……、そこは謝るところじゃねぇぞ」

「いたっ!?」

　しかし、兄様は髪を掴んで乱暴に顔を上げさせました。

「俯いてるんじゃねぇよ」

　初めて兄様から受ける乱暴な扱いに、心臓がギュッ、と縮む。

　失望された、見放された。そんな恐怖に目じりに涙が浮かぶ。

　だけど……。

「分かるさ、俺の作戦通りの組み合わせにならなかったとか、勝つための戦いじゃないだとか、そういう言い訳は要らないんだろ。余裕をぶっこいて、それを見抜かれて、徹底的に手のひらで転がされて恥ずかしいんだろ？」

　違いました。そんなこと、兄様がするはずありませんでした。

　低く、強く兄様の声が響く。見透かすような瞳が私をとらえる。

『安心するのじゃ、妾はできる女じゃからの。稽古をつけてやる』『ほらほら、動作が大きい。反応だけで武器を振るっておるからじゃ』『もっと視野を広く、全てを観察するんじゃ。距離感を問わない万能型ならばこそ、観察力を鍛えるべきじゃな』『相手を見るんじゃ相手を。独りよがりな戦闘は同格以上には通じんぞ？』『そろそろじゃな、もう少し研けん鑽さんを積むことじゃ』

　頭をよぎるのは、レティシアに指摘された言葉。

　一つ一つ、思い上がりを思い知らされた言葉。

「だったら俯いてるんじゃねぇよ。疲れて俯くのはいい。休むために下を向くのもいい」

　失望されたわけじゃありませんでした。見放されたわけじゃありませんでした。

　けど、優しく慰めてくれるわけでもありませんでした。

「けどな、恥ずかしいと思った時だけは俯くな！　前を向け、自分を見ろ。目を逸らすのが許されるほど、この世界は甘くない。ただ慰めてほしいと甘えるのを許せるほど、緩い道は歩めない」

「……っ」

　進め、進め、進め、進めと、突き飛ばすような強さで背を叩く。

「よく頑張ったなんて言わない。次は絶対に大丈夫だなんて言わない。失敗したと思ったなら、許しを求めるのは他人じゃなくて自分だ。そうだろ？」

「兄様は、意地悪です。妹、辱められました」

　ギュッ、と唇をかみしめる。

　無理やり、逃げ道を塞ふさがれてしまいました。

「妹のことは、もっと優しく窘たしなめるのがいい兄だと思います」

「残念。いい兄は随分前から品切れなんだよ」

「……嘘つきです。嘘つき兄様です」

「そうかい」

　ふっ、と兄様の表情が緩みました。

「どうだ、俺が惚ほれた女はすごかっただろ」

「……次は、負けません」

「それでいいさ。まぁそうそうレティシアと戦ってほしくはねぇけどな」

「というより、傷ついている妹に惚気のろけるなんて、ひどいですよ。酷兄様です」

「それについてはあれだ、うん。仕方がない」

「説明になってません。……お兄ちゃんの、馬鹿」

　私は涙を見られないように兄様へと抱きつきました。

　乱暴に髪の毛を掴んだ手は、いつの間にかただ優しげに髪を撫でていました。







「さて、そろそろ行くとするか」

　結局、妹に甘々な兄様は、私が落ち着くまで優しく髪を撫でていてくれました。

　直前に乱暴な扱いを受けたせいか、いつもよりも心地よい感じでした。

　……乱暴にされるのも、悪くないのかもしれません。

「そういえば、悠斗さんは？」

「悠斗なら一足先に宿に戻ってるよ。リリアの相手を一人でするにはまだ荷が重かったようで、宿で休むってさ。歩いて宿に戻れるだけの体力は残ってたみたいだったからな」

　ベッドには余裕がありましたが、さすがにケガで動けない、というのでもないのに使わせてもらえるほど甘くはないようです。

「っと、そうだ。ひとまず、目的は達成した。これがＳランク冒険者の証だ。失くすなよ」

　兄様が、緑の金属で縁を飾った赤いプレートを首に掛けてくれました。

「これで、戦場に堂々と潜り込む大義名分は手に入れた。あとは収穫するのを待つだけだ」

　私はベッドから立ち上がり、二人でドアから外に出ました。

　ギイギイとなる木の階段を降りて、酒場兼食事処が併設されたギルドの受付に出る。

「ヌハハハハハッ！　おーい、この肉料理もう一皿追加じゃっ！」

「ねぇねぇ、そこのお兄さん。ノノとイイコト、しない？」

　すると、聞き覚えのある声が聞こえてきました。

「お？　おおお！　ようやっと降りてきたのぉ！」

　飲み物を片手にブンブンと手を振るのは、レティシアさんでした。

　思わずビクッ、としてしまうあたり、若干トラウマに……、いけません。せっかく兄様に背中を押してもらったのですから。

「……食事中か？」

「そうじゃ、いい運動をしたからの、燃料の補給じゃ。お主らもそこに座るといい。ここの料理はなかなか美う味まいぞ」

　レティシアさんはカラッと笑って手にした骨付き肉を振る。

　あ、香辛料と少し焦げたタレのいい匂いが……。

「いや、別に飯は『クゥゥゥ』、……食べていくか」

　わ、私のお腹は鳴っていません。えぇ、この妹、何のことか全然分かりません。

　ですが、時間帯はお昼にちょうどいい頃合いでした。

　兄様と私、二人分の食事を注文して席に座ると、あまり待たずに料理が運ばれてきました。

「さっきは済まなかったの。最後だけちとやりすぎてしまったのじゃ。後に引くようなケガだけはなかったはずじゃが、大丈夫だったかの？」

「い、いえ、気を失ってしまいましたけれど、軽い打ち身や擦り傷ぐらいで……」

「そうかの。ちょっと失礼するぞ」

「あ、これは……」

　ぽうっ、と翠すい玉ぎょく色の光が私の全身を駆け抜ける。

　そして、数瞬もしないうちにかすかに痛んでいた体から痛みが消えました。

　それどころか、こころもち肌が綺き麗れいになった気も……。

「これで良しじゃ」

「あーっ、ずるーいっ！　ノノにも掛けてよ。それやるとお肌のハリが違うんだぁ」

「おっとと、急に手を伸ばすのはやめんか！　やってやるから、落ち着くんじゃ」

「うんうん、いい感じー♪」

「まったく、やれやれじゃ」

　ノノリックさんにも私と同じ翠玉色が宿る。

「それで、お主らはこれからどうするのじゃ？　妾たちは物資を集め次第、戦場へ行く予定なのじゃが……」

「俺たちはもう少しこの街にいるつもりだ。あんたらとの戦いで、まだ力不足だと思ったからな」

「そうか、いやなに、せっかく出来た縁じゃから、一緒に行けないかと思っただけじゃ。しかしまぁ、そういうことなら仕方がないの。けぷぅ、食った食った」

　空になった皿に、カランッとスプーンが置かれます。

「さて、妾たちはそろそろ行く。戦場で会うことがあればよろしく頼むの。ほらノノリック」

「ええ？　ノノ、まだうごきたくなーい」

「だ、め、じゃ。買い出しに出ている姉上から『心話』が入ったからの。もう行くぞ」

　カランカランッ、と数枚の硬貨を置き、レティシアさんはノノリックさんを引きずるように立ち上がりました。

「それじゃあ、またの」

「バイバーイ♪」

　兄様は軽く手を上げて返事をするので、私も慌てて小さく手を振りました。

　ガラランッと、ドアのベルが鳴り、二人はこの場から去っていきました。

「……ふぅ、まだここに残ってるのは分かってたが、向こうから絡んでくるとはな」

「ノノリックさんとも知り合いなのですよね、兄様」

「あぁ、……確かにこの手で殺した、はずなんだがな。なんだって生きてるんだか。剣を合わせた感じだと俺のことを恨んでるでもなさそうだし」

「どうするのですか、これから、ノノリックさんも、リリアさんも、……レティシアさんのことも」

「……どうするもこうするもない。レオンと、レティシアたちの両方を同時に相手どるだけの戦力はない。レティシアたちは先に街を出るそうだから、余計なことをせず、それを待つだけだ」

「……」

「仕掛けの火種は、今日つける。レオンが立ち上る煙に気が付く頃には、レティシアたちはこの街にいない。レティシアたちについて考えるのはその後でいい。他にも考えなきゃならないことが多いしな」

　兄様はそう言ってスプーンを置きました。

　その後も食事を続け、やがて程よくお腹が膨れた頃にテーブルの上の皿が空になりました。

「さて、それじゃあ帰るとするか。ちょうどよくいい話も終わったみたいだしな」

「いい話、ですか？」

「あぁ、帰ってから悠斗と一緒に話すよ」

　食事を終えて立ち上がり、出口へと向かいます。

「？　兄様？」

「………」

　しかし、兄様は出入り口付近で老人とすれ違った後に立ち止まってしまいました。

「お爺じいさん、また来たの？」

「……依頼は」

　私たちとすれ違った後、老人は依頼人が並ぶカウンターへと向かっていきました。

「依頼は、誰か受けてくれたか？」

「いいえ、まだあそこに貼りっぱなしよ」

「そうか……」

　老人はそう言うと酒場の隅の席へと向かっていきました。

「あの老人がどうかしたのですか、兄様」

「……いや、どうもしないよ」

　そう言って兄様は、今度は振り向かずギルドを出ました。





　　　　☆






「ふぅ、やれやれじゃの」

　冒険者ギルド二階の最奥にあるギルドマスター用の執務室。

　Ｓ級冒険者六名分の新規登録に付随する手続き書類を片付けながらヴァレリアはため息をついた。

「これで一通りの処理は終わりじゃの、ようやく一息つけるんじゃの」

　戦時下という特殊な状況で仕事が倍増していたヴァレリアは、更に降って湧いた難題が片付いたことに解放感を感じているようだった。

「さて、それじゃあごはんにするんじゃの」

　そうして椅子から立ち上がろうとしたその時のことだった。ヴァレリアの机に置かれていた鳥の置物がぽとりと台座から落ちる。

「……やれやれ、また厄介事なんじゃの」

　ヴァレリアはもう一度ため息をついた。

　引き出しの奥、魔力を遮断する箱の中に入れられた魔道具を取り出す。

　台座付きの水晶玉のような見た目のそれは、淡く光を放っていた。

『ヴァレリア、ヴァレリア。早く返答しなさい』

「はいはい、お待たせしましたの、妖精女王殿」

　魔道具から声が響き、ヴァレリアはその魔道具に向けて返事をする。

『生いけ贄にえを用意するのです。魔力素養の高い、できるだけ無む垢くなものを』

「了解しました。それで、今度は何人ほどで？　前回と同様に五人ほどでよろしいですかの」

　ヴァレリアはやはりこの要求かと思いながらそう返答した。

　妖精女王と連絡をつけるために渡されている魔道具。

『三十匹ほど用立てなさい』

「さ、三十ですかの？」

　しかし、予想していたよりもずっと多い数にヴァレリアは声を詰まらせる。

『えぇ、そうです』

「どうしてもそれだけの数が必要なのですかの？　それだけの数だと容易にはいかないですかの」

『必要です。しかし、理由をあなたが知る必要はありません。次の満月の晩に森へと運んでください。それでは』

　ブンッ、といつものように好き勝手に要求だけを告げて通信は切れる。

「はぁあああああ、また忙しくなるんじゃの。次の満月の晩って、ほとんど日にちがないんじゃの。レオン皇子はバカ貴族たちに兵を出させる交渉に忙しいし、これはまた残業が増えるんじゃの」

　深くため息をつきながら、意気消沈した様子で魔道具をしまいなおしてから、ヴァレリアは部屋から出る。

　その様子を覗き見る一匹のネズミにも気付かないまま、食事を取るために階下の酒場へと向かうのだった。






間章　滂ぼう沱だの共犯者






　ミナリスとシュリアは外界とは隔離された空間で、体力を使い果たして倒れ込んでいた。

「はぁ、はぁ、はぁ」「ひふっ、ひふっ、ひふっ」

　全面灰色をしたキューブ状の空間の中、二人は全身を床に預けて息を整えていた。

「ふん、もう限界か？　俺様が相手をしてやっているというのにその体たらく、万死に値するぞ」

　そんな二人を見下ろし、不機嫌そうな顔で傲ごう岸がん不ふ遜そんに言葉を吐き出す男がいた。

　上背のあるその男は豪ごう奢しゃな毛皮のコートに身を包み、オールバックにした灰色の髪を撫なでつける。

「ガラットくん、かっげきぃ～！」

「黙れ、駄女神。貴様が言うからこうして俺が直々に指導をしてやっているのだ」

　ガラットと呼ばれた男は、飄ひょう々ひょうとした様子のルナに不機嫌そうに鼻を鳴らした。

「真祖の吸血鬼たる俺にここまでさせておいて、むしろ成長が遅いくらいだ。だが、まぁ、これ以上は動けそうにもないか。ふん、軟弱者どもめ」

「無理もないんじゃない？　もうずっと休憩も取らずに訓練訓練訓練……、おもしろくなぁーい！　たーいーくーつーなーのーだーっ！」

「貴様の暇潰つぶしなど知ったことか。だいたい、今この状況になっている元凶は貴様の力不足だろう。その上なにをへらへらとしている」

「うぐっ、ガラットくんがいじめるぅーっ！」

「……ちっ、駄女神が。まぁいい、一度休憩の時間を……」

「「っ!!　ああぁあああああああああっ!!」」

　舌打ちをするガラットの言葉は、しかし、ミナリスとシュリアの声によって遮られた。

「か、感じます……、ごしゅ、ご主人様っ、ご主人様がいます……っ」「ま、間違いないのです、あうぅ、よかったのです、よかったのですぅ～!!」

　弾はじかれるように体を起こした二人。ミナリスはそこにいない誰かの身を抱きしめるように、シュリアはワンワンと堰せきを切ったように涙を流す。

「……いきなり何なのだこいつらは」

　ガラットは顔の皺しわを更に濃くしていたが、ただ黙って二人の様子を見ていた。

　ルナはというと、うんうんと頷うなずいている。

　涙をぬぐうこともせずにいた二人だったが、やがて泣き疲れてその場で眠ってしまった。

「もーだめだめだなぁ。これじゃあ風邪ひいちゃうよ？」

　ルナは、いつの間にか手にしていた毛布を向かい合ったまま眠るミナリスとシュリアに掛けた。

　訓練でボロボロになり、髪は乱れて顔は汚れてしまっていたが、眠る二人の様子はとても幸せな表情をしていた。

「今度こそ、守れるといいねぇ」

「…………」

　眠る二人を見ながらルナの零こぼした言葉を聞くガラットは、しかし何も言うことはなかった。
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第四章　深すぎる森と大地の悲鳴






　Ｓランク冒険者になってから数日、俺たちは宿の部屋の中で計画について話していた。

　レティシアたちは模擬戦のすぐ後に街を出ていった。レオンからの紹介状を携え、戦場に向かったのだろう。それに合わせ、【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】で、レオンは自覚のないままに少しずつその体を妖精種へと近づけている。

　すでに動き出している計画ではあるが、それが少しでも良いものになるようにと、待ちの時間には今後の動きの見直しと、修正を繰り返していた。

「ねぇ、海かい人と、やっぱり暴れさせるなら街でやった方がよくないかな。彼が本当に高潔な人間なら、そっちの方が堪こたえると思うんだけど……」

「いや、それは駄目だ。効果がないとは言わないが、費用対効果が悪すぎるし、人が増えれば不確定要素も増える。俺の未来の知識はもうあてにならない以上、どんな邪魔が入るか分からない」

　殺したいのはレオンだけだ。それをやると、さすがに無関係の人間を巻き込みすぎる。

「俺たちが一瞬で倒せるぐらいの強さなら問題ないが、レオンは強い。なりふり構わず全力でのぶつかり合いになれば、勝負がどっちに転ぶか分からないぐらいにな。そうなれば、俺たちはどんなに軽く見積もっても重犯罪人だな。せっかくＳ級冒険者になったのに意味がない」

　まぁ、それに関してはもうあまり意味はなくなってはいるのだが。

　もともと隠れて潜入していると考えていたレティシアたちの動向を掴つかみやすくするために軍内部での権限が欲しかっただけだが、奇くしくも繋つながりはできてしまった。

　その上、俺が勇者ではないせいか、あいつはＳ級冒険者なんて目立つ位置にいる。

「でも、それは一度目の時の話だろう？　今ならまだ……」

「むしろ随分と強くなってるな。たぶん俺の旅に付き合わずにいたからだ」

　皮肉な話だが、あちこちで『勇者の仕事』として人助けをしていた俺に付き合わず、ひたすら力を高めていった結果だろう。二度目の世界では、俺ではなく、レオン自身に合わせた修行も行えたはずだ。

「まぁでも、確かに多少物足りなくはあるんだよなぁ……。どうにかしてもっと苦しめられればいいんだが……」

　その時ふと、魔が差したような考えが脳裏に浮かぶ。

　…………もし、レティシアを俺たちの仲間に引き込めれば、復ふく讐しゅうはより良いものになるはずだ。

　レティシアが協力してくれれば、レオンと深い繋がりがあるらしいリリアと併せて殺してやれればもっと……。

（何を考えてるんだ俺は。レティシアの姉を殺そうとしているくせに、矛盾してる）

　その時、キィ、と軽く木の擦こすれる音がして、扉が開いた。

「兄様、悠ゆう斗とさん、食事ができたので持ってきました」

　舞まいが盆にのせられた大皿料理を持って部屋に戻ってきた。

　あくまで傾向としてだが、獣人は大味で量が多い料理を好む。それに合わせているため、屋台料理で済ませようとすると、どこの屋台も単調な味付けの料理ばかりになる。

　そんなわけで屋台料理にも飽きてきたので、各人が持ち回りで料理当番をすることにしていた。今日の料理当番は舞だったので、話の途中でいったん抜けて、階下で昼飯を作っていたというわけだ。ちなみにメニューはいくつかのスパイスを使用した麻婆マーボー豆腐もどきだった。

「それで、何の話をしていたんですか？」

　俺たちは食事をしながら舞がいない間に話した内容をざっと伝える。

「なるほど……、そうなるとやはり、兄様の大罪の剣つるぎを使えないのでしょうか。兄様の奥の手なのですよね？」

「現状、難しいな。獅し子しの獣人は鼻がいいから、だまし討ちで血を飲ませる必要がある『嫉妬』は厳しい。『怠惰』は力を振るうための呪いの武器がない。『色欲』はレオンぐらいになると、箱で囲む前に避けられる。『傲ごう慢まん』はペナルティが重くて今後の動きに支障が出る可能性が高い。『暴食』は能力の方向性が対個人へのものじゃない」

　俺は自分が使える大罪シリーズの心剣について、ざっと問題点を挙げた。

　手に入れていない『強欲』と『憤怒』の心剣なら、もしかしたらこの状況に即した能力を持っているかもしれないが、そんな都合のいい妄想をしてみたところで今その力が手に入るわけじゃない。

（ミナリスやシュリアと合流できなかったのは、やっぱり痛いな。毒と幻術が使えるミナリスに、魔力体に干渉できるネコや夢の内容なんかに干渉できるクマを従えたシュリア。あいつらと合流できればどれだけ心強いか……）

　無事では、いるはずだ。

　Ｓランク冒険者で閲覧可能な情報には、ミナリスとシュリアについての情報はなかった。この街で調べられる範囲に、ミナリスとシュリアの情報はなかった。

　それでも、この世界に戻ってきて以降、日に日にミナリスとシュリアと結んだ契約が力を取り戻しているのを感じる。

　二人が近くにいるか、もうしばらく待って契約の力が強まれば、契約を伝って『心話』で連絡を取ることも可能だろう。

（まずは、レオンへの復讐を完遂する。そうすれば復讐の契約も活性化するはずだ。だから、今は目の前のことに集中するんだ）

「結局、復讐する時はガチンコでやり合うしかないだろうな。殺さず無力化させるのはなかなか骨が折れるだろうが、やってやるさ、それぐらい」

　カランッと、空になった皿に置かれたスプーンが音を立てた。

「さてと、それじゃあ最後に軽くひと眠りするか。今日が満月の晩だ。ヴァレリアも動き始める」

　本当、ギリギリまで繋がりの影が見えなかったから、ヴァレリアと妖精は繋がりがないのかと大いに訝いぶかしんだが、やはり考えた通りだったようだ。

「あいつも、惨むごたらしく殺してやる」





　　　　☆






　ヒカリゴケで照らされた地下道を抜けた先は、満月に照らされた夜の森。

　魔力濃度の濃い森の中は、満月の光を浴びて木々が淡く光る魔力反応を示している。

　数秒ごとに少しずつ色みを変える森の中は、神秘的とさえ言える美しい光景じゃった。

「ふぅ、いつ来ても満月の夜のこの森は綺き麗れいなもんじゃの」

　妖精たちのいたずらや、妖精女王の無茶な注文さえなければ、甘味を肴さかなに酒でも飲みたいぐらいの場所じゃった。

「お姉ちゃん、どこいくの……？」「ぼく、ねむい……」「みぎゃあ、みぎゃぁあ！」「…………」「足疲れたぁ……」「ほら、もうちょっと頑張って」

（あぁ、あと、こういう子らがおらなければじゃの）

　儂わしの周りには十歳にも満たないような小さな人影が三十人。小さな人影たちは子供に抱えられた赤ん坊を含めて色んな人種が入り交じっていたが、その誰もがみすぼらしい格好をしていた。

（やれやれ、これだけの数となるとただ連れてくるのも面倒なもんじゃの）

　妖精女王ベリーベルが不定期に送ってくる『おねだり』のために、秘密裏に作らせた街中と森を結ぶ抜け道。

　きっちりと処理を行ったおかげで今は儂だけが知るその道は、土魔法で歩きやすく整備された一直線の道ではあったが、それなりに距離がある。

　多数の子供を連れて歩くのは、ちと老骨には厳しいんじゃの。

　それに夜の冷たい空気は老人の肺に堪こたえるんじゃの。

「さてさて、それじゃあ行くんじゃの」

「お、おじさん、ここ、どこなの？」

「ふむ、騒がず静かについてくるようにと、説明したはずじゃの」

　戦争が起こったことで身寄りを亡くした孤児は多い。ここにいるのは街の隅でうずくまっていたそういう子供たちだった。

　妖精が気に入る『無む垢くな者』という指定も、少しの食事と金をチラつかせれば簡単に集められるところも、子供の方が簡単に満たせるから好都合だったんじゃの。

　それに子供なら……。

「で、でも、森の中に来るなんて聞いてなかったし……、他のみんなだって……」

「やれやれ、うるさいのぉ。いいから黙るんじゃの」

　人ひと気けさえなくなれば、あとはどうとでもできるんじゃの。

「え？　ぎゃっ!?」

　汚れた手で服の裾を掴んでいた少年を払いのける。

　そして、待機させていた魔法を起動する。

　ギャリギャリギャリと音を立てて具現化した魔力の鎖は、その場にいた子供たちの手首へと繋がりを見せる。

　儂の腕にはそれらの鎖が束ねられた一本の鎖が握られている。

「ギルドマスターというのも柵しがらみが多くて困るんじゃの。子供の相手をするにも気を使わんとならんのじゃの」

　地位にふさわしいだけの贅ぜい沢たくはできておるから、文句もないんじゃがの。

「さて、思ったより遅くなってしまったし、早く移動せんといかんのじゃの」

　子供の足に合わせた移動速度で地下道を歩いてきたせいで、普段よりも遅れている。

　時間の感覚が人とは違う妖精じゃけれど、奴らは気まぐれなんじゃの。

　癇かん癪しゃくを起こす材料は少しでもないに限るんじゃの。

「やめてっ、急にどうして……っ」「おじさんっ!?」「いだいっ!!」「やだ、やだやだやだぁあ!!」「うぉああああああんっ、あああああっ!!」

　ザリザリと子供たちを引きずりながら森の中を行く。

　妖精女王の名にふさわしく、超然とした態度を崩さないベリーベルが今回は焦ってる様子じゃったしの。とっとと子供を引き渡して身を引くに限る。

「うーん、儂も齢としじゃのぉ。子供の声は耳に響くわい」

「どうしてっ!?　どうしてこんなことをするの……っ!?」

「妖精女王との契約なんじゃの。儂が楽に出世する見返りに、妖精女王の要求に応えることになっておるんじゃの」

　暴れる子供たちを無理やり引きずり、いつも妖精女王との密会に使っている場所へと歩く。

　いつもの五、六人と違い、赤子含みとはいえ三十も引きずるのはなかなか重労働じゃの。

「やっと着いたの」

　そうしてたどり着いたのは、森が少し開けた、倒れた石柱が円になった場所。

「おーい、ベリーベ……、うぬ？」

　その中央へと向かおうとした時、ふいに引っ張っている鎖に返ってくる抵抗が強くなった。

「なんじゃ？　鎖が木にでも引っ掛かったのか？」

　振り返ってみれば、そこには、鎖で縛っていた子供らが立っている。

（……なんじゃ？　様子がおかしいんじゃの）

　先程まで引きずられるままだった子供が、俯うつむき加減に横一列で直立している。

　痛い痛いと喚わめいていた子供や、兄姉に背負われていた赤ん坊までがだ。

　そして、口元が動いていないにもかかわらず、地の底から這はうような声が湧いて出る。

「ねぇ、どうして？」

　見た目と同じ子供っぽい甲高い声、あるいはシワガレた老人のような声。

「ねぇ、どうして？」「ねぇ、どうして？」「ねぇ、どうして？」「ねぇ、どうして？」

　まるで示し合わせてでもいるかのようにゆっくりと子供たちが首を捻ひねっていく。

　いつ入れ替わられたのかは分からないが、これは明らかに人ではない。

「……まずいのぉ。妖精に嵌はめられたかのぉ」

（随分となまっておったんじゃの。まさかここまで絡みつかれるまで気が付かんとは）

　若い頃に潜くぐり抜けた修羅場の数々で感じてきた、じっとりとした目で暗がりから見つめられる死の気配。

「ドウシテ」「ネェ、ドウシテヨ」「ドウシテナノ」「ドシテ？」「ドーシテ」

　湧き出す汗に湿り気を持つ肌。

　すでに子供たちに扮ふんした化け物の首は、生き物の構造上あり得ない角度まで回っている。

「ふんっ、何が狙いか分からんじゃの。とはいえ、このヴァレリア、そうやすやすとやられ、……なんじゃのっ!?」

　ボコッ、と盛り上がった地面から突き出されたのは骨だけの人間の手。

　化け物へと繋がったままの鎖を利用しようとしたその時、子供のものらしい小さな骨の手が、儂の足を掴む。

「ちぃっ、アンデッドじゃのっ!?　邪魔を……、なぐっ!?」

　最初は弱々しい力だった。しかし、振り払おうとした途端、急にその力が強くなる。

　それどころか、まるで湯が急に沸騰するようにボコボコと地面からいくつもの手が伸び上がってくる。

「がぐっ、これっ、は!?」




「お前を恨む人間だよ。そいつらは」




「……っ!?」

　一瞬、全身が金縛りにあったように動かなくなった。

　その言葉は闇を纏まとった太すぎる死の杭くいのように儂の体を縫い留めた。

「妖精女王はお前に生いけ贄にえを求めた。醜悪な遊びの玩具おもちゃに、より大きな力のための供物に、増殖していくための苗床として」

「その、声は……っ、ぐぎぎっ!!」

　つい最近に聞いた声。

　しかし、声の主に驚く暇もなく、堰せきを切ったかのような勢いで這い出したいくつもの骨が縋すがりつくように纏わりつき、信じられない力で儂の皮膚をちぎり取り、あるいは噛かみ千切り始める。

「放せっ、アンデッドごときが儂に……っ!?　な、なんじゃ!?」

　纏わりつくスケルトンどもを叩たたき潰つぶそうと拳を振るうが、まるでそこに実体がないかのように拳が空を切る。

「こ、これは、ただのスケルトンでは、グゥググッ!!」

「恨みはこびりつく。理不尽を敷いた世界に、自分たちを弄もてあそんだ妖精たちに、自分たちを地獄に追いやったお前に。この森で、木々の魔力に覆い隠されながら、それでも色あせることなく、消えるものかとばかりにしがみつく」

　痛いっ、痛いっ、痛いっ、痛いっ。

　ぶちゅりっ、ぶちゅりと肉が引き千切れ、かみ潰される水っぽい音がする。

（な、なぜなんじゃのっ、弾力性に富んだ儂の外皮がこうも容易たやすく……）

　ザワザワザワと傷口から全身へと、霜が根を生やすような冷気が入り込んでくる。




　─────喰くわれる、喰い潰されていく。




「貴様がっ、貴様らが何かしておるのかっ!!」

　混乱のさなか、答えを求めて目の前の三人組へと叫ぶ。

「いいや、俺たちはなにもしてねぇよ。お前の相手にふさわしいのは俺たちじゃない。だから俺たちは力を与えてやっただけだ」

「「…………」」

　Ｓランク冒険者として戦場に出たいと試験を受けに来た三人組。

　一歩前に出たリーダーらしい男の底冷えする氷の声。

「許せないかと問いかけて、死んでなお許せないと求められた。だから、体を与えたんだ。消せない憎しみをより固めたその仮の体をな」

　そう言って、男は薄く微笑ほほえむ。

　冷たく、冷たく、ただ冷たく。路傍の害虫を見下ろす嫌悪の目で。

「たとえ自分たちのもとに何も残らなくても、せめて理不尽に自分から奪っていった相手の全てを奪うための力を。そいつらはアンデッドじゃない。ただ今の一瞬、俺が力を貸している間だけかりそめの姿を得た、怨おん念ねんの塊だ」

「っ、レイスかっ!?　ならこんなものっ、魔力を纏わせて殴ればっ!!」

　魔力体の一種であるレイスなら、身体強化の応用で拳に魔力を乗せれば吹き散らすことができる。

　できるはずが……

「ギギギグッ!!　な、なぜなんじゃのっ!?」

　しかし、得意の水属性を宿した拳をどれだけ振り降ろそうとも、返ってくるのは先程と同じ空を切る感触と、鈍く赤い水音とともに響く凍えるような痛みのみ。

「レイスなんかと一緒にしてやるなよ。そいつらは、もう生きることに執着しているわけじゃない。正真正銘、ただ憎い相手を食い潰したいだけの怨念なんだよ」

「────～～～～っ!!　ふざけるなよガキがぁっ!!」

　ここにきてようやく、自分が殺されかけている実感が強烈に湧き上がる。

　戦場を離れて平和ボケしすぎた感覚が、一気に吹き飛ばされる。

　怒りと死の淵ふちを潜ってきた経験が、一時的に痛みも忘れさせるほどに思考を真っ赤に焼く。

　己の中の魔力を体中へと行き渡らせ、全身の細胞を活性化させる。

　それは、魔法にハンデを抱えた獣人が他人種に対抗するために編み出した奥義。




「────『獣じゅう化か』ぁぁああああっ!!」




　それは圧倒的な戦闘力を獣人へと与える。

　身体能力の絶大な強化。

　単純にして明快な能力はそれだけに強力であり、これまで何度も儂の命を救ってきた。

　たとえどんな窮地に陥っても、この力をもって切り抜けられなかった危険はなかった。

（妖精女王との契約で得たこの力があれば、こんな状況などっ!!）

　数多あまたのリスクを孕はらみながらの妖精たちとの関わりが齎もたらした、現在の地位やレオン皇子との繋がり、そして、獣人の頂に座するこの力。

　しかし、




「あ～ぁ、やっちまったな」




　嘲あざ笑わらうその声は、まるで獲物を甚いた振ぶる残虐な化け物のようだった。

　そしてその声が、再び進もうとする道を塞ふさぐ。

「「「「グゲゲゲゲゲゲゲゲッ!!」」」」

「グガガガガアッ!?　な、なぜじゃのっ!?」

　膨らみかけた力が、何かに吸い取られるようにして消えていく。

　歓喜のようにも、憤怒のようにも、悲哀のようにも聞こえる声を骸がい骨こつどもがあげる。

「そいつらは、怨念が深ければ深いほど、相手が憎ければ憎いほど力を増す。ほら、妖精の力を間借りしたまがい物の獣化なんて使ったから、余計に怨念の強さが増した」

　ニヤニヤと笑いながら紡がれる言葉。

「「「「ゲラゲラゲラゲラゲラゲラゲラッ!!」」」」

　幾重にも重なる愉悦に満ち満ちた髑どく髏ろの哄こう笑しょう。

　儂の体を喰らい、喰らった血肉を取り込むように白磁の骨が赤黒い色を帯びていく。

「な、なんじゃそれはぁっ!!　何をした何をした何をしたっ！　そんなめちゃくちゃな力があるわけないんじゃの！　『獣化』っ、『獣化』っ、『獣化』ぁああああああっ!!　なぜじゃのぁぁあああっ」

　力。多くの犠牲を払いながら、手に入れてきた力。

　それがその片へん鱗りんすら見せられずに封じられて、いや、喰いつくされていく。

　足あ掻がいても足掻いても地面から伸び上がる骨の手は振り払えず、数を増した髑髏どもが、ついに首から下を覆いつくす。

　しかも、途中からまるで甚振るように少しずつ、少しずつ体の表面をその歯で削り取っていく。

「ふざけるな、ふざけるギギギギュ!!　ガッ、お、おいっ、助けるんじゃの妖精どもっ!!　契約違反じゃっ、何度も何度も便宜をはかってきてやったじゃろう!!　儂にちか、ら、を……」

　暴れて暴れて暴れて、必死に振り払おうとする死の影。

　それはジワリジワリと這いずるように近づいて、痛みと恐怖と混乱で頭の中を漂白していく。

　けれど、それももう終わる。終わらせられてしまう。

「ビュロロロォロォロォロァオロロロォッッッッッ!!」

　ガゴガゴッと音を立てて這い出してきた、儂の体より巨大なしゃれこうべ。

　他の骸骨以上にそれは禍まが々まがしく赤黒く、青紫の何かが血管のように脈打ち、這いまわっている。

「や、やめるんじゃの……、い、いやじゃ。なんでなんじゃの。どうしてこんな目に遭うんじゃの」

　凝縮された死の塊が大きく口を開く。

「ヤメヤメヤメヤメッ、お、お主らっ、儂をたすけ、助けてくれっ!!」

　なりふり構わず、この状況の引き金になったらしい相手に許しを請う。

「ランク試験でも便宜を図ってやったんじゃのっ!!　妖精の加護だって儂が口利きしてやるんじゃのっ！　儂にできることならなんでもやるんじゃのっ、死にたくない、死にたくないんじゃのっ!!」

「ってことらしいけど、どうする、お前ら」

「情けを掛ける理由が見つかりません」「僕もだね、この世界の人間なんてみんな死ねばいいよ」

　どちらも吐くように言葉を捨てる。

「だってさ、残念だったな」

　酷薄な笑みを浮かべ、男もまた言葉を吐き捨てる。

「それにさ、助けを求めるなら相手が違うだろ？　許しを請うべき相手は俺たちじゃないだろう？」

「ば、馬鹿なっ、そんなものっ、こんな化け物に通じるはずがっ」

「なんだ、ちゃんと分かってるんじゃないか」

　ゴォオオッ、としゃれこうべは唸うなり声に似た何かの声をあげ、儂を飲み込む。

　そして、男はより一層笑みを深めた。

「謝罪が通じない相手っていうのはさ、化け物なんだよ。化け物でもいいと思っちまった人間なんだよ。だからさ、…………そのまま化け物に食われて死んでいけ」

「ふざっ、ふざけるなっ！　儂は、儂はギルドマスターじゃぞっ！　誰かぁああああガビュフッ!!」

　最後に聞こえてきたのは、ぐしゃりと骨が砕ける音と、血肉が潰れる水音。

　そして、どこからともなく誰からともなく、たくさんの声が重なり合った嗤わらい声だった。





　　　　☆






「さて、それじゃあそろそろ、害虫駆除の時間といこうか」

　喰いつくされるヴァレリアの遺い骸がいを見届け、俺は途中から様子を窺うかがい続けていた気配へと声を掛ける。




「…………愚かな」




　まるで空から降りるように現れたのは規格外に大きい一人の妖精。

　黒と白の色が渦巻く水晶を抱えた、両目の下に泣きぼくろのある五歳ぐらいの小さな女の子。

　月の光を受けて輝く白の長髪と背から大きく広がった羽がなければ、見た目だけは普通の女の子に見える。

「よぉ、久しぶりだな。ベリーベル」

「あれが……」「妖精女王」

　しかし、纏う空気が人のそれとは明らかに違った。

　違う世界の住人、残虐な享楽の世界の女王。

　一度目の世界では、その片羽を切り落としたが、戦闘の混乱の隙すきをつかれて逃げられた。

「と言っても、お前は覚えちゃいないんだろうが……」

「いいえ、覚えています。世界の反逆者よ」

「あん？　……どういうことだ」

　予想の外にあった言葉に、俺は目を細める。

「べつに、どうということもありません。どうせ、もう、なにも止まらない。ようやく動く日が来た。あぁ、ようやく、ようやくようやくようやく……」

「……なんだ、お前」

　陶酔したような笑みを浮かべ、ベリーベルはいとおしそうに自らが手にした水晶を撫なでる。

「うふふ、ようやくこの役目も終わる。それはとてもとても素晴らしいこと」

「……まぁいい。予定通り、お前は今度こそ潰す。なぁに、時間はまだしばらくある。話はゆっくりと聞かせてももらうさ」

「この身の役割も必要なくなる……。ようやく消えることができる」

　ベリーベルは妖精女王だけが持つ祖の秘宝である水晶を、何かに捧ささげるように掲げ持つ。

「っ、お前まさかっ!!　やめろっ!!」

　とっさに動き出すより早く、その水晶が甲高い音とともにはじけた。

　その途端、ベリーベルの体が宙でほどけるように粒子へと変わり、消えていく。

「てめぇ……」

「哀れで愚かで無知な勇者、それではごきげんよう。獅子の王子と魔の従者によろしく」

　妖精女王は本当に幸せそうな表情のまま、最後に微笑を残してその姿を消した。

「に、兄様、これはいったい」「……」

　俺はベリーベルが消えていった跡を睨にらみつけた。

「……ちっ、今は、まだいい。まずはレオンに集中だ」

　苛いら立だちを吐き捨てるように俺はそう言った。

　ベリーベルには、俺の知らない秘密があったのかもしれない。レオンがベリーベルを救ったのもそこらへんに何かの理由があったのか。

（……関係ない。なんにしても、俺がやることは変わらない）

「……次はお前だ、レオン。絶対に逃がしはしない」

　その時はもう、目の前だ。





　　　　☆






　レオン＝ガイルード。

　自分の名前の由来を知りたいと思ったのは、いくつの時だったか。

　レオンという名前が金獅子の獣人として王家に生まれた皇子につけられることが、古くからのしきたりだと聞いたからだった。

　城の地下にあった書庫で、古くからのしきたりだからと古い本を探してみて、幼い頃の俺に『古文書を読む』という趣味ができた。

　古文書には多くの情報が載っていた。当然、荒唐無稽な話ばかりで、矛盾する話も多くて、けれど、それらの情報を繋ぎ合わせて真実を類推するのは楽しかった。

　そう、そこまでは本当にただの趣味だった。『こんな真実があるかもしれない』と夢想するだけの趣味。それが変わったのは、不正で取り潰しになったある貴族の家から押収した、ある本に出合った時からだ。

　その本の内容はなぜか暗号化されていて、時間を掛けて読み解いた結果判明したのは、『神の力の眠る場所』に関して書かれた本ということだった。

　なかなか手の込んだ古文書を解読しきった達成感に俺は高揚していた。しかも、解読を終えたその時、『神の力の眠る場所』とやらに記された場所が、ちょうど近くにあると知り……




　結果、俺は神の力の一端を手に入れた。




　それと同時に、今まで一笑にふしてきた、ただの趣味の類推がにわかに現実味を帯び始めた。

　俺は武者修行の旅に出た。書庫から引っ張り出した古いしきたりの中に、見聞を広めるために世界を回るというものがあったからそれを隠れ蓑みのにした。

　古文書に記された各地の遺跡の調査を進めていく中、浮かび上がってきた繰り返される歴史の構図と、見え隠れする何かの存在。

　否定する材料を探せば探すほど、推論を裏付ける要素が揃そろっていく。その途上で俺はリリアと出会い、俺たちの時代でもまた、それが繰り返されようとしていると知った。

　この世界が壊され、いずれ搾りカスのような死の世界になってしまうことを知った。そして、その日までこの世界の人間は延々と駒として殺し合いを続けていくことになる。

　魔王が生まれているのなら、いずれこの世界にも勇者が現れる。そしてまた、今までと同じように戦いが始まり、そしてまた一歩、この世界は死に近づく。

　神のために命を捧げて。神の描くままに弄ばれ続けて。多くの人が死んでいく。

　…………そんな世界でいいはずがない。そんな世界は間違っている。

　だから俺とリリアは神を殺すことに決めた。

　どこかで誰かがやらなければ、気が付いた誰かがやらなければと。

　そうしなければ、いずれ世界が壊れてしまう。







「ヴァレリアが失踪した？」

「は、はい、五日ほど前にぱったりと姿を消してしまいまして」

　貴族たちへの根回しを終え、援軍を引き連れて戦場に戻る前にと立ち寄ったギルド。

　栄誉と金を求めて戦場へと向かった冒険者たちの煽あおりを受けて、最近はめっきり静かになっていたはずが、なにやら慌ただしく職員が行き交っている様子だった。

　そして応対に現れた副ギルドマスターに尋ねた返事が、失踪中という話だった。

「心当たりの場所は全て当たってみたのですが、手かがりひとつないありさまでして、申し訳ありません」

「書き置きや伝言もなかったのだな？」

「はい、貧民街の方へと向かったのが最後の目撃情報です」

「貧民街で何か騒ぎは？」

「一応調べさせましたが、特に変わったことはないとのことでした。しかしながら、その、あの場所は荒くれ者も多く、常日頃から何かあるのが普通の状態になっておりまして……」

「少なくとも、建物が倒壊するようなレベルの騒ぎはなかったということか」

　王族で萎縮しているのか、冷や汗をかいている副ギルドマスターは緊張をにじませながら答える。

（ならば、無理やり連れ去られたりしているわけではないな。多少衰えたとはいえ、獣化を使えるヴァレリアが手がかり一つ残さず消えた。となると、妖精絡みか？）

　誰にも知られず消えたとなると、奴自身がそのように動いたと考える方が合理的だ。

　だとすると、いつもの妖精のおねだりを叶かなえに行った可能性がある。

（スラムにはリリアに作ってもらった、街の外、妖精の森へと続く秘密の抜け道がある。なら……）

「最近、森の方で何か異変はなかったか？」

「森？　妖精の森のことでしょうか」

「あぁ」

「最近よく飲んだくれのきこりの連中が森の奥で変な魔物を見たとギルドの酒場で騒いでるのを聞きますが、他に思い当たることはありません」

　急に変わった話題に多少戸惑いながらも、副ギルドマスターはそう答えた。

「そうか」

　妖精の森で何か不慮のトラブルがあった可能性が高い。

（ベリーベルの勘気にでも触れたか？）

　無垢な子供の姿で、人間たちを完全に見下した妖精たちの女王の姿を思い出す。

　あの気まぐれな人外は、果実を摘み取るような気安さで人の命を摘み取る。

　奴はあの妖精女王と契約を交わしているらしいが、そんなもので安心できるような存在ではない。

　何せ妖精たちは、真祖の吸血鬼と同様、神に直接生み出された生物なのだから。

「……」

（まずいな。しかし、契約まで交わしていた相手をそう簡単に殺すとも思えん。……やはり、俺が直接見に行くのが確実か）

　ヴァレリアの安否には正直なところ関心がない。あれは、心の根が自己への欲に満ちている。

　どちらにせよ誰かが犠牲になる必要があったとはいえ、妖精たちに罪のない相手を生贄として差し出し、その対価として得た力で成り上がった地位を楽しげに享受していた。

　たとえ、俺もまた同じ穴の貉むじなに堕ちているとしても、心配をしてやる義理もない。しかし、妖精たちに何かあったなら、急いで調べる必要がある。

（まだ俺たちには龍脈を抑える手段も、実体のない妖精から神の力を奪えるだけの算段もついていない）

　妖精は、この世界を簒さん奪だつした神の使いだ。

　神の支配力を強めるとともに、この星の龍脈を管理する役目を負っている。特殊な魔力体であるからこそ、本来の管理者である神の力の一部を扱い、龍脈を抑えることができる。

　奴らが消え、龍脈が乱れれば世界のあちこちに魔力の吹き溜だまりができる。その結果として起こるのは、魔物の大氾濫に、強力な個体の発生、付随して異常な気象の地域も出来上がる。

　そんなことになれば、混乱は必至だ。だから、この街の人間には悪いが、奴らがしていることを知っていても、奴らを駆除するわけにはいかない。

　何より、数少ない神への手がかりの一つ。それも意思疎通が取れ、所在もはっきりとしている。

（伝承に記された神のシナリオ通り、俺たちの世代でも魔王率いる魔族と、勇者率いる人類との戦いが始まった）

　もう、さほど猶予は残されていない。

（王国は自国内から加護を受けた人間を勇者として選出したらしいが、おそらくは欺ぎ瞞まん情報だ。魔王が本物である以上、勇者もまた本物、伝承通りなら別の世界から神の力を得て我らの世界に訪れた人間のはず）

　なのだが、王国の勇者とは今なお接近できていない。白銀色のフルプレートの鎧よろいを纏っているが、その素性は杳ようとして知ることができない。男か女かすら、確認が取れていない。

　常にアレシア王女がそばにいて、情報を掴むことができなかった。

　ここで妖精という貴重な情報源を失うわけにはいかなかった。

　いずれ敵対することになるにせよ、今はまだ平常通りでいてもらわねば。

「邪魔をした。これで失礼する」

　俺はギルドを出ると、部下に戦場へと先行するように指示を出し、一人森へと向かうのであった。







「これは……」

　砂地の地面を抜け、土地の魔力により歪いびつな成長を遂げた木々の茂る森へと足を踏み入れる。

　森の奥深くの泉にいるであろう妖精女王と話をするため、奥へ奥へと進んでいく最中、どこからということもなくその違和感は強まっていった。

「何かが起こっているな」

　妖精の森は外周部は砂地の地面だが、奥へと進むとだんだんと地面は魔力を濃く含有すること以外は普通の土へと変わり、魔草ばかりが茂ることと濃い魔力を受けて成長した木々の見た目を除けば普通の森のようになる。

　一見、以前この場に来た時と、森の姿は変わらないかのように思える。

　だが、獣人としての直感が、森の異変を敏感に感じ取っていた。

（ここに来るまで一匹も妖精を見ていない）

　妖精は基本的に感知することができない。

　奴ら自身が姿を見せようとすれば別だが、姿を隠している妖精を察知するには神の力をその身に宿しているか、特殊な感知系のスキルを持っている必要がある。

　俺の場合は、幼い頃に手に入れた力の欠片かけらを使う間は前者であり、そうでない時は後者だった。

　俺が持っている「絶対嗅覚」というスキルなら、妖精の位置も臭いで追うことができる。しかし、その嗅覚に妖精の存在を確認することはできなかった。

　神の力は俺にとってもリスクが高く、むやみに使ったところで状況が好転するとも思えない。

「それに、時折残っているこの臭い……、妖精と似ているが、確実に別物だ」

　ヒクヒクと鼻を刺激する臭いは、妖精に似た甘い花の臭いをしている。しかし、妖精の臭いを毒花の蜜の臭いとするなら、この臭いはその毒花を使った香水のような臭いだ。

　どちらにせよ、ろくなものではない。

（しかし、こうなると魔力理論の天才であるリリアが魔王と共に行ってしまったのは、タイミングが悪かったな）

　異常が発生しているのは明らかだったが、嗅覚では原因究明には力不足だ。神の力を解放しても、長時間その状態を維持できるわけじゃない。

　魔力自体に対する深い知識と洞察を持ち、「深魔眼」という固有スキルを持った恋人の存在がここにないことを残念に思う。

（それに、ここ数日はどうにも体の調子が不安定だし……、一度引き返すべきか？）

　周囲への警戒は緩めないまま思案する。

　ここ最近、どうにも体の調子の好悪の波が大きく振れることが多い。

　やたらと調子が良い日があれば、調子が悪い日もある。戦闘中やダンジョンなどの危険な時は大抵調子が良いので問題ないが、金銀財宝ばかりの貴族の私邸の中にいる時は、やたらと体がだるく感じた。

　今までこんなことはなかったため、もやもやとした違和感に最近は苛さいなまれている。

「……いや、なにを考えている。そもそも、今は調子が良いのだから、何の手がかりも得ずに引き返す方がおかしい」

　実際、今も街から離れて森の中を進むほどに体の調子は良くなっているように感じる。

　どうやら思ったよりも自分でも気が付かないうちに、焦りや不満を感じていたのかもしれない。

　俺は首を振り、自分の中の警戒度を引き上げるに留とどめて先へと進んでいく。

　そして、赤い夕日の光がだんだんと青みを帯び始めた頃。森の最奥、最も魔力濃度が濃く、魔力が溶け込み変質した水の湧き出る泉にたどり着く。

　泉の中央には妖精樹と呼ばれる樹が赤、青、緑、黄、白、黒と節操なく様々な色をした葉をつけていた。

　ここは、妖精郷と呼ばれる場所だった。

　初めて来たのは六年前のこと。文献から類推し、妖精の実在と、妖精が本当に神の力を宿した使者なのかを確認しに来た。

　その時、妖精女王ベリーベルはまどろむような微笑を浮かべ、妖精樹の前にふわふわと浮かぶ魔草の花で編まれた玉座に座っていた。

　妖精の性質の邪悪さにはすぐに気が付いた。

　そして、その玉座に座るものの邪悪さにも、今ようやく。




「やぁ、こんばんは。いい夕闇だなぁ、レオン」




「…………なるほど、どうやら嵌められたようだ」

　その玉座には一人の男が座っていた。

　ダンジョンにて龍殺しを成し、その素材売却の功績をもってＳ級冒険者となった男。

　玉座の両脇には彼のパーティーメンバーである二人もいた。

　そして、その奥には醜い化け物が、まるで王に傅かしずく騎士のようにずらりと並んでいる。

　どう見ても、和やかに会話を始めるような雰囲気ではなく、ピリピリとした戦場の空気を感じる。

　俺は森に入る前に装備した愛用の武器、アダマンタイトとミスリルを合わせた魔導合金で作られたナックルを握りなおす。

　カイトといったか、その男はスッと立ち上がり、まるで何かに酔ったような調子で大きく両手を広げた。




「さぁっ、始めようかレオン！　ここがお前の終着点ッ、どこにも行けない地獄の底だ!!」




　そう言って、化け物を従えたその邪悪の王は、まるで世界そのものを貶おとしめるかのような嗤い声をあげていた。

「その化け物どもがお前の手下というわけか。一応聞くが、お前たちは何者だ。この森の妖精たちはどうした」

「さぁ、どう思う？」

　最初から期待はしていなかったが、答える気はないようだった。

　スキルか何かを使っているのか、宙を歩いて泉のほとりまでやってくる。

「それが返答か。ならば仕方がない、お前を叩き潰して正体と目的を知るとしよう」

「やれるものならやってみろよ。まずは第一段階だ。お前が欲しがった力とやらで、真正面から徹底的に潰してやる」

　次の瞬間、それぞれの足元で爆発が起きたように地面が弾はじけ、金属を引き裂いたような甲高い音が響いた。

「他の連中は掛かってこないのかっ？」

「あぁ、こうしてお前とやり合うのは俺だけだよ。あいつらの出番はまだあとだっ!!」

　訓練場の時と同様、固有の能力らしくいつの間にか手には二振りの剣が握られている。

　ガガガガガガガッッと金属同士がぶつかり合う打撃音が響く。

「っ、訓練場の時よりも、速いなっ」
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「アハハハッ！　あったりまえだろうがっ、こっちは我慢して我慢して我慢してっ、ようやくここまでたどり着いたんだからなぁっ!!」

　訓練場では手を抜いていたのか、驚異的な速度で剣を振るい、拳の手数についてくる。

　だが、それ以上に気になるのは、目の前の男から神に属する力を感じるということだった。

　神に属する力ということは、神に影響を与えられる力ということ。できるのなら仲間に引き込むか、そうでなくとも協力関係を望みたい。

（しかし、この目。誰にも恨まれない生き方をしてきたとは思わないが、この根の深さは……）

「お前、その力っ、どこで手に入れた!!　俺を襲い、何を成すっ！」

「てめぇに、答える、義理はないっ!!　お前がいま分かってればいいのはッ、俺がお前を壊れるぐらいに恨んでるってことだけなんだよっ!!」

　一度距離を取るため、力を込めた拳を突き出すと、カイトはナックルの撃鉄を剣の刃やいばで受け止め、ガリガリと地面を削りながら後方へと下がる。

「……和解の道はないということか」

「ハッ、あり得ねぇよ」

「そうか、やはり復讐か。覚えはないが……、俺にも目的がある。お前の力の出どころも、妖精たちについても、その背後の妖精に似た匂いのする化け物についても、力ずくで聞かせてもらう」

　全身に魔力をみなぎらせ、心の臓が叫ぶように大きく脈動する。

　それは、俺が得た神の力の一端。

　獣人の頂点たる力の、更に奥の扉を開ける力。

「あぁ、これだけ魔力の濃度が高い場所だと、いつもよりも調子がいいな」

　溢あふれ出た魔力が、自分を中心に渦を巻いていく。




「神の力を宿した相手に、出し惜しみをすることはできんからな。多少手荒になるっ、四肢の骨は粉々になると思っておけよっ！」




　油断のない目でこちらを睨む男を前に、これで自身の価値は揺るがないと確信する。




「『神獣化』ぁああああああああああああああああっ!!」




　瞬間、全身に満たされた魔力がうねりを上げる。細胞の一つ一つが生まれ変わるように活性化し、力がみなぎる。

　牙が伸び、爪が鋭さを増し、鬣たてがみが溢れ出す魔力でゆらゆらと逆立つ。

　それでも抑えきれない魔力が周囲ではじけ、まるで雷を纏っているかのようにバチバチと音が鳴る。

　五感が鋭くなり、第六感とでもいうべき感覚が広がる。

　この状態になると、ただの獣化以上に体のポテンシャルを引き出すことができる。

　リリアによれば、肉体の一部が実体ではなく、魔力的なものに置き換わっており、周囲の魔力を自然に取り込んで自分の力に変換できるらしい。

　ほぼ無尽蔵に供給される魔力のおかげで、身体能力の強化率は自らの魔力だけを使った獣化の比ではない。

　神獣化を使うと、神の力同士が反発するためか自らのステータスを確認できなくなるが、感覚としては通常の強化値の五倍程度は能力が上がっている。

　この状態を見せただけで、大抵の生物は本能的な恐怖に戦意を失なくす。

　暴力的な本能に支配されている魔物も逃げ出すことが多いのだが……。

「ふむ、そのような顔をされたのは初めてだな」

　目の前の男は、顔に歪ゆがんだ笑みを張りつけたままだった。

　それどころか、心底嬉うれしいとばかりに更に笑みを深くしている。

　ドロドロとした歓喜の表情は煮詰めすぎた砂糖のように強烈に凝縮されている。

「それは仕方がない。本気を出してくれて嬉しいんだ」

「それならば、せめて一瞬で終わってくれるなよ。そうでなくては力を使った意味がない」

　カイトの目は深い深い闇の底に沈んで見える。あるいはこの力を晒さらせば彼我の戦力差に降伏の道を選んでくれるかとも思ったが、残念なことにそうはならなそうだ。

　だが、結果は変わらない。相手に一筋の希望があるとしたら、俺がこの技を使う前に仕留める必要があった。魔力に満ちた場所のおかげか、神獣化もいつも以上に体に力がみなぎっている。

　間違いなく、今までで最高の勢いと精度がある。

「さぁ、ゆく、ッ!!」




「『オーバーリミット・フルオーバー』」




　瞬間、薄緑の光を纏った男が消えた。

　ギンッと、甲高さと鈍さとが混じり合った金属音が鳴り響く。

「ぐっ！」

　先程とは比べものにならない速度で迫る刃は、先程までならば反応しきれずに一太刀を受けていただろう鋭さがあった。

「『フラッシュ・チェンジ』」

　それは確かに渾こん身しんの一撃だった。しかし、その一撃は一度では終わらなかった。

「くっ、おっ、ぐっ！」

　上下左右前後、反発するように振り上がる、落ちるように斬り下がる、撫でるように払い、ねじるように突き、回るように叩き、喰らうように挟む。

　全方向から迫ってくる剣の軌道。

　しかし、それだけではなかった。

「貴様っ、何の手品だそれはっ……!!」

　一太刀一太刀、目の前の男が剣を振るう度にその手にする得物が切り替わる。

　片刃の長剣、骨太の大剣、黒塗りのナイフ、肉厚の曲刀、水晶のような刃の剣、何枚もの刃を重ねた剣、槍やりほどに長い剣、ナックルに近い剣……。

　長さが違う、形状が違う、重さが違う、持ち手が違う、振り方も違う。

　順手での突きかと思えば逆手の切り上げに替わり、長剣を受け止めたかと思えば合わせた刃が唐突に短剣に変わる。

　無数の形状の剣が、その武器に最適化された剣筋で襲いかかってくる。

　それだけでも異常だった。どれだけの屍しかばねを積み上げればここまでの領域にたどり着けるのか想像もつかなかった。

　だがそれ以上に異様で異常で不気味なのは、その力の振るい方だった。

　ガギガギガギガギと金属が断末魔をあげているのではないかというような音に混じり、確かに俺の耳にはその音が届いていた。

────バキバキバキッと、男の骨が砕ける音が。

────ブヂブヂブチィと、男の肉が千切れる音が。

「正気かっ、貴様っ」

　理屈はある程度想像がつく。

　一度剣を振るう度に壊れる体は、しかし次の瞬間には命を刈り取らんとする強力な一撃を放っている。

　体を守るために本能で制限された体のリミッターを外し、無理やり力を引き出しているのだろう。

　当然、反動に耐えきれない体は一撃ごとに破壊されるが、それを常に回復しながら戦っている。

（理屈は分かるが、人間がこんなことができるというのか!?）

「っ!!　しまっ」

　予想外の速度に不意打ちを喰らったような不利な初撃から始まったぶつかり合いは、その力と速度と手数の多さに体勢を立て直すことができずに致命的な隙を晒さらした。

　太い棘とげのついた六角棒のようなもので腹部を痛撃され、ドガゴッ!!　と人体とは思えないような打撃音とともに吹き飛ばされる。

　二十メートル近く飛ばされた後、ぶつかった木の幹をへし折ってようやく止まった。

「調子がいいのがお前だけだと思ったか？」

「……ペッ」

　バカにするように言ったカイトに返事はせず、ジワリと口の中に滲にじんだ血を吐き捨て、立ち上がる。

「この程度、すぐに治る」

　虚勢ではなく、神獣化している状態なら回復速度も爆発的に上昇する。

　擦すり傷程度なら数秒と掛からずに完治する。

「だろうな。この程度で終わるなんて、そんなバカな話はない」

　自分の体を壊しながら俺に与えた一撃。それが多少の苦痛を与えただけの結果に終わったというのに、目の前の男はニンマリとした不気味な笑みを崩さない。

「そんなもんじゃないだろう。こんなもんじゃないだろう。もっともっともっともっと、本気を出せ、全力を出せ、限界まで力を吐き出せ。お前の最大値を見せてみろ。そうじゃなきゃ意味がない！」

　そんなことはどうでもいいとばかりにカイトは唄うたう。

「ぁあぁあぁあぁあっ！　お前が欲した『力』ってやつを、決定的に貶めて汚して踏み砕いて、最後は惨めに殺してやるッ!!」

　溶岩の沼の底からボコリボコリと出すような声。

　纏う薄緑の光すらまるで猛毒の霧のように見える。

　痛みに対する忍耐と、自分の体を道具として見ている異様な精神性。

　そこにいるのは確かに人間の形をしていたが、すでに人間ではなかった。

　人間よりもずっと、醜悪な魔物に近かった。

　だが。




「吠ほえるなよ青二才」




　だが、それがどうしたというのだ。




「俺には果たすべき使命がある。成し遂げると決めた覚悟がある」




　こいつは災禍を生み出す怪物だ。

　こいつは災厄を齎もたらす化け物だ。




「世界と未来を守るため、俺たちは戦っている。誰が相手であろうと、倒れるわけにはいかない」




　そんなもの、とうに戦う覚悟はできている。

　神の立場にあるものを殺そうとしているのだ。目の前にいて、殴れる相手を畏おそれる理由がどこにある。




「何の恨みがあるかは知らないが、貴様とは背負っているものの重さが違う……っ！　幾千の命のために戦う俺はっ、妄執にとらわれた相手に負けてよい道理はないっ!!」




　なんとしてでも神殺しを成し遂げる。そうしなければ世界が滅ぶ。

　俺たちが背負っているもの以上に重いものなどあるわけがない。

　しかし。




「あぁ、そう。それだよ」




　しかし、やはり怪物はどこまでいっても怪物でしかなかった。

「俺たちはその目に殺された。許さない許さない許さない許さない、絶対に許さない。なにが世界だ、なにが未来だ」

　これ以上ないというほど、憎しみの感情をその身に纏っていた男は、けれどまだまだ深くへと落ちるようにその憎しみを自分のそばへと引き寄せる。

　凝り固まったドス黒い色の感情は、触れる全てをグズグズに溶かし尽くしそうなほどに濃度を増す。

「さぁおしゃべりの時間は一度終わりだ。夜は長いようで短い。早く続きを始めよう」

　紫色の夕闇は夜へと変わり、沈んだ日の光は冷たい月の光に変わる。

　魔力を帯びた水が放つ淡い輝きと合わせ、その場は随分と明るかった。




　……だからこそ、よりいっそう深くその影が浮かび上がる。




　カイトが右手に持つ、波打った刃を持つ剣からボォッと黒い色の炎が噴き出した。

　反対の手に持った三日月の形をした数十の刃を重ねた剣からは青い雷光がジジジッ、ジジジッと音を立てて空を裂く。




「そうだな、もう油断はしない。全身全霊で貴様を潰させてもらう」




　全身に張り巡らせた魔力を、更に高速で循環させて戦いに備える。

　自身の拳を打ち合わせると、両腕の周りに紫の螺ら旋せんが現れる。

「『重撃・獅し子し剛ごう撃げき』ッ!!」

　本来、獣化を行った獣人は魔法は使えないが、神の力を帯びた神獣化はその制限を超え、領域外の力の行使を容易にする。

　使用しているのは獣人特有の魔力ではないため、自分の体を離れると拡散しやすいという性質もない。

　突き出した拳から獅子を象かたどった力の固まりが、空気を破砕しながら進んでいく。

「『ユニゾン・黒こく炎えん青せい雷らい斬ざん』ッ!!」

　しかし、こちらが技を繰り出したのとほぼ同時にカイトもまた剣を振るった。

　青の雷を纏った黒い炎が、空気を引き裂きながら進んでくる。

　ちょうど開いた距離の中央で衝突した二つの力は、その場にいた者に一瞬の空白のような静寂を押しつけた後、体の底に響くような轟ごう音おんをがなり立てて盛大な土煙を起こした。

　そしてその次の瞬間には再び大きな金属音とともに視界が晴れる。

　正真正銘、全力で振るった拳が、それに力負けしない斬撃とぶつかり合う。




「ハァアアアアアアアッ!!」

「ガァアアアアアアアッ!!」




　抉えぐれるようにくぼんだ地面の底で、本気の戦いの幕が切って落とされた。





　　　　☆






　あぁ、強いな。

「らぁぁあああっ!!」

「フンッ!!」

　剣けん閃せんの途中で二回心剣を切り替え、それに合わせて軌道も変えたが、すんでのところでレオンの拳に防がれる。

「っ、ぐっ」

　重力の魔法を腕に纏ったレオンの拳は重く、回復する端からビキビキと骨に罅ひびが入る。

　慣れ切った激痛が全身を走るが、戦闘に没頭していく中で遠く消えていく。

「『風ふう[image: ]し』ッ！　『氷ひょう爪そう』ッ!!」

　右手に持った【風ふう荊けいの草剣】で相手の死角から無数の風の棘を、左手に持った【雪ゆき[image: ]ひょうの短たん刃じん】で地面からすくい上げるような氷の爪を生み出して攻撃する。

「邪魔だっ!!」

　しかし、レオンは風の棘を背中で弾けさせた重力波で吹き散らし、氷の爪は同じく重力魔法を纏った足で蹴り砕く。

　そんなやり取りをもうどれだけ交わしただろうか。

　周囲は戦いの余波で地面は荒れ、木々は斬り倒されたり、砕き折られたりしている。

　互いの力はほぼ拮きっ抗こうし、レオンの体には切り傷が付いた証である血の跡の他、心剣による傷がつけられ、装備もボロボロになっている。

　当然、俺もまた相応に追い詰められていた。

　【翠すい緑りょくの晶剣】よりも回復に特化した【仙せん桃とうの[image: ]そ剣けん】の力で全身は回復されているが、魔力の消費は激しく、破れた鎧や服はボロボロだった。

　そして何より、傷はなくとも体力は消耗し続けている。

　レオンも俺も常時回復を続けているため、ボロボロだったがどちらも目に見える傷はない。

　しかし、その戦いも、決着の時が近づいていた。

「『重撃・[image: ]が連れん撃げき拳けん』ッ」

「くっ、がっ、ぐうぅっ!!」

　もともと、変幻自在の予測できない軌道を描く剣閃で攻め立てていたが、圧倒的な戦闘センスを持っているレオンは戦闘を続ける間に俺の攻撃に次第に慣れ始めていた。

　強化された反射神経が少しずつ俺の攻撃に最適化され、だんだんと攻撃が通用しなくなっていく。

　その分だけ生まれた余裕がレオンの攻撃に鋭さとキレを与え、戦いの天てん秤びんがレオンの側に傾き始めていた。

（だけど、まだだ……っ、まだ負けるわけにはいかないっ!!）

　もっと強く、最高の戦いをしなければいけない。

　レオンには自分の限界以上の力を、この戦いで発揮してもらわなければならない。

　だからこそ、復讐を始める場として妖精種に変わりつつあるレオンが最も力を発揮できる妖精郷の妖精樹の前、そして、奴が持つ神獣化が活性化する魔力に満ち溢れたこの場所を選んだ。

　だから。

「死ッネぇええええええっ!!」

　今の一瞬だけ、復讐も何もかもを全てを置き去りにする。

　絶望も、怒りも、失望も、苦しみも、憎しみも。

　ただ、相手を斬ることだけを考える。

　殺してしまえば、復讐ができなくなるという思考に蓋ふたをする。

　一いっ閃せん、二閃、三閃、四閃、五閃、六閃、七閃、八閃、九閃、十閃。

　炎を、風を、水を、土を、氷を、雷を。

　より重く、より速く、より多く攻撃を繰り返す。

　全身を深く沈めるように剣を振るい、命の全てを注ぎ込むように心剣が宿した力を放つ。

「っ、ぐっ、ぬぅっ、まだこんな力をっ!!」

　血の飛沫しぶきが飛び、乱れ打った攻撃がレオンに当たる。

　戦いの流れがレオンに傾いていることは、レオン自身が分かっていたのだろう。

　だからこそ慎重に様子を見ていたレオンは、激しさを増した俺の攻撃に苦しげに対応する。だが、それも冷静にいなされれば、やはりこちらの分が悪い。

「はぁっ!!」

　ただ一撃、レオンの狙い澄ました一撃が、俺の剣を勢いよく弾く。

「っ、しまっ!?」

「そこだっ!!」

　予想外に強く弾かれたことで崩れた体勢を、鋭く狙い打つレオンの拳が迫ってくる。

　勝負を決めにきた一撃を見た俺は、思考するよりも早く更に一歩奥に踏み込む。そこに迷いはない、なぜならこうなるように攻撃を組み立ててきたからだ。

　レオンもまた追い詰められていたからこそ俺の隙に跳びついたが、すぐにこれが俺が意図していたものだと気が付いた。しかし、このタイミングではもう引けない。

　俺の斬撃がレオンに届くのが先か、レオンの拳が俺に届くのが先か。

（コロスコロスコロスコロスッ、トドケェッ!!）

　一秒が無限に引き延ばされるような感覚の中、斬撃と拳撃が交差する。

　そして、




「しねぇえええええっ!!」

「ぐぁ……っ!!」




　血飛沫が舞ったのは、レオンの腕からだった。

　左の拳をすんでのところで躱かわし、手にした心剣はレオンの右腕を切断した。

　だが、勝負の行方を握ったのは……。

「まだだぁああああっ!!」

　歯をむき出しにし、今にも噛みつかんばかりの形相をしたレオンは、確実に切断したはずの腕を地面に落ちるよりも早く再生し繋ぎとめた。

　そして、全力で剣を振り抜いたことで身動きが取れない俺の体を、レオンの拳が捉えた。

　ギリギリでかろうじて両腕を差し入れることができたが、バキバキバキュッと何度も聞いてきた音と共に吹っ飛ばされる。

「っ、ぐぁっ!!」

　衝撃に頭が漂白されたように白くなる。

　おそらくは二、三秒程度の時間だが、完全に意識を飛ばされた。

「兄様っ！」「海人ッ!!」

　作戦通り、俺とレオンの戦いを見守っていた二人が、思わず声をあげる。

（分かってるって……、そんな心配そうな声するなよ）

　二人の声に引かれるように意識が戻った時には、目の前にレオンが仁王立ちしていた。

「……ちっ」

　ほとんどまともに直撃を受けて、腕にこもった魔力ごと体内に流し込まれた。そのせいで上う手まく回復が効かない。

　回復に集中しても、数分は立ち上がることもできそうになかった。

「俺の勝ちだ」

「ハッ、予想はしてたけど、正面からぶつかればこうなるか」

　全盛期に近い能力を取り戻したとはいえ、一対一で、それもレオンの力が増すように細工までして、それでも俺が勝てるなら……。




　ここまで仕込んできた意味がない。




「そうだ。お前の勝ちだ。一対一の純粋な勝負だ」

「……貴様、何を考えている」

　さすがに何かを察したのか、警戒した様子で顔を顰しかめるレオン。

　だが、もう遅い。

「ハハハッ、もう少し勝利の優越感に浸ってればよかったのに！　お前は勝ったんだ!!　自身の力を磨き上げてッ、望んだ通り俺の力で更に大きな力を奮えるようにしてッ、全盛期とほとんど遜色ない力を取り戻した勇者の力にッ！」

「なにっ、勇者の力だとっ!?」

　もう届かない。

「さぁ、レオン。お前は力を示して戦いに勝った。だからお前は、この場で力の代償に苦しみの中で消えていくんだっ!!　舞ぃぃいいいいいいっ!!　悠斗ぉおおおおおおおお!!」

「っ、ここで仕掛けてくるかっ!!」

　レオンは俺への注意を逸そらさないまま、舞と悠斗へと警戒の目を向ける。

「……兄様の敵は死ね」「待ちくたびれたよ」

　しかし、レオンが何かするより早く、舞と悠斗は、毒の風を纏った薙刀なぎなたと、禍まが々まがしい魔物の爪で妖精樹を傷つけた。




　体のほとんどが妖精種に置き換わり、神獣化で妖精樹が放出する魔力を直接取りこんでしまっているレオンの目の前で。




「ひゅぎゅぁあああああああああああああぁつ!?」

　レオンが今まで聞いたことがないような声で悲鳴をあげる。

「ハハハッ、アハハハハハッ!!　お前は終わるんだよっ、勝ったのに、死線をくぐり抜けて俺との勝負に勝ったのにっ!!　それだけの力を得たのにお前よりずっと弱い、舞と悠斗に直接手も下されないままこの場で何もかも失うんだよっ!!」

「これはっ、この……っ」

　まるで水に溺れて喘あえぐかのように胸を掴んで膝をついたレオンは、舞と悠斗へ向け、攻撃を放とうとしていた。

　しかし、重力波を放とうとしたレオンの拳から急速に魔力が霧散する。

「貴様っ、俺に何をしたっ!!」

「【種しゅ変へんの誘ゆう刃じん】を使ったんだよ」

「何の……っ、ぐぎぎぎぎぎぎゅっ!?」

　俺はゆらりと立ち上がった。全身が痛みの悲鳴をあげるが、そんなことはもうどうでもよかった。

「分からないだろう？　安心しろよ。今、思い出させてやるから」

　苦しみ膝をつくレオンの目の前で、【八やつ目めの透とう本ほん剣けん】を振り上げる。

　そしてレオンの肩口に剣を深々と突き立てた。

「アギァッ、ギギアァッ、グビュギギギュ!?」

　苦しげにしていたレオンは、更に頭を抱えて蹲うずくまる。

「勇者？　ここはっ、俺は、いや、グァアアッ、なんだ、なんだこれはッ!!」

「あぁ、そうだ、レオン。そうだよ。俺だよ、俺が勇者だよ。この世界に無理やり呼び出されて、お前らの都合で殺された勇者だよ」

　自分の知らない、けれど、自分の記憶だと分かってしまう記憶にレオンの顔がより一層歪んだ。

「カイト……、あぁ、カイトカイトカイトッ、貴様ぁあああああああっ!!」

「アハハハハハハッ！　久しぶりだなぁレオンッ!!　あぁあぁあぁっ!!　再会の瞬間っていうのはどうしてこんなに興奮するんだろうなぁっ!!」

「何をしたっ！　なんだこの状況はっ、お前は俺がっ、俺たちがギアアアァァアアァアアっ!!」

　再び舞の薙刀と悠斗の魔物の爪が妖精樹を傷つける。

「ギュジャァアアアッ!!」「ガフィッ、ガフィッ、ガフィッ、ガフィッ!!」

　周囲を取り囲んでいた魔物たちも興奮したように騒ぎ立てている。

「この痛みは……、そうか、【種変の誘刃】……っ、魔力が濃い場所で調子が良くなったのは肉体が妖精種へと変化しつつあったからギギギギギュ!!」

　妖精樹が舞の薙刀で腐食し、バラバラと木片が散っていく。数十の頭を持つ魔物の力を取り込んだ悠斗が枝葉をかみ砕き粉々にしていく。

「そうだよ、妖精種の力の大本はこの妖精樹だ。妖精樹が傷つけば、周囲の妖精から力を回収する。対策もしてないお前には妖精樹の影響から逃れることはできない。神獣化なんてして妖精種みたいに魔力粒子をむき出しにしてればなおさらだ」

　今のレオンは、全身に筒状の棒を突き立てられ、血を吸い出されているかのような痛みが全身を襲っているだろう。

「あぁ、どんな気分だ？　あの二人とお前がやれば確実にお前が勝っただろうが……、今のお前は、その痛みから逃れることのできない地面でのたうつ蛆うじ虫むしだ」

　痛む体を起こし、苦しむレオンを見る。

「辛つらいだろ？　苦しいだろ？　どうだ、力を失っていく感覚は」

　血の味しかしない口の中が、まるで幸せの結晶を含んでいるかのようだ。

「苦しめ」

「ぎゃぁあぁああぁあああッ!!」

「苦しめ」

「がぐっ、があああッ!!」

「苦しめ」

「グゴ、ハギギッ、ッッ!!」

　少しずつ少しずつ少しずつ、妖精樹は舞と悠斗に削り取られていき、その度にレオンの苦痛に満ちた声があがる。

　ずっと求めてきた声。あぁ、なんて心地いい。

「そうだ、そうしてのた打ち回れ、羽をもがれた妖精のように」

　そうして妖精樹が一本の小枝のようになった頃、俺の体も動ける程度に回復した。

　満まん身しん創そう痍いに変わりはないが、最後の一折りをするくらいの力は余裕である。

「やめ、ろ……妖精樹が死ねば、妖精は力の大半を失う……っ、そうなれば、多くの人間が危険にさらされることになる……っ」

「だからどうした。だから、喜んで犠牲になってくれって？」

「そんなことは、言っていない、誰が進んでこんなことを……」

「それこそもっと関係ねぇよ。悪意だろうがッ、善意だろうがッ!!　お前は見捨てたんだよッ、罪もない人間が苦しもうがかまわないって捨てたんだよ！　だから……」

　ゆっくりと、真綿で首を絞めるように。




「今度は俺が、捨てたんだ」




　バギリと、妖精樹をへし折った。

「がぁぁぁヶあがなおがなおあもおあんごがぁぁあああああ…………っ!?」

　瞬間、壊れたスピーカーのような悲鳴をレオンがあげる。

「ぐ、が、は……、は……、は……」

　全身を汗に濡ぬらして、半死半生というのがぴったりと当て嵌まる。

　なんていい眺めなんだろうか。

　だが、まだだ、まだまだだ。

　もっともっともっともっと、お前が求めた力をけがしてやる。

「さぁ、次のステージだ。お前を……」




「させるわけにはいきません。数少ない私の同志ですので」




　と、レオンの元へと戻ろうとした時、聞き覚えのある女の声が聞こえる。

「っ!!　どうして彼女が……っ」

「随分前に街を離れたはずなのに……っ」

　その人物の登場に、舞と悠斗が動揺の声をあげる。

　もちろん動揺していたのは俺も同じだ。なにせ、そこにはここにいるはずのない奴がいた。

「リリアァァ……ッ!!　てめぇ、なんでこんなところにいやがるっ!!」

　その場にいたのは、街を離れたはずの人間。

　大人の色香を漂わせる戦闘用の紺色のローブをなびかせ、闇夜に溶けるような艶つややかな黒髪。

　リリア＝ルウ＝ハールストンの姿が、そこにはあった。
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　リリア＝ルウ＝ハールストン。

　魔の国、王の側室から存在を許されない不義の子として生まれた私は、小さな頃から人には見えないものが見えた。

　何かの粒子のようなソレは、寄り集まったり離れたり、いろんな色や形をしながらそこら中に広がっていた。

　宙にあるもの以外にも、植物や虫、動物、そして人の中にもあった。

　けれど、私だけに見えるその粒子を見て思い出すのは、自分の部屋の、窓の外から見えた景色。

　歴代の魔王様たちが、その身をもって魔族へと加護を与える存在に生まれ変わった証。

　『魔ま煌こう樹じゅ』。

　全ての光を呑のみ込むような黒い木肌に、常に赤い光の点ともる血管のような管が絡みついた巨大な樹木。

　天を貫かんとばかりにそびえ立つその木の枝には、枯れ木のようにたった一枚の葉もついていない。そのくせ、まるで巨大な化け物であるかのように、不思議と生命力に満ち溢れているように見える。

　そしてその魔煌樹は、周囲や地面から様々な色や形をしていたソレを吸い込んで、もっともっと細かい小さな白い粉のようなものに変えて空へと吹き上げていく。

　それが何なのか、私には分からなかった。けれど、その光景が私は嫌いだった。

　理由なんて分からなかったけれど、その光景を見ているとなんとなく地面が崩れてなくなってしまいそうな気がした。

　吐き出すその何かが、まるで悲鳴をあげているみたいに見えた。

　魔王城からは、そんな魔煌樹が幾本も見える。だから私は、生まれた場所があまり好きではなかった。

「『これは魔力を見ることのできるスキルのようですな』」

　私が見ていた他の人に見えない何かは、生まれた時から持っていた固有スキル『魔眼視』で見えた魔力そのものということになった。

（ちがう……、そうじゃない）

　でも、それが正しい解釈じゃないことを、私は本能で分かっていた。

　けれど、そのことを話すことはなかった。

　魔力が見えないわけじゃなかったし、魔力じゃないなら何なのかという答えを、私は持ち合わせていなかったから。

　不義の子ではあったが、『子に罪はない』と罰を受けることはなかった。

　しかし、名付けが済んだ後の発覚だったため、王族の姓は消すことができない。

　私は公的には城の老魔術師の拾い子ということになり、老魔術師が作ったステータス隠いん蔽ぺいの魔道具を身につけ、ただのリリアとして、使用人の教育を受けた。

　魔術に秀でた魔族の中で、私には並程度の才能しかなかったけれど、『魔眼視』のスキルのおかげで良い評価を受けた。

　私が教育を受け終わる頃、魔王夫妻が呆あっ気けなく死んだ。

　その直前、私は王に呼び出されていた。

　話は、『リリア』ではなく、『リリア＝ルウ＝ハールストン』に戻らないかということだった。

　自身が死ぬ前に養子とすることで、名を偽らずとも生きられるようにと。

　その頃には周りから伝え聞く話や、好奇心に負けて隠蔽の魔道具を外した時に知った自分の本名で、だいたいのことは察しがついていたから混乱することはなかった。

　しかし、私はただの『リリア』であることを選んだ。

　『リリア＝ルウ＝ハールストン』として王族の立ち位置に戻るよりも、ただの『リリア』として、老魔術師の子として生きていたいと思ったからだ。

　ただ、そんな話よりも、生きている誰に対しても見えていた魔力に似た別の何かが、死にかけている魔王様の中に全然見えないことに驚いた。

　経験則でしかなかったが、強い人や運のいい人はとりわけ体の中に持っているその粒子の量が多かった。

　それは死ぬ間際でも変わらなかった。

　だから、強さにおいて歴史に類を見ないと言われていた魔王様は、たくさんの粒子を抱え込んでいると思っていた。




　それこそ、あの魔煌樹のように。




　その日、家に戻って、私の親代わりになってくれた老魔術師と話をした。

　老魔術師は一度困ったような顔をして、その後、穏やかな笑みで『ありがとう』と言ってくれた。

　『魔眼視』で見た魔王様の様子についても話をすると、老魔術師は少し悲しそうな顔をして、『あやつは不器用じゃからのぉ』と呟つぶやいた。

　そうして、正式に魔王様の病死が発表され、奥方も後を追うようにして眠りにつかれた。

　次代の魔王には、もともと天才と呼び声の高かった魔王様の長男がその椅子についた。

　即位式で彼を見た時、最初は別人かと思った。そう思わずにはいられないほど、彼がその身のうちに抱える魔力に似た何かが増大していたのだ。

　それを見て私は、老魔術師の言葉を思い出し、死んだ魔王様は、王となる息子に力を残していったのだろうと思った。

「ねえさま？」

　そして私は、物心がついたばかりのレティシアの側そば仕づかえとなった。

　それから数年間が、私にとって最も優しい時間だった。レティシアの成長を見守り、休みには老魔術師の研究を手伝う日々。

　けれど、いつからか、老魔術師の様子がおかしくなり始めた。

　常に追いつめられ、追い立てられているかのように研究室に籠こもるようになり、終しまいには街を離れて魔煌樹の根元に住むようになった。

　目は落ちくぼみ、頬ほおはこけ、顔にはよりいっそう深い皺しわが刻まれる。

　その鬼気迫る様子を、心配しながらも見守ることしかできないでいた。

　研究を手伝うと言ってもなぜか頑として受け入れてくれず、そうしてそんな日々が続いたある日、急速に老け込んでしまった老魔術師は、実験中に魔力を暴走させて致命傷を負った。

　たまたま様子を見に訪れていた私が駆けつけた時には、もう何をしても助からない状態だった。

　薄く口を開いた老魔術師が最後に何を言いたかったのか、私は知ることはなかった。

　私は少しの間だけ休暇をもらい、老魔術師が研究していた資料を調べ始めた。

　そして私は、私が『魔眼視』で見ていたものの正体を知った。
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　老魔術師が研究していたのは魔力そのもの性質と、魔王核と呼ばれる魔王だけが持つ特殊な魔核についてだった。

　魔力とは何なのか、なぜ魔法として炎や水、風や土になることできるのか。魔力だまりで唐突に強力な魔物が生まれるのはどうしてなのか。身体強化や呪術のような直接物体を生じさせない魔法はどのように魔力が作用しているのか。

　老魔術師は魔力を、『どんなものにでも性質を変えることのできる高いエネルギー粒子の集合体』と定義した。魔法とは、その魔力を分解し、純粋なエネルギー体となったその力を別のものに再構築する技術である。

　私の魔眼視で見える光景を聞いた老魔術師は、あまたの実験の果てにその結論にたどり着き、その魔力が分解されてできる粒子を万物を支える力として、『世界の力』と称した。

　そしてそれは、この世界において変質する全てのものに宿っているものであり、レベルが高く、能力がある者ほど多くの『世界の力』を手にしている。経験値という形で一定以上溜ためこんだ『世界の力』を取り込むことで、能力を向上させているのだと考えられる。

　私自身のこれまでの経験や、幼い頃からずっとあった『魔眼視』で見えるものについての感覚とガッチリと噛み合い、ストンと納得ができた。

「……ここまでは、いい。けれど……」

　私は植物の観察日記に偽装した老魔術師の魔力に関する研究資料を閉じて本棚にしまい、同様に偽装されたもう一冊の魔王核についての研究資料を開く。

　歴代の魔王の中には魔王核と呼ばれる魔核を持つ者たちがいた。

　魔王核を持つ魔王はただひとつの例外もなく、魔族としても突出した力を振るい、歴史に名を残している。

　しかし、魔王核を有する魔王が現れた時は、人間たちは必ず神託を受けて、異世界から神の力をその身に取り込んだ勇者を呼び出して、最後には魔王と勇者はぶつかり合うことになる。

　魔王核を持つ魔王が、異界の勇者に勝利すると、魔王は例外なく魔煌樹へとその姿を変貌させる。魔王が直接勇者を倒さず、勇者が死ぬ場に居合わせなかった場合でも、数年と経たずに魔煌樹へと変化するらしい。

　魔煌樹になった魔王は、魔族の本拠地であるこの大陸まで自力で移動し、この大陸で根を生やして動かなくなる。それからしばらくの間、黒々とした葉と真っ赤な木の実をつけ続け、地中深くから魔力を吸い上げて魔に連なる者の力を強化する。

　それが魔煌樹の表向きの働き。

　だがしかし、実験の結果、魔煌樹は吸い上げた魔力のほとんどを『世界の力』へと分解し、どこかに送っていることが分かった。

　時間とともに実をつけず、葉をなくし、枯れ木のような姿になるが、そうなっても魔煌樹はこの世界そのものの魔力を吸い出して、どこかに『世界の力』を送り続けている。

　異界より来る神託の勇者が魔王を倒すために現れることと併せて考えれば、対たる魔王の存在は神託を下す神の敵である相手、仮に魔神へと力を送っているのだろう。

　つまり、魔王と勇者というのは……、いや、人類対魔族という構図そのものが神による代理戦争の舞台である。

　だが、重要なのはそこではない。

　魔王が勝てば、魔煌樹が『世界の力』を魔神へと送る。

　勇者が勝てば、この世界で魔王を倒せるほどに膨大な『世界の力』を溜めこんだ力を持ったまま、異世界へと帰還していく。

　この世界から、『世界の力』は失われていく一方ということになる。

　このままではいずれ、この世界は『世界の力』の全てを失い、死の世界に代わってしまうだろう。

　研究書に記載された内容は、そういうものだった。

　老魔術師は、神に届く力をなんとか手に入れようとして無茶をしすぎて死んでしまった。

　だから私は、神を倒す力を手に入れることに決めた。

　神も魔神も、この世界を守るつもりはないようだから、せめてただ一人、老魔術師が成そうとしていたものを引き継ぐ者として。

　そのために私は、人間との主戦論を唱え続けていた爆炎魔人・アーディリウスを焚たきつけ、はぐれ邪竜を唆そそのかして、魔王核を手に入れるためにレティシアの兄さえ殺したのだから。

（結局、魔王核はレティシアの兄の仕込みによって、レティシアのものになってしまいましたが……、しかし、魔王核と勇者の力、この二つは確実に神の力、神に通じる力のはず）

　レオンという頼もしい同志もできたけれど、未いまだ神への糸口はつかみ切れていない。

　この復讐の旅の中で、世界の危機についてレティシアに話すリスクを負ってまで協力を取りつけた。もちろん、アーディリウスや邪竜を唆したことは伏せてある。

　私がレティシアの兄、先代魔王自身の魔核を取り込んでいることも。

（それに今は……）

　法国にある神聖結晶。

　あれもまた、神に通じる力を持つ物体の可能性が高い。

（また利用させていただきますよ、爆炎魔人・アーディリウス）

　もう一冊の研究書もしまい込み、宿の椅子で一人座り、口の端を吊つり上げる。

　兄を殺した爆炎魔人・アーディリウスを狙っているレティシア。

　どさくさにまぎれ、どうにか神聖結晶を手に入れましょう。

　と、宿の扉からコンコンッ、とノックの音がする。

「おや、思ったよりも早かったですね」

　レティシアとノノリックは『食べ歩きこそ初めて訪れた街の醍だい醐ご味みじゃ！』と買い出しついでに街を回っています。戻ってくるまでもう少し掛かるはず。誰でしょう……。

「？　誰もいない……？　この紙は……？　っ!!」

『妖精が狙われている。助けに向かわなければ、妖精は死に絶えるだろう』

　拾い上げた紙に書かれた意味深な内容、普段なら一笑にふすところだったけれど、その手紙には妖精の翅はねが括くくりつけてあった。

（レティシアに連絡は……、『心話』は通じませんか。またノノリックと怪しげな魔力が渦巻く魔道具屋でも冷やかしているんでしょうけれど……仕方ありません、書き置きを残していきましょう）

　私は一瞬だけ迷い、決断する。これをこのまま捨て置くわけにはいかない。

　レティシアに行き先を書き記した紙を残し、私は宿を出た。

「………」

　そんな私を陰から窺う誰かに気が付かないままに。
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「レオン、無事……ではなさそうですね」

　急いで移動してたどり着いた妖精の森では、予想外の事態が起きていました。

　魔眼視で見る視界の中に妖精の姿はなく、たどり着いた場所ではレオンが殺される寸前でした。

　慌てて助けには入りましたが、状況がつかめません。

　神獣化したレオンがやられるなど、この目で見ても信じられない事態でした。

「どうして、君がここに……」

「説明は後です。それより、この場をどうにかする方が先ですね」

　満身創痍の姿ながら、ギラつく視線を隠そうともせずにこちらを睨みつける男。

　たしか、カイトといいましたか。

「……とはいえ、逃げるにしろ、ある程度は相手をしないといけないようですね」

　自然と退路を塞ぐように、マイと、ユウトという名の少年少女が移動しています。

「気を、付けろ……」

「えぇ、油断できるような相手でないのは分かります」

　レオンと相打ちになったのか、リーダー格らしいカイトという少年は相手にする必要はなさそうですが、他の二人は見る限り怪我をしてる様子もありません。

「奴らは、危険だ。油断……する、な……」

　かなり消耗した様子のレオンは気を失ってしまったようです。

　私はレオンを木陰に横たえると、警戒した様子でこちらを見る二人を相手にします。

「『土龍撃』、『白炎波』!!」

　今度は出し惜しみなし、純粋な魔術師として戦いは始まりました。

　前衛で戦う鈍器術用の杖つえではなく、魔法を行使する速度を補助する杖を手に、地面から龍を象った土塊つちくれと、白い色をした炎が走る。

「『ギカンテス・アーム』ッ!!」「『水流の風』ッ！」

　しかし、土の龍は肥大化した腕を持ったユウトに叩き潰され、白の炎は水の性質を纏った風でマイに吹き消された。

　戦いはそうして幕を切った。
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「やはり、最低限の力は持っていますね。しかし……、この程度なら二人相手でも、負けはしませんね」

「くっ……！」「手を抜いてるんだろうとは思っていたけど……っ!!」

　戦いが始まってしばらく、戦闘は終始、リリア側に有利に進んでいた。

　リリアもたやすく相手にできているわけではないが、それでも二人ほどに傷を負ってはいない。

（舞と悠斗も頑張っているが……っ、このままじゃ……）

　自分で考えている以上にダメージを受けていたようで、戦闘に割って入れない。

　この後のことさえ考えなければ、二人を連れて逃げることもできる。

　復讐の最終段階ではもともと転移の力を使ってこの場を離れる予定だった。そのために使う転移の力はあらかじめ心剣の力で空の魔石に封じて確保してある。

　これを使えば逃げられるが、そうなれば確実に復讐は失敗だ。だが……。

「生き残れば、次がある」

　俺は転移の力を使おうとし……。




「まだです、兄様っ!!」




　それを遮るように舞の声がその場に響いた。

「私は……、舞は、ただ兄様の足を引っぱるためにこの世界に来たわけじゃあありません！」

　気合を入れるように叫んだ舞が立ち上がる。

「悠斗さん、三十秒、どうか三十秒だけ、リリアを足止めしてください」

「三十秒って……、そりゃまた無茶な要求だ」

　舞の言葉に悠斗はそう答える。しかし、口とは裏腹に態度はやる気満々の様子だった。

「でもまぁ、僕だって足手纏いのままで終わるわけにはいかないよ」

　舞と同様に立ち上がった悠斗は、懐から緑色をした魔石を取り出した。

　そして悠斗はその魔石を、バキガリッ!!　と噛み砕いて飲み込んだ。

「『アマーリアプラント・フルボディ』ィィイィッ!!」

　瞬間、悠斗の体が膨れあがり、『賽さい振りの軍ぐん勢ぜい闘とう技ぎ場じょう』で呼び出すことのできる最高レベルの植物の魔物へと姿を変える。

　それと同時に、舞もまた詠唱態勢に入っていた。




「来々、怨えん嗟さの声がごとく、祖は暗がりに繋がれた鬼のように」




「『キュルォオオオオオオオオオォォォォォォ…………ッ!!』」

　空気を引き裂くような鳴き声が辺りへ響く。

　苔こけと葉と土がより固まったような胴体と、無数の強きょう靭じんなツタを持つ魔物。

　蛇のようにうねるツタが何本もリリアへと向かって走る。




「来々、呪じゅ詛そを紡ぐがごとく、祖は打ち捨てられた骸むくろのように」




「くっ、面倒なっ!!」

　魔族らしく魔法の扱いに長たけたリリアは威力よりも速度を優先した魔法でその無数の手数を防ぐ。

　手足のように魔法を扱うレティシアほどではないが、リリアもまた優れた魔術師だ。『魔眼視』という固有スキルで相手の魔法を察知する能力を生かし、レティシアの下位互換ではあるが十分な魔法戦闘能力を持っている。

「こんなものッ、いくら数を撃ったところで！」

「『ギエェア!?　ギギギェ！　ギュアアアアッ!!』」

　いくつものツタが千切れ飛び、そのたびに苦痛に耐える悠斗の悲鳴が木こ霊だまする。




「来々、忌子を疎うとむがごとく、疎そは朽ち果てた母屋のように」




　レティシアほどの綺麗な魔術構築ではないが、攻撃が始まる前からその予兆を察知することで、疑似的にレティシアに比類するほどの攻撃反応を叩き出している。

　しかし、それでも悠斗の振るうツタの数が減ることはなかった。

「っ、くっ、こんなものでぇえええっ!!」

　切り飛ばされては再生を繰り返し、ツタによる猛攻は続く。

　リリアへの決定打にはならないが、それでも動きを確実に抑え込むことには成功していた。




「来々、深しん淵えんを覗のぞくがごとく、疎は腐り落ちた瞳のように」




　そしてきっかり三十秒、全てのツタを失い、胴体だけの姿になった悠斗は、全身傷だらけの状態で元の姿に戻った。

「これできっちり三十秒、あとは、任せたよ……」




「来々、神を堕おとすがごとく、疎は膿うみ孕はらむ瞳のように」




　血だらけになっている悠斗は、近くの木の幹に背を預けて座り込んだ。

「ありがとうございます、悠斗さん、これで十分です」

　しかし、それだけの間で十分、舞の準備は完了していた。

「これは……」

　ゴクリと、リリアが生唾を飲む音が聞こえた気がした。

　悠斗の巨体の陰に隠れて力を溜め続けていた舞の周囲に、黒い風が渦巻いている。

　バチバチと放電現象のように鳴る音が、舞が掻かき集めている魔力の大きさを物語っている。




「招来、『腐り姫の吐息』」




「くっ！」

　魔力が見えるらしい『魔眼視』のスキルを持つリリアは、そこに込められた魔力が致命に足る威力を発揮できると判断したのだろう。

　舞が薙刀を高く振り上げ、右に半円を描くようにして刃を振り下ろすと同時に、リリアは最大の警戒態勢と共に距離を取ろうと後ろに下がったが……。

「無意味です、その程度では、この風からは逃げられません」

　瞬間、サリサリサリと砂の崩れるような音がした。

　舞が生み出した黒い風を目印にでもするように、いつの間にか暗い夜空を黒い風が縦横無尽に吹き荒れている。

　そしてその空から、巨大な槌つちを振り下ろすかのように黒風が吹き下ろされた。

「────～～～っ!!」

　吹き下ろしてくる風に対して、リリアは魔力による障壁を展開していた。

　凄すさまじい暴風を下から支えるようにリリアは足を踏ん張る。だが、リリアがいる範囲外の場所については、黒い風が触れるそばから草も木も黒い砂へと変わっていく。

　リリアは優秀な魔術師だ。だがしかし、魔術を扱うことそのものに秀でているわけではない。魔視を利用した詰め将棋のような戦闘が本分であり、出力の問題で高威力の大魔術を苦手としている。

　舞が全身全霊をかけて放った一撃はその意味で理に適かなっていた。

「無駄です。その風は呪って、腐らせ、全てを停滞の底に沈殿させていく」

　黒い暴風の中から黒く細い女の腕が伸びる。

「潰れろっ、潰れろっ、潰れろぉおおおおっ!!」

　なぜか骨のような印象を受けるその腕が障壁に触れた途端、黒い砂に変わって消え落ちていく。

　しかし、リリアもただヤられるばかりではない。

　次々と微妙に性質が違うらしい障壁を展開し、なんとかその黒い手を防ごうとしている。

　『魔眼視』のスキルを応用しているのか、最初は一瞬で砂に変わっていた障壁は少しずつ黒い手に対して抵抗力をつけていった。

「この程度ぉおおおおおおおっ!!」

「抵抗するなぁあああああああっ!!」

　呪いの手と障壁がせめぎあい、リリアと舞の声が響き渡る。

　そして、黒の指先が最後の障壁を突き破ったその瞬間、高まった魔力が弾けて目の眩くらむような強い黒の光が放たれる。

　発生した衝撃波で地面からは朦もう々もうと土煙が上がり、そのあとからは……。




「はぁっ、はぁっ、はぁっ、はぁっ」




　リリアは荒い息を吐きながらもしっかりと立っていた。

　呪いの風に晒された範囲はほとんどが黒い砂に変わり、対象にされたリリア自身は呪いに侵されて黒く染まった右腕を左手で押さえている。

　それでも四肢の全てが腐り落ちて砂になるはずだったことを考えれば、この結果は舞にとって芳かんばしいものとは言えなかった。

「……倒し、きれなかった、ぐふっ」

　舞は悔しげに言葉を吐き、自分の限界以上の魔力を行使してしまったせいで傷だらけになってしまっていた。

「よくやりましたが、ここまでで……」

「あぁ、ほんとうによくやった」

「っ!?」

　ゴオォッ、と空気を切り裂く音と共に、リリアの左腕が切り飛ばされた。

　舞の全力の攻撃のおかげで、戦闘中も剥はがれなかった俺への注意が完全に逸それた。

　その余裕を悠斗と舞が奪い取ったおかげで、俺がリリアの背後に回る隙ができた。

「抵抗は無駄だ。俺も消耗しているが、両腕を失くしたお前を相手にできないほどじゃない」

「くッ……、こんなところで、やられるわけには……」

　地面にしゃがむようにしてこちらを睨むリリアを威圧し返す。

　傷口が焼けるように高熱を発する心剣で断ち切ったため、傷口から血は流れ出ていない。

　だが、ひとまず場を制したのはいいものの、次の行動をどうするか。

　想定していた懸念の内に、この展開は想定していなかった。

　まさか、街から出ていったはずの人間が二度も戻ってくるとは考えていなかった。二度あることは、とは言うが、今度はギルド経由でも戦場に向かう旨を確認していた──……。

「っ！」

　と、唐突にリリアと俺との間で魔法の爆発が起きた。

（このタイミングで……っ!!）

　それはある意味予想された出来事。

　剣先を向け、リリアの動きにはすぐに反応できるように注意を向けていた。だから、その爆発の魔法を使ったのはリリアとは別の人物で、そしてそれは……。




「ぬっふっふ、さぁて、そこまでじゃ！」




　あぁ、本当に世界は意地が悪くできている。

　深紅の髪を風になびかせて。

　いつものような不敵な笑みを顔に浮かべて。

　ゴシック調の戦闘用ドレスローブを身につけて。

　俺の記憶そのままのレティシアが、そこにいた。

「…………」

「レティシア……っ！」

　宙から降り立ったレティシアの姿に、リリアが安あん堵どの声をあげた。

（…………まずい、最悪だ。このコンディションで、レティシアを相手にこの場を切り抜けられるか……？）

　レティシアが来たということは、ノノリックも現れる可能性がある。

「……、ぐっ」「これは……、弱ったね」

　舞も悠斗も完全に限界だった。

　迷っている場合じゃなかった。どうにかして、二人を連れ、撤退する必要がある。

（クソ……っ、落ち着け、クソが……落ち着けよっ）

　だが、ここまできて復讐を置き去りにしなければいけない悔しさと怒りが思考を掻き乱す。

「やれやれ、ひどい有様じゃの」

　レティシアは俺の方を見ず、リリアのもとへと寄っていく。

　分かっていたが、それがまたレティシアと俺の立ち位置の違いを突きつけられているようで、更に心の内を掻き乱す。

「姉上、よく頑張ったの」

「助かりました……、ですが、詳しい話は後に。まずは彼らの捕縛を手伝ってくれませんか」

「……分かっておるのじゃ。けれど、まずは治療が先じゃ」

「……？」

　レティシアの声が、何か心に引っ掛かった。

　しかし、俺の引っ掛かりが何か分からないまま、レティシアはリリアの後ろ側に陣取り、その背に手を当てた。

「『ゴッドリィ・ブレス』」

　淡い金色の光の羽が舞い降り、切り飛ばされた腕の傷と呪いに侵されて黒く変色した腕へと落ちる。

　その瞬間、羽が触れた場所から光の粒子が集まるように腕が再生し、呪いに侵されていた腕は水面に落ちたしずくの波紋が広がるように元の正常な色を取り戻していく。

「ふぅ、……ありがとうございます、レティシア」

「なぁに、姉上のためじゃ、妾わらわは労を惜しまぬ」

「……」

　まただ、また、その声に妙な引っ掛かりを感じる。

　そんなことを気にしている場合ではないのに、どうしても思考がその引っ掛かりの理由を探ってしまう。

「魔力を使いすぎて少々辛いですが、あなたがいれば……」

「なぁ、姉上。妾はな、ずっと姉上に知ってもらいたいことがあったのじゃ」

　レティシアが、スッと立ち上がったリリアを後ろから抱きすくめる。

「ずっとずっと、辛抱強く待っておったんじゃ。今にも我慢できなくなりそうな自分を必死で抑え込んで、少しずつ、少しずつ、少しずつ」

「レティシア？　何を……」

「こうして、兄上の仇かたきを討つこの日を待っておったのじゃ」

　ズブリと、遠くからでもその音はどうしてか強く響いた。

「……え？　こふっ」

　レティシアの綺麗な指先がリリアの胸元あたりへと沈み込む音。

「返してもらうぞ？　兄上から奪ったその魔核を」

　プシャァッと勢いのまま鮮血が噴き出し、地面を濡らす。

　その光景を見て、美しく微笑むレティシアの姿を見て、ようやく自分の感じた引っ掛かりの正体に気が付いた。

　その感覚の名前は『既視感』。

　レティシアの言葉には、俺自身にも覚えのある、復讐を目の前にした抑えきれない興奮が宿っていた。
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第五章　袋小路に相食はむ闘技場と力の結末






　ドサリッと地面に倒れるリリア。

　その場の誰も、何かを口にすることができなかった。

　鮮血に濡ぬれる手に握られた紫水色の結晶は、色違いながら見たことがあるものだった。

「アハハハハッ!!　ずっとずっとずっとっ！　この時のために我慢してきたのじゃ！　姉上姉上と昔のように慕い続けているフリをしてっ、信頼を得るために何も知らないフリをしてっ！　ずっとずっとこの時をっ！」

　通常、一人につき一つしかないはずの魔核。

　奪われれば魔族に待つのは即座の死のはずだったが、どうしてかリリアは死んではいなかった。ただ、魔力を操る器官であるために制御を失ったことで、魔物としての部位──おそらくはサキュバス系統なのだろう黒の羽と尻尾が現れていた。

（兄上の魔核、ってことは、殺されたっていう先代魔王の……？）

「どう、して……」

　リリアの口から漏れた疑問に、レティシアは答えずに笑いながら言葉を続ける。

「ずっと知っておったよ。この二度目の世界が始まって、グレンを媒介に妾わらわが一度目の記憶を受け継ぎなおしたその時からずっと、寸分余すことなく姉上、いや、貴様を監視し続けたのじゃ。本当に上う手まく自身に馴な染じませて取り込んでおったが、疑ってかかってみれば、兄上の魔核が貴様の中にあるのはすぐに分かった」

　レティシアはリリアの前に立ちはだかると、傷を塞ふさぐための癒しの魔法をリリアへと掛けた。

「妾も最初はいろいろと混乱もしたんじゃがの。それでも、レオンや貴様、その他妾と海かい人との幸せを踏みにじった相手への憎悪は消しようもない。おかしな呪いを掛けられたわけでもないし、何より感覚が、魂がっ、この憎しみは妾のものじゃと叫んでおった！」

　憤怒、憤怒、憤怒！

　どうしようもなく、どうしようもなく、どうしようもなくと、叫ぶような声。

「だから機会を窺うかがっておったんじゃ！　リリアに妾を信じさせ、信頼するようにさせ、愛いとしのレオンの前で裏切って殺すその日のために！」

「ギャァアアアァアアアアアアァツ!!」

　レティシアの作り出した氷の鉾ほこが、リリアをザクザクザクと地面に縫いつける。

「痛いか？　まぁ、もう兄上の魔核はないからのぉ。全身をめぐる魔力量の変化に対応するために体中の神経が敏感になっておる、ほれ、このあたりか？」

「ひぎいぃいぃっ、ギギギギギッ!!」

　レティシアが羽の一部に足を振り下ろしてから踏みにじると、リリアの口から悲鳴が走る。

「アハハハハッ！　なんて不細工な叫び声じゃろうのぉ！　ほらほら、『きゃぁ』とかもっと乙女らしく叫んではどうかの？　ほれ、ほれ!!」

　そんな様子をレティシアはとても嬉うれしそうに見て笑う。

　俺たちは、その様子を混乱し停止した思考のままただ見ていた。

「ちょっとちょっとーっ、レティシアちゃーん？　カイちゃんたち固まってるけどいいのぉ？」

　と、リリアの悲鳴を聞くのに夢中になっていたレティシアのもとにノノリックが現れる。

　格式ばった軍服風の装いとは裏腹に、相も変わらずノノリックの声は明るい。

「ん？　おぉ、そうじゃったな。まずは現状だけでも話しておかないとじゃな」

「ウギッ!!」

　最後に翼を地面に擦こすりつけるようにして足を戻したレティシアが、俺の方を向いた。

「それにしても……、プププッ！　なぁに間抜け面を晒さらしておるんじゃ。戯たわけめ」

　クククッ、と一瞬で復ふく讐しゅう者の顔からただのいたずら好きの顔に戻ったレティシアが笑う。

「お、お前、レティシア、まさか記憶が……」

「まさかも何も、今のやり取りを見ていれば分かろう？　それともあれかの、二人っきりの秘密にしたあれこれでも話してやればよいかの？」

「……はは、ははは、マジかよ……」

　驚きのあまり完全に思考が停止していたが、ようやく事実が喉の奥へと落ちていった。

「まぁ、種明かしをするとなんじゃの。一度目の時、妾の魔核をずっと抱え持っておったじゃろ？　実は死ぬ直前、妾自身の魂をそっちに乗せ換えておったのじゃ。成功するとは思っておらんかったが、やっぱり妾は超天才じゃな！」

「お前の魔核って……、確かアレシアに壊されたぞ？」

　苦い記憶と共に思い出す、王女・アレシアの裏切りが俺の目の前に晒された日。

「あの時にはもう、魂のほとんどはお主の中に移っておった。せめて夢の中だけでもお主と会ってやらんと、せっかく勝負を譲ってやったのにそのまま野垂れ死にしそうじゃったからの」

　そう言われて、一度目の時はやたらとレティシアの夢を見たことを思い出す。

「魂だけで、お主の体を間借りしてる状態じゃったが、意識だけはしっかりしておったからの。だから、海人があっさりとあの女め狐ぎつねに騙だまされて、妾の大事な魔核を壊されたのも見ておったぞ」

「ウグッ」

　ジト目でこちらを見るレティシアに言葉が詰まる。

「それに、時間が巻き戻ってすぐ、夢で妾の元まで来るように言い含めたのにあれからどれだけ経ったと思っておるんじゃ。妾はずーっと、首を長くして待っておったのに。しかも、妾が復讐を始めようと思った矢先に、ようやく現れおるし」

「いや、それはこっちにも事情が……、って、よく考えたらお前、もしかして森で初めに遭遇した時ってまさかワザと……」

「こぉーらぁー！　ずるいぞずるいぞぉ！　ノノの目の前で二人してイチャイチャするなぁ！」

　と、話が明後日あさっての方向に飛び始めた時、ノノリックが割り込んできた。

「むぅ、せっかく、恋人同士の本当の再会じゃというのに、水を差すのぉ」

　ぶー、と頬ほおを膨らませるレティシアと、犬のようにキャンキャンと吠ほえるノノリック。

「まぁ、確かに思い出話は後でいい。今はそれよりも……、こっちの方が先じゃろ？」

「ゥ……、グ……」「ぃ……っ、ぃ……っ」

　パチンッ、とレティシアが指を鳴らすと、リリアを縫い留めていた氷の鉾が消え、レオンとリリアの体が浮かび上がって、舞まいが生み出した黒い砂地の上に放り出される。

　そしてもう一度レティシアが指を鳴らすと、ガッコンッという音と共に、金属で出来た武骨な檻おりが二人を閉じ込めた。

「それから、こっちの治療もじゃな」

「……ぁ、暖かい」「傷が……、それに、体力や魔力も……」

　レティシアは倒れている舞と悠ゆう斗とのもとへ向かうと、それぞれの肩にちょんちょんと手を触れる。

　先程リリアが回復したのと同じように、レティシアが触れた場所から波紋が広がるようにして、ボロボロだった二人の体が癒えていく。

　傷だけでなく、活力や魔力も二人は取り戻していった。

「最後に、海人、お主には特別な回復じゃ」

「いや、俺はむぐっ!?」

　そして俺のそばに戻ってきたレティシアは有無を言わさずに首の後ろに手をまわし、キスをした。

「っ!?」

「んぐっ、ちゅぷ」

　その瞬間、淡い金の光が俺とレティシアを包んだ。

「あーあーあーっ！　またそうやってっ!!」

「…………兄様？」

「舞ちゃん、抑えて抑えて」

　共犯者たちの視線を受けながら、たっぷりと十秒近い時間が過ぎた後、ようやく口と口が離れた。

「ぷはっ、随分無茶したのぉ。だいぶごっそりと魔力が減ったぞ」

「もーもーもーっ！　ノノには復讐だから真面目にしろって言っておいて、自分だけーっ！」

「しかたないじゃろ。この大おお戯たわけ者、無茶のしすぎで細胞レベルであちこちボロボロなんじゃ。しかもステータスが高いせいで回復に必要な魔力量も多くなる。粘膜接触で情報収集しながら回復するのが一番確実なんじゃ」

「…………」

　しれっ、と言っているが、レティシアなら気休め程度しか効果の差がないことを俺は知っていた。

　だが、体は治ったのに周りの視線が痛いので、藪やぶをつつくような真似はしない。

「さて、こちらの声が漏れないように結界も張った」

　クルンッとレティシアが指先を回すと、半透明の立方体の光の幕が出来上がる。

　怪我の治った舞と悠斗も俺の近くにやってくる。

「それでは、計画のすり合わせをするとしようかの」

「あぁ、そうだな」

　俺は、一つ咳せきばらいをして、気持ちを切り替えた。

　ずっと俺は、この二度目の世界でレティシアと敵対する想定をしてきた。レティシアの姉を殺した俺をレティシアは憎むことになるだろうと。

　正直、完全に覚悟できていたわけじゃない。それが最善だと頭では分かっていても、一度目の世界で受けた愛情の分だけ、その刃やいばは俺を傷つけるだろうと。

　レティシアに憎悪の目で睨にらみつけられ、本気の呪じゅ詛そを吐かれる夢を見て飛び起きた回数は両手両足の指の数では足りないほどだった。

　だから、叶かなわないと思ったレティシアと共にあるこの奇跡のような状況は、泣き叫びたくなるほど歓喜の感情を呼び覚ましていた。

　だが、それでも今は復讐の最中だ。

　驚きによる混乱は過ぎ去った。そして、復讐の障害はなくなった。

　今だけは、『幸せ』に類するような喜びはいらない。

　俺に今必要なのは、黒く黒く塗り潰つぶした鬼の顔だけでいい。

　復讐が終わるその一瞬までは、ただ暗い沼地の底を這はいずる化け物のままでいたいから。

　そうでなければきっと、中途半端な復讐の幕切れになってしまう。

「まぁ、すり合わせるといっても、妾はあまり凝った復讐は考えつかなかったからの。『やられたことをそのまま返した後は、ノノリックに手伝ってもらいながら拷問して殺す』くらいしか考えておらんかったのじゃ。だから、妾がやってきたのは『妾が信頼の対象となること』だけじゃ」

「そうか、なるほど……」

　そうしてなんとか思考を切り替えた後、レティシアの話した内容に、都合がいいと一つ頷うなずく。

　俺たちの復讐計画にレティシアとノノリックという手駒が加わった。そして、レオンしかいなかった舞台にはリリアという配役も加わっている。

　レティシアの方でも何か計画があったならいろいろと考え直さないといけない。

　だが、レオンとリリアが恋人だという前提の時点で、もしリリアを舞台に引きずり出せるなら計画の中にリリアの存在をどう組み込むかについても考えてはあった。

　レティシアやノノリックのこともあり、仮定が成り立たないことを分かっていた上での妄想に過ぎなかったが、計画を完璧に近づける最後のピースがこの土壇場で転がり込んできた。

「レオンの方にも何か仕込んでおったようじゃし、リリアのトドメだけ、妾にやらせてくれるならそれでよい。それに……」

　レティシアは薄く微笑ほほえみ、小さく小首をかしげる。

「それにその方が、ずっといい復讐を演出してくれるんじゃろう？　妾だけでやるよりも、ずっとずっと深い復讐を、味わわせてくれるんじゃろ？」

　淀よどみ、歪ゆがみ、煮詰まって、深く深く凝縮された闇の塊。

　レティシアの深紅の瞳が、まるで暗く染まっているように見える。

　一度目の世界で、レティシアのこの目を見た時、俺は何も言うことができなかった。その目をしている時のレティシアとの間には、まるで別世界との壁があるようだった。

　だが、今は……。

「あぁ、俺に任せろ。最高の復讐劇を体験させてやる」

　きっと俺の目は、レティシアと同じ目をしている。





　　　　☆






「『初めまして、私の名前はリリアといいます』」

　その女と、リリアと出会ったのは、帝国にある遺跡のひとつだった。

　古文書を頼りに神に対抗するための力を求めて訪れた場所だったが、運悪く俺がたどり着く直前に古代遺跡の入り口が発見されてしまっていた。

　仕方なく俺は流れの考古学者として、リリアは魔術学者として、ギルドが行った調査の第一陣に潜り込んでいた。

　当時の俺は表向き王家のしきたりに従った修行の旅の最中だったとはいえ、危険度の高い未発掘遺跡の調査団の第一陣に堂々と参加するには、皇子という身分が邪魔をした。

　リリアはというと当然魔族であることは晒せるはずもなく、常にフードをかぶったまま行動していた。そういう際、訳ありが多い冒険者は詮せん索さくされずに済むため有り難く、腕さえ示せば簡単に調査団に潜り込むことができた。

　調査は順調に進み、そろそろ引き返そうかというところで、俺は一人ワザとはぐれて、古文書に記された隠し部屋への入り口から遺跡の奥へと進んだ。

　そして、神殺しの手がかりを得ようと石碑の解読作業を終えたところで、リリアから声を掛けられた。

　『あなたも神殺しの方法を探しているのか？』と。

　神殺しなんて与よ太た話ばなしを本気で信じて実行しようとしているような者など、この世界に何人もいるはずもなく、俺たちが同志になるのにそう時間は掛からなかった。

　多くの人々が何も知らず、日々を暮らしている中、俺たちだけが死にゆく世界を止めるために動いていた。

　おおよそ一年程度の期間。

　命がけで古代遺跡に挑み、共に重大な使命に挑まんとし、苦楽を分け合った。

　俺たちが男女の仲になったのも不思議な話じゃなく、初めて、皇子として世界を守りたいという使命ではなく俺個人として守りたい相手が生まれた。

「『ねぇ、きっと、世界を救いましょう。私たちが生きる世界を』」

「『……あぁ、神を殺し、神に成り代わり、そしていつか、誰も泣くことのない世界を』」

　ベッドの暖かさにまどろみながら話した言葉。

　それは誓いだ。世界と共に、守ると誓った。

　世界を守る使命と共にある、俺にとって大切な誓いだった。





　　　　☆






「『キャァアアアアァアァアァアァアアアッ!?』」

　遠く、うっすらと悲鳴が聞こえてきた。

（…………？　俺は、いったい……、っ）

　ズキズキと全身が発する痛みを認識した途端、ぼやけていた意識の輪郭がはっきりとし始める。

「『まずはなんにしても、前回のことを思い出してもらってからじゃないとな。どうだ、意識ははっきりしたか？』」

「『ヒグュッ!!　がががっ、な、なんですか、この記憶は……ッ、私は魔王核を……？　あなたが、勇者？　それでは王国の『白銀の勇者』はいったい、いえ、そもそもレオンたちがあなたを追い詰めて……』」

「『そうだよ、お前が言う通り、一度目の世界で俺はお前たちに追い詰められて殺された。うんうんよかったよ。ちゃんと思い出せたみたいだな』」

　聞こえてきた声で俺は何が起こったのかを思い出した。

「っ、ぐぅ……」

「お、もう一人の主役も起きたか。いいタイミングだ」

「カイト……」

　ゆっくりと目を開けると、そこには俺たちが生み出してしまった一匹の怪物が存在していた。

　場所は俺が気を失っただろう直後から変わっていない。横になっている地面が黒い砂地になってはいたが、相変わらず高い魔力に満ちている。

　いや、それどころか俺が気を失う前よりも濃くなっているようにさえ感じる。

（妖精樹が倒れ、妖精女王とその宝珠もなくなったことで、龍脈から力が溢あふれ出し始めているのか）

　今後、この妖精の森のような魔力だまりが世界各地に増えることになるだろう。だが今は、その高い魔力濃度のおかげで自分の体の回復が早まっているようだった。

「ある意味、ひさしぶりじゃの、レオン。随分と男前になったではないか」

　状況把握に努めていると、次に声を掛けてきたのはレティシアだった。

　リリアの妹分であり、現魔王核の保持者。

　数少ない同志のひとりだと、思っていた相手。

「……その様子では、やはり、俺たちを裏切ったか」

「あぁその通りじゃ。ずっとずっと、妾はお主たちを裏切るために、お主たちからの信頼を得ようと頑張っておったんじゃからな」

（…………あぁ、この娘もまた、俺たちが生んだ怪物か）

　あっさりとそう言ってのけたレティシアの瞳の奥に、ドロリとした暗い塊を見てそう思う。

　縛られていたりするわけでもなかったため、俺は体を起こして周囲を観察する。

　俺から少し離れた場所で息を荒くしながらリリアが地面に跪ひざまずいている。

　背後には龍脈の力が噴き出す妖精の泉。前にはカイトにレティシア、それからこの二回目の世界での彼らの仲間らしいギルドで出会ったノノリック、マイ、ユウトがいる。しかも傷や体力まで回復できているらしい。

（強行突破で逃げられる可能性は、皆無だろうな）

　頭の中ではじき出した計算に、歯は噛がみする。

　どうにかしてリリアだけでもこの場から逃がしたいが……。

（少なくとも、どうやらこのまま殺されるわけではないらしい。復讐の念を晴らしたいのだろうが……、まずは様子を見るべきか）

　一か八かが通じる相手ではないが、かといってこのまま待っていたところで状況が好転する要素はない。どうするかを決めかねている間に、カイトがパンパンッと手を叩たたいた。

「さて、それじゃあまずはルール説明だ。レティシア、リリアへの説明は頼むよ」

「うむ、任せておけ。それじゃあまずは、会場を作るぞ。とりあえず、もう少し場所を広げた方がよさそうじゃの」

「っ!!」

　レティシアがそう返事をすると、ゴウッ、と赤い炎が手の先から走り、一瞬で森の一部を焼き払う。秒を数えないうちに、地面の草も折れた木もレティシアが指定した範囲内全てが灰となり、地面が赤熱したマグマに変わる。そしてレティシアがもう一度手を振るうとマグマとなった地面が沈み込み、扉が閉まるように周囲の土が穴を閉じる。

　そして、あとには大きく広がったむき出しの地面だけが残った。

「うむうむ、やはりこれだけ周囲が魔力だらけじゃとやりやすいのぉ。あとは、こんなところかの」

　レティシアがパチンと指を鳴らすと、俺がいた場所と大きく広がった範囲を囲むように地面が盛り上がる。

「これは……」

　それは、正八角形をしたコロシアムのようだった。街にある訓練場の倍はありそうな広さと、空々しい無人の観客席が不安を掻かき立てる。

　向かって正面には、貴賓席のつもりなのか、一段高くなった明らかに他の観客席とは造りの違う部分があった。

「あとは、結界を張れば完成じゃな。さてさて、これぐらいかの」

　一瞬だけタメを作ったレティシアが大きく腕を振り上げると、コロシアムの壁から錐すい形けいに結界が構築された。

　個人で作り上げたとは思えないほど強固な結界は、そうやすやすと破れそうにない。

　しかも、貴賓席らしき観覧席を取り囲むように別の結界まで張られている。

「いい感じだ」

「あったりまえなのじゃ。さて、姉上はこっち、特別席へご案内なのじゃ」

「あぐっ」

　リリアの髪を掴つかんだレティシアは、そのままリリアを引きずるようにして移動を始める。

　カイト以外の三人も、レティシアに連れ立つようにして移動していった。

　あとには俺とカイトのみが残される。

「……ルール説明と言ったな。俺に何をさせる気だ」

「何って、会場を見れば分かるだろ？　ここは闘技場だぜ？　闘技場でやることと言ったら、一つしかないだろ？　剣闘だよ剣闘。無謀に挑むチャレンジャーにふさわしい夢と希望を与えるための施設だよ」

　カイトはニヤニヤと嗤わらって嘯うそぶく。

「夢と希望、ときたか……」

「そうさ、己の力一つで望むものを手に入れる。そのための場所だよ」

　大げさな身振り手振りで、まるで道化師のように。

「お前はこれから、たった一人で凶悪なモンスターに立ち向かうことになる。何も難しいことはない。ただ対たい峙じする相手を倒していけばいい。見事、俺たちが順次追加する魔物を倒しきれれば……」

　憎しみで変質してしまった元勇者は怪物になり果てて。




「……お前は、自分の命と引き換えに、リリアを救うことができる」




　そんな呪いの言葉を紡ぐ。

「周囲を取り囲む結界は、この闘技場の中で全てが死ねば解かれる。当然、そこにはお前の命も含まれる。試練を乗り越え、お前が死ねば、その後は俺たちはリリアに手出しをしないと約束しよう」

「……それを、俺はどう信じればいい」

「信じるも何もないさ。お前がどう思おうとも、このゲームの幕は上がる。ただ、強いて言うなら……そうやって、お前を犠牲に生き残ったリリアが苦しむ様を見たいから、かな」

「…………なるほど、外道に堕おちたな、カイト」

「そうさせたのはお前たちだろう？」

　嫌いや味みは直後に痛烈な皮肉で返される。

　一回目の世界での記憶を思い出した今だからこそ分かる言葉だが、大義のためとはいえそれだけのことをした自覚もある。

「なんにしても、お前は死ぬんだ。戦いの中で力尽きてリリア共々地獄に落ちるか、試練を乗り越えて、リリアにかろうじての生を残すかの違いはあるが、どちらにしてもお前は死ぬ」

「……っ！」

　そう言うカイトの目は深く暗い。

　そこには必ず殺すという強い意志が宿っていた。

「とはいえ、これはゲームだ。お前に勝ち目がまったくない状態じゃ、ゲームとしては成立しない」

　カイトはそう言って、そっちを見ろとばかりに向かって右手側を指し示す。

　そこからはゾロゾロと、おぞましい姿の魔物が現れる。泉のほとりに立ち並んでいた、見たことのない魔物だった。

　遠目に見た限りではオーガか何かの変異種のように見えたが、明らかに違う。

　黒緑色の肌からはシトシトと透明な粘液を地面にたらし、その頭から生えているのは小柄な人形の上半身。おそらくは妖精のものだ。

　首まわりにマフラーのように垂れ下がっているのもまた、妖精の体であり、その姿はただただ邪悪の一言に尽きるありさまだった。

「安心しろ、そいつらはお前の相手じゃない。むしろ、お前にとっては大事な大事なお味方さ」

　こいつらを殺せばよいのかと警戒を募らせていた俺に向かって、カイトは全く安心できない笑顔を浮かべ、そう言った。

「こいつらはお前の回復薬兼、パワーアップ薬兼、お仕置き装置だ。意味が分からないって顔をしてるな、ちゃんと説明してやるからよぉく聞いておけ？」

　ザッ、ザッ、ザッ、とまるで軍隊のように規則正しく行進する魔物たちの前で、芝居じみた様子でカイトは語り始める。

「今、お前の体は俺の心剣の力で妖精種に近い状態になっている。そして、こいつらもまた、俺たちが妖精を使って作り出した魔物だ。こんな見た目だが、体を構成しているのは実体じゃなく、妖精と同じ魔力粒子だ」

「……悪趣味な」

　見た目から予想はしていたが、やはり妖精を使ったキメラの魔物らしい。

「それはどうもありがとう。お前にそう言ってもらえるなら作り出したかいもある」

　生命への冒ぼう涜とくの化身のような魔物を生み出しておきながら、カイトは楽しそうに笑った。

「話を戻そうか。つまり、何が言いたいかっていうとだな、こいつらはお前が各ステージに挑むための回復薬なんだよ」

「回復薬……、だと？」

「そう、軽い傷はもう治ったようだし、ある程度動けるようにもなっただろうが、それでも体はボロボロだろ？　こっちとしても、あっさりお前に死なれたら、せっかく手の込んだことをしてきたかいもない。だから、死にそうになったらこいつらを喰くらえばいい。そうすれば、こいつらの魔力粒子がお前の体を癒して、力を与えるだろう」

「…………」

「さぁ、こいつら五十体がお前の残機だ。お前が戦う魔物どもにも、こいつらが残っている限りはお前にとどめを刺さないように命令してある。お前がこいつらを喰らうのを邪魔しないようにも命令済みだ。お前が魔物に敗れるたび、一匹ずつ喰えるようにしてある」

　愉快、愉快、愉快、愉快。

　そんな感情が溢れんばかりに伝わってくる。

「回復ポーションなんかと違って、連続で喰い潰してもポーション酔いもしなければ、本質がただの魔力粒子だから腹が膨れる心配もない。ほとんど妖精種に変わっているお前にとっては夢のような回復剤だろ？」

　俺たちが歪めてしまったとはいえ、人はここまで邪悪に変わることができるのか。

「存分に戦って、戦って、戦って、そして」

　そうしてカイトは、まるで何かに嘆願するような、すがるような、懇願するような声音に、ありったけの憎悪を込めて。




「……死んでくれ」




　そう、呪詛を吐いた。

　次の瞬間、ダダンッ!!　と地面を踏み鳴らす音がする。

　きっちりと壁際に整列した魔物が、あー、うー、と呻うめき声を漏らしながら直立不動の姿勢をとっているのは、よりいっそう不気味さを掻き立てた。

　そしてすぐ、一帯を除き、魔物たちの周囲をコロシアムを囲っている障壁と同じものが覆う。

「それじゃあ、俺はあっちの観覧席で観戦させてもらう。俺が移動している間に、とりあえず一匹喰らっておくことを勧めるよ。ああっと、そういえば残った『妖精[image: ]い』をどうするか忘れてたな。あと二百はいるし、にぎやかし担当にでもしておくか」

　カイトがそう言って手にした心剣を振るうと、無人だった観客席に、背後にいるのと同じ魔物がずらりと現れた。

「それでは、いい戦いを見せてくれ」

　そう言ってカイトは去っていく。

　妖精のキメラが入ってきたコロシアムの外へと繋つながる穴は、最初からそうであったかのように観客席に繋がる階段があるだけになっていた。その階段の入り口にも結界が張ってあるようで、ふわんっ、とわずかな波紋を残してカイトは観客席へと上がり、通路を歩いてレティシアたちの待つ席へと向かっていく。

　その間にもコロシアムの内部には変化があった。妖精の泉があるのとは反対側の壁、カイトが向かう観覧席側の三つの壁から目ま映ばゆい魔力の光が放たれる。

　その壁には魔力で描かれた召還用の魔法陣が光り輝いていた。

　その様を注意深く観察しながらも、この場から撤退する方法を探し続ける。

（障壁を突破……、無理だな。全快していればともかく、今はそもそも破れるかすら怪しい）

　完全に透明になっている結界は、視界の上では何も存在していないようにも見える。

　だが、そこに込められた夥おびただしい量の魔力が、何も見えない場所に存在感すら生み出している。

　結局、奴の提案に乗って隙すきを探す以外、突破口は見つかりそうになかった。

　と、不意に空中に巨大な三さん角かく錐すいが現れた。

　錐の先を地面へと向け、その上部には『１０００』と数字が出ている。

　側面には観覧席にいるカイトたちとリリアの姿が映し出された。

（リリア……）

　憔しょう悴すいした様子のリリアは十字架に磔はりつけにされていた。

　しかし、その目の奥にはまだ、なすべきことをなすのだという強い意志の光が宿っていた。

（あぁ、そうだな、リリア。俺たちは世界を救うと誓った。たとえ絶体絶命の窮地であっても、諦めるわけにはいかない！）

　俺は改めて拳を握りなおした。

「おや、その様子だとまだ『妖精[image: ]い』を食べてないみたいだな」

「……こんな魔物、食えるわけがなかろう」

「いやいやイケるだろうよ。首筋あたりを喰いちぎってやれば、中身の魔力粒子がそのままお前に吸収されるさ」

「そんなことをする必要はない」

「まぁ、そう言うならそれでもいいけどねぇ」

　人型の魔物を生きたまま食べるなど、正気の沙汰ではない。

　見た目のグロテスクさもそれに拍車をかけているし、今のカイトが何か仕掛けを施していないとも限らない。

「さぁ、ステージの開幕だ！　倒す魔物は全部で千体！　この映像の上に出ているカウントが０になるまでっ！　死ぬ気でっ！　戦えっ!!」

　その言葉とともに、壁に魔力で描かれた魔法陣がひときわ強く発光する。

　どんな魔物が現れるかと警戒する俺の前に現れたのは……。

「……オーク、だと？」

　現れたのはオークの群れだった。

　オークといえば、ギルドで言えばＤランクの冒険者が相手取るような魔物。

　もっと強い魔物が出てくるだろうと予想をしていただけに、肩すかしのような感覚を覚えたが、改めて気を引き締めなおす。

　カイトの能力はびっくり箱のようなものだ。さすがは神より授けられた力ということか、どれも理不尽に強力な力であることが多い。

「「「ブルォオオオオオゥ!!」」」

　現れた群れの数は二十匹。

　そのうち三匹が様子見のように接近してくる。

　その様子を不気味に思いながらも、先頭を走るオークの棍こん棒ぼうに拳を放ち、

「ブラァアアッ!!」「なんっ、ぐ!!」

　オークに対し力負けして背後に吹っ飛ばされた。

「ぐっ、ぅうっ、こ、これは……」

「あーぁ、人の忠告を無視するからそういうことになるんだぜ」

　ニヤニヤと嫌味ったらしい声が会場に木こ霊だまする。

「ほとんど妖精種になってたお前が、妖精樹を失って元の力を保持できるわけないだろ？　ちゃんとステータスは確認しておかなきゃ」

「っ、……これは」

[image: ]

「まぁでも、安心しろよ。それも計算に含めてのお前の『回復薬』だ。お前が失った力を後付けで補ほ填てんしてくれる」

「……」

「あぁ、そうそう、もう一つのルールについて説明を忘れてた。お姫様を助けるためのタイムリミット。お前たち二人ともが死ぬパターンのエンディング。一つはレオン、お前が残機を使い果たしてモンスターに敗れた時。その時は、お前は魔物の餌、リリアはレティシアが首を刎はねる」

　そう言ってカイトは首を掻き切る仕草を見せる。

「もう一つは、お前じゃなく、リリアがギブアップした時だ」

「何だと……？」

　リリアがギブアップした時という条件に、心臓が嫌な感じに跳ねた。

「はいはーい！　一番目はノノからだよー！」

　ルンルンと前に躍り出たノノリックが楽しげに手に持った剣を揺らす。

「んふふふー♪　ようやく出番きたー！　もう待ちくたびれちゃったよー。それじゃあ初めは景気よく……」

「おい……、まさかっ、おいやめろっ！　リリアには手を出すなっ!!」

　ノノリックが自慢の白刃を振り上げた姿に大声で叫んだが、




「まずは体の中をご開帳ー！」




「ひぎっ、はぐぅぅぅ……!!」

　刃は止まらず、磔になったリリアの腹部を正面から切り裂いた。

「リリア……っ!!」

　悲痛な悲鳴と共に、三角錐に映し出される映像越しにリリアの鮮血が飛び散る様を見る。

「お前が戦っている間、俺たちはリリアの相手をさせてもらう。リリアが諦めて、『殺してくれ』って言った時にはやっぱりリリアの首を刎ねて、レオン、お前は魔物の餌だ」

「貴様ぁあああああああぁああああっ!!」

「アハハハハハッ!!　ようやっと人間らしい表情が見えてきたなぁ、おいっ！」

　カイトの嘲あざ笑わらう声が会場に響く。

「俺が、レティシアが、ただなにもせずにリリアを丁重に扱うとでも思ったのか？　ありえねぇよバァアアカ！　お前はリリアが、最愛の相手が苦しむ様を見ながら聞きながら、戦い続けるんだよっ!!　アハハハハハッ!!」

　笑う、笑う、笑う、笑う。

　カイトは心底おかしくてたまらないと笑う。

「もちろん、ただ虐いじめるだけじゃあつまらない。リリア自身もゲームに組み込む。俺たちは一人五分間ずつ、順番にリリアを拷問する。その間、リリアの手には魔力を込めた魔石を握らせる。こいつを手から滑らせると、下にある回復の魔法陣が発動する仕掛けだ」

　そう言ってタンタンッとカイトが床を踏み鳴らすと、映像がリリアの足元に寄り、床に刻まれた魔法陣を映し出す。

　ポタポタッと垂れ落ちる血にも反応して淡い光を放つソレは、確かにリリアの命を繋いでいるようだった。

「こいつ自身の血の魔力でも発動して命を繋ぐが……、当然、苦痛を和らげるほどじゃない。リリアが魔石を使った直後二分間だけ、俺たちはリリアへの拷問をやめる。一人の拷問を耐えきったあとも二分間、拷問をやめよう。あとはお前が叩きのめされてリトライする時、『妖精[image: ]い』を喰らっている間も、サービスで手を出さないでおこう。ただし、こいつが魔石を使うたびに、お前の残機も一匹減る」

　邪悪の固まりのような笑みが、雨のように降り注いでいる。

「よかったのぉ、これぞ、運命共同体なのじゃ。レオンにリリア、お主らは残りの命を二人で分けあってこのゲームに挑むのじゃ！　いや、それよりも、互いの命を食い潰しあってというのが正確かの？　あはは、アハハハハハッ!!」

　カイトだけではない。その後ろで笑ってみせているマイとユウトという人間も、憎悪も何もないまま無邪気に笑って楽しんでいるノノリックも。

　そして、カイトとそっくりな目をして、カイトと全く同じ笑い声をあげるレティシアも。

　全員、悪意の化け物だ。




「さぁ、ゲームの再開じゃ！」

「さぁ、ゲームの再開だ！」




「「「「ブラォアアアッ!!」」」」

　それまで空気を読んだかのように大人しくしていたオークたちが、ドシドシと地面を踏み鳴らしながら迫ってくる。

「さてさてうんうん、残念だぁ、リリアちゃん、処女の血の味がしなぁい」

「ギギギッ、ヒガッ、アガガガガガッ……！」

「くそっ、クソクソクソぉっ！」

　ステータスやスキルが大幅に落ちてはいるが、体に染みついた戦闘術そのものが急に使えなくなるわけではない。

　向かってくるのは特異種や変異種でもない、ただのオークだ。

　普段なら歯牙にもかけないレベルの魔物に、ステータスと数の差に押されるように追い詰められていく。

　その上、

「むぅ、のぉのぉ、そろそろ交代の時間じゃないかの？　ないかの？」

「ふふっ、だぁめだよぉー。まだまだノノのお楽しみタイムなんだからぁー！」

「あぐっ、ぐぐっ、ふぎ……っ！」

「むむむむっ！　なぁなぁ海人っ、やっぱり順番制とは面倒じゃないかの？」

「ダメダメ、全員で一気になんてやったらじっくり楽しめないだろうが。ちゃんと順番は待ってろって」

「まっぜまぜ～♪　まっぜまぜ～♪　お腹の中をまっぜまぜ～」

「はぁ、はぁ、ひぎゃぁああぁああ……っ！」

　まるで遊んでいるかのような態度で続く常軌を逸したリリアへの責め苦が、思考を掻き乱す。

「……っ、なんてことをっ」

　戦闘の最中、一瞬だけ目に入ったリリアの姿に体が硬直する。

　腹を開けられて、内臓を素手で掻き回されて悲鳴をあげるリリア。

　奇くしくもそれは、以前に見た妖精に嫌われて弄もてあそばれ殺されていた子供の死体と重なって見えた。

　だが、結果として戦闘中に晒した隙を、魔物たちは見逃さなかった。

「がっ、ぐぅああっ!!」

「ブロォオオオオオ……！」

　肩口に思いっきり棍棒を叩きつけられ、体勢を崩してしまう。

　そのまま数に押されて為なすすべもなく、全方向から振り下ろされる棍棒に耐えるしかなくなった。

　耳に聞こえる悲鳴が、自分が痛みにあげた悲鳴なのか、リリアが拷問に耐える悲鳴なのかも分からなくなった頃、不意に体を襲う衝撃が止まった。

「ぶもぉおおお」「ぶぶぶぅ」「ぶらぁああ」

　まるでよく躾しつけられた犬のように、オークたちはこちらを見下ろしたままじっと動かない。

「はい、これでワンデスだ。お前は回復薬を手に入れた。喰らわなければゲームオーバー。お前ら二人とも普通になぶり殺しにして終わりだが、どうする？　ギブアップするか？」

　高いテンションでカイトが問いかけるのと同時に、結界で囲われていた『妖精[image: ]い』というらしいキメラの一体が進み出る。

（……喰らえというのか、このようなものを）

　どう考えてもまともな所業ではない。

　首筋にでも喰らいつけば、魔物の内部が魔力粒子化して吸収されると言っていたが、だからといってためらいは消えない。

　しかし、思い悩むような時間も、残されてはいなかった。

「はぎっ、はぎっ、う、あ……」

　映像の向こうでパリンッ、と音がする。

　リリアの手に握らされていた魔石が滑り落ち、割れた音だった。

「あーっ、むぅ、これで交代かぁ」

　磔にされたリリアには、食事に使用するような小さな白いナイフが、全身に突き立てられていた。

　最初に切られた腹部も痛々しい赤色を見せている。

　割れた魔石によって起動した快癒の魔法陣によって、傷は見る見るうちに癒えていく。

　突き立ったままだったナイフも、盛り上がった肉に押し出されてカランカランと床に落ちる。

　だが、傷は治っても、すり減らされた精神は戻らない。

「さて、それじゃあ回復薬は一匹没収だな。レティシア」

「分かったのじゃ。ほいほいっと」

　隔離されている一匹が結界ごと移動させられ、無人だった観客席へと移される。

「ごめん、なさい……レオン。次は、必ず……」

「っ、リリア……」

　そうだ、ダメだ。

　迷っている暇はない。ためらっている暇もない。

　たとえ、どんなことがあっても、誰かがやらねばならないことならばと心を決めてきた。その中には当然、この身がどうなろうともという覚悟もある。

「進むも地獄、進まぬも地獄か。戻る道はないと心に決めている」

　これまで犠牲にしてきた全てのためにも、たとえ地面を這いずり、泥水をすすってでも諦めはしない。

　俺は目の前の魔物へと這いずって、動かない魔物の足に噛みついた。

　瞬間。

「ふっ、がぁあああああぁあぁあああっ!?」

　噛み千切った傷口から膨大な力が入り込んでくる。

　まるで干からびていた大地に降る雨のように、力が全身に伝わっていき、傷自体は癒えていくのを感じたが……、同時に、全身の細胞一つ一つが弾はじけて再生するような痛みが襲ってきた。

「クククっ、苦しいか？　苦しいだろ？」

「き、貴様……、グハァッ、ギグギッ!!」

　天地がひっくり返るような苦痛が全身を襲う。

　力のみなぎる感覚と傷が癒える感覚を上書きするような苦痛に、謀られたかという思考が頭をよぎる。

「ちゃんと言っただろ？　そいつは、お仕置き装置だって。ただただお前を癒すようなものを用意するわけないだろうが」

「なる、ほどな……、やはり、下劣だな……」

「安心しろ、俺にだってその自覚はあるさ。お前らと同じ化け物にでもならなきゃ、俺はどこかで立ち止まって腐っちまってただろうよ」

　永遠に続くかのような苦痛の嵐も、次第に収まっていく。

「はぁ……、はぁ……、はぁ……」

　どうにか意識がはっきりする程度まで回復すると、失っていた力の一部が戻っているのを感じる。

　もちろん、力の全てを取り戻したわけではなかったが、一体でこれほど力が戻るのなら……。

「さぁ、ステージにリトライだ。こっちについてもちょうど二分、休憩時間は終了だ」

　映像の向こう側からカイトが告げる。

「「「ブモッオオオオオオオォォォォ……っ!!」」」

　オークたちは再び枷かせを解かれたように向かってくる。

「邪魔だぁあアアアッ!!」

「ブモッ!?」

　突出していたオークの顔面に拳を叩きこむと、上手く力の伝わった感覚が返ってくる。

「俺は、俺たちは、こんなところで負けはしないっ……!!」

　時間を掛ければいずれ、リリアの心が壊れてしまう。

　リリアを助けるためにも、このふざけた茶番は早く終わらせる必要がある。

（……それに、一体でこれだけ力が戻るのなら……）

　全てを諦めるには、まだ早いかもしれない。





　　　　☆






「ほぉれほれ、痛いか？　痛いじゃろ？　ほら、痛いって言ってみるのじゃ」

「ひぐあぁあああああああ……ッ!!」

　あぁ、妾の心が癒されていく。

　心の内でずっと抑え込み手を焼いていた復讐心が、歓喜の叫びをあげながら最高潮に燃えているのを感じる。

「次は足首を引きちぎってみようかのぉ。知っておるか？　貴様に唆そそのかされたアーディリウスに殺された兄上の死体も、バカトカゲに片足を食いちぎられていたんじゃ……」

　引き継がれていくことで成長していた魔王核の力。

　邪竜は兄上の死体に残っていたその残り香のような力を食らい、自らの位階を上げていた。

　あの光景を見ていたせいで、妾は兄上を殺したのは邪竜と思い、しかし、リリアの力を借りて直接兄上を調べていく中で、アーディリウスが兄上を直接手に掛けたことを知った。

　仇かたきはその二人だけだと思い込んでいた。思い込んだまま、妾は一度目の世界でこやつらの手に掛かり、海人が帰ってくるのを待たずして魔王核を奪い取られ、すでに体に回り始めていた『根』のみが暴走した。

　そもそもの元凶じゃったこの女に弄ばれるまま死に、海人を助けることもできず。

　本当に、あぁ、本当に。

「優しい兄上じゃったのじゃ。本当は魔王なんて向いてない、本を読むのが好きで、苦いものが苦手で、子供をあやすのが上手くて、力はあっても戦いが嫌いな、ひだまりのような人だったのじゃ」

「ガギッ!!　うぐぅううう……っ!!」

　二度目の世界が始まって、海人の体からグレンへと渡り、そして二度目の世界の妾へと戻った日からリリアの情報を自力で洗いなおした。

　もともと、リリアを頼りに集められた情報は、重要な部分が覆い隠されていた。

　故意に開けられた情報の穴を一つ一つ埋めていった時、兄上に直接手を出した者の他に、その絵を描いた者が、リリアがいることが分かった。

「知っておったか？　兄上は、お前に殺される覚悟をしていたのじゃぞ？　あぁ、それぐらいは分かっておるか。そうでなければ兄上が、自分が死んだ時に魔王核が妾の手に渡るようこの短剣を託すはずもない」

　兄上はあの日、不穏な動きをしているリリアを呼び出していたらしい。

　話し合いをするため、事が露見して大事にならぬように供もつけず、たった一人で。

　取り出したのは鈍く光る短剣。

　発芽しきる前の魔王核を引き継ぐ術式の媒介となる道具であり、おじい様と和解して去ったらしい当時の勇者が託していったものだという。

　準備を整えず、正式な形で魔王核が妾に継承されなかったためにその機能を失ってしまった、兄上の形見の品。

「兄上は、お主が魔王核を手に入れても抑え込めるだけの力はないと知っておった。扱いきれずに、取り込みきれない力が元の持ち主に宿り、暴走することになるだろうとな」

「ぐぅぅうううっ、アァアアアアァアアッ!!」

　ただのガラクタになってしまった短剣でリリアの目を潰す。

　魔を見るらしい眼球がぶちゅりと、水音をたてた。

「なぜじゃ、なぜ兄上を殺したっ！　なぜ兄上が死なねばならぬっ!!　おかしいじゃろ!!」

「はぁ……っ、ひぐっ、ひぐぅ、ぐっ」

　息をつく間もそこそこに、妾はこらえきれぬ激情を吐き出すように、魔石を手にしていない側のリリアの腕に、手にしたナイフを振り下ろし続ける。

「はぁ、はぁ、はぁ、……そして、兄上を殺して、妾を裏切り殺して、奪った力で海人まで殺したな」

　興奮しすぎて荒くなった息。

　突き立てたナイフを握る手にどうしても力が入る。

「あぁ、本当、知らなければ幸せじゃという言葉はまことに至言じゃ。知らずにいられればこんな苦悩もないまま……、お主のようなものに、利用され尽くして死ねる」

「ぐっ、あっ」

　少し溜ためてから引き抜いたからか、ブシュッ、とまた一つ、妾の顔に血が飛び散った。

「じゃが、そんなものはおとぎ話じゃ。生きたいと願うならば、大切なものができたならば、そんなものはまやかしにすぎぬ。失いたくないのならば、死にたくないのならば、知らずにはおられぬ。そしてひとたび知ってしまえば、知らねばよかったなどとは到底思えぬ」

　もし、一度目の世界で妾がリリアの裏切りに気が付いておれば、海人は死なずに済んだかもしれない。

　幾多の裏切りの前に傷つく海人を助けられたかもしれない。

「世界の都合など知らぬ。神の思惑など知らぬ。殺したんじゃよ、リリア。貴様はただ、妾の信頼を裏切り、大切な兄と、大切な恋人を殺したのじゃ。それだけが真実じゃ」

　短剣についた血を振り払って鞘さやに収め、ボウッ、とその手に炎を灯ともす。

「許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ、許さぬ」

「ミギャィイアアアィアアアイィアッ!?」

　手にした炎をそのままに、リリアの顔面を高熱で灼やく。

「なぁなぁ、気分はどうなんじゃ？　絶体絶命の時に助けられた相手にこうして裏切られる気分は。信頼を寄せていた相手にずっと騙されていた気分は。大好きな人が目の前で傷ついていくのに、何もできないその気分は。なぁ、どうなんじゃ？」

　肉と髪の焼ける臭いが周囲に広がり、顔を掴む力も強くなる。

「ぐ、ぐるじ……、だずげ……」

　水の中で締めあげるような、そんなくぐもった嘆願の声があがる。

　限界だったのか、手から滑り落ちた魔石がまた一つ、パリンッと音を立てた。

「ぷはっ……、あぁ……」

　妾が手を離し、発動した魔法陣の癒しの力に、声が漏れる。

　その声には怪我の癒える安あん堵ど感と、魔石を落としてしまったことによる落胆の感情が混じっていた。妾が力を入れて刻んだ魔法陣だけあって、すぐに顔の火傷やけども潰れた目も、全身の刺し傷も癒えていく。

　これから二分間、リリアに手出しをすることはない。しかし、その時間もまた、リリアを休ませるだけの時間ではなかった。

（ほんとうに、よく考えられているものじゃ、この二分間はリリアに踏ん張る理由を与えておる）

　拷問を受けて疲弊した精神が易やす々やすと折れてしまわぬよう、レオンが戦っている姿を見るための時間がある。

　妾の造った闘技場でレオンが戦い続ける限り、リリアの心もまた、折れることはない。

　憔悴した様子のリリアに、思わず笑みがこぼれる。

　妾の番はこれで二回目。妾の番でリリアはまた魔石を割ったから、また妾に番が回ってくる。

　リリアが五人連続で耐えきるまで、何度でも妾はこの時間を楽しめる。

（そしていずれはどちらかがこのゲームをクリアする）

　そして、そうなった時こそ……。

「レオン……、私は……」

　そう、苦しめ、苦しめ、苦しめ。

　苦しんだ先に希望を見いだし、そして……。

「クククッ、まだまだ、まだまだ始まったばかりじゃ。のぉ、姉上」





　　　　☆






　あれから、どれくらいの時間が経っただろう。

　もう何度続けて魔石を割ってしまったのか。

　三巡目になってようやく、一人目の五分間を耐えきることができた。

　やっと、一人目を乗り越えた。

「はっ、はっ、はっ」

「僕自身はあんまり君と関わりがないんだけどさ。でも、許せるはずないよね？」

「うぐぅ……」

　二人目、まだ二人目。

「君に分かるかな、目の前で助けを求める大切な人を守れなかった人間の気持ち。今まさに君が体験してるわけだけど、ねぇ、どんな気分だい？」

　先程乗り越えたノノリックは吸血鬼という種族故か流血を好んだ。

　もう三巡目ということもあってか、痛みにも慣れてきた。おかげで両足と片腕を魚の開きのように斬られたが、どうにか魔石を掴んだまま、地獄の時間を乗り越えることができた。

「……」

「黙だんまりか……」

　二人目として私の前に立ったのは、いかにも好青年といった少年。

　しかし、その見た目とは裏腹に、拷問の手はゆるまなかった。

「私は、あなたには何も……」

「確かに僕自身は君に何もされていないかもしれない。でもね」

「ギグギッ、あ、ガ……っ」

　すでに服が破れ落ちてむき出しになっている魔石を持っていない左腕に、氷結スライムに変化した少年の腕が触れる。

　体の芯から生命力そのものを奪うような冷たさが腕の表面を覆い、顔の一部まで到達する。

「自分の親友と、その恋人がひどい裏切りに遭って殺されてるんだ。躊躇ためらいの感情なんて、湧くわけないだろ？」

　そう、冷たい笑みを残し、表面だけ張りついた氷を、皮膚ごと無理やり引きちぎった。

「～～～～～───っ!!」

　痛いというよりも熱いという方が近いような激痛が走る。

　いっそ全てを投げ出したくなるような時間は、まだ終わらない。







「ぁ……、ぅ……」

「さて、時間だ舞。次は俺の番だから」

「はぁ、はぁ、兄様。もう時間ですか……」

　三人目、ようやく三人目を越えた。

　三巡目から徐々に耐えられるようになってきて、苦痛の中でも魔石を取り落とさずに耐えられるようになってきた。

　これでようやく半分はクリアしたと思うのか、まだ半分近く残っていると思うのか。

　時々途切れる思考は、自分の心の状態すらも曖昧にしてしまった。

　幾度も幾度も切り刻まれた全身が、傷が癒えてもまだ痛みを訴えている。

　しかしそれでもまだ、私の手は魔石を握りしめたままだった。

「さて、本当に感心するよ。てっきりお前はもっと早く音をあげると思ってた」

　最初に、レティシアたちから告げられていたルール。

　一人につき五分、手にした魔石を落とさないまま、乗り切ること。

　五人全員耐えきる前に失敗したら、また一からカウントのし直し。

　そして一人乗り切るごとに、二分間の休憩時間という名の、治療時間が与えられる。

　それを嬉しいと思えないのは、回復してしまえば鈍くなった痛覚もまた鋭敏なものに戻ってしまうから。

　そしてなにより……。

「『ゲヒヒヒヒッ！』」「『ギヒャヒャッ!!』」「『ガキガキガキッ！』」

「グッ、がっ、ごぉがっ!!」

（レオン……）

　その間は、レオンが一人、ボロボロになりながら戦っている様を見続けることなる。

　孤軍奮闘というには、あまりにひどい戦い。

　今はオーガキングが率いるオーガの群れに囲まれて必死に戦っている。けれど、技術があっても、対抗するだけの力が足りていない。

　最後は動けなくなるまで痛めつけられて、ボロ雑巾のように妖精の泉に放り出される。

「おっとレオン、これでちょうど二十回目だな。だらしねぇなぁおい。リリアはまだ八個しか魔石を使ってないってのにさぁ」

「ぐっ、はっ……、はっ……っ」

　こいつらが用意した悪趣味な魔物のもとへ、レオンが這いずり寄る。

　嫌悪感を押して、レオンはその魔物に喰らいつき、そして、苦痛の悲鳴をあげる。

「ぐがぁああぁああ……っ!!」

　回復した視界の中、私のスキルがレオンの中に入り込み、レオンを無理やり拡張していく姿が見える。

　確かに、そのたびにレオンが内包する世界の力は増えているけれど、何度も何度も自分を壊して作り直すような作業の繰り返しが、体に苦痛を与えないわけがない。

（もうすこし、もう少しですレオン……、だから、諦めないで……、頑張って……）

　魔物の残数を示すカウントは、すでに五〇〇を切っている。

　大丈夫、きっと大丈夫。レオンは負けない。だから、あとは私が頑張るだけ。

　あとふたり、あとふたりです。

　痛みに耐えるのにも、随分と慣れてきました。

　あとは、勇者と、レティシアの拷問さえ乗り越えれば……。

「さてさてさて、それじゃあ次は俺の番か……」

　勇者、いえ、化け物はレオンの悲鳴を心地の良い音楽でも聴いているように背負いながら、にこやかな笑みを浮かべる。

「やるなら、はやくしなさい……」

　改めて手にした魔石を握りしめる。

　私は負けない、私たちは負けない。

　たとえ私がここで死ぬとしても、レオンが生き残れば、いつかきっと私たちの誓いをレオンが果たす。

「おお、最初は悲鳴ばかりでうんともすんとも言わなかったのに、あぁ、ある程度痛みにも慣れたか？」

「あなた方の与える痛みにはもう慣れました。この程度で私の心を折れは……あぐっ!!」

　私の髪を無遠慮につかみ上げ、化け物は裂けるように口の端を歪めた。

「違うよなぁ、痛みに慣れた？　痛みを耐えることに慣れただけだろ？　バカみたいな誤魔化しで自分を騙して、哀れだよなぁ」

「ぐっ、うっ」

　グイグイッと頭を揺するように髪を掴んだ手が上下に揺れる。

「なぁ、お前らもこんな風な気持ちで俺たちを見てたのか？　お前らは最低のクズでゴミで外道で卑劣で、どうしようもない化け物だと思っているが、他の奴らと違って罪悪感を感じるだけの心を持ってるとは思ってる。だからさ、なぁ、教えてくれよ」

　そして、不意にその腕の動きを止め、まるで見透かすような瞳で私の目の奥を射すくめる。

「レティシアから、少しだけお前らが何のために動いていたのか聞いた。俺やレティシアがいると、最後にはこの世界が死の世界に変わっちまうんだってな。なるほど本当にご立派に世界のためだ。それで、残り少ない時間を奇跡に賭けた俺やレティシアをお前たちは哀れんでいたのか？　同情して、かわいそうだと思って、それでもなお、俺たちに追い打ちをかけるようにして裏切ったのか？」

　その言葉に、私は一度目の世界でのことを思い出す。

「……確かに、私たちが行ったことは非道と詰なじられても仕方がないこと。けれど、それでもなお、世界の歩みを止めぬために戦いました。それは、あなたたち二人もそうだったでしょう。勇者、あなたは世界を救うために魔族と戦っていたはずです」

「……あぁ、そうか。やっぱりそうか」

　私の言葉に何か響くものがあったのか、静かに何かを呟つぶやいた。

「レティシアも復讐のために生きてはいましたが、この世界を愛し、この世界で悲劇が起きぬよう、魔族が棲すむ大陸と人間たちが住む大陸を分かつ大結界を……」




「ふざけるなっ!!」




「あぐっ!!」

「お前らのそれとっ、俺たちのそれを一緒に語るんじゃねぇよ！」

　髪を掴む手により一層力が入り、張り裂けんばかりの大声があがる。

「な、にをっ、確かに、進む道は遠ざかり、ぶつかり合うことにはなりましたが、私たちもまた、世界のためを……」

「違うっ!!　お前たちの言う世界はっ、遠い遠いっ、遠い別の世界の話だっ!!　けど俺たちが望んだのはそんな別の世界の話じゃないっ!!」

「あぐぁっ!!」

　不意に髪を掴んだ手を放し、代わりにその手が喉を掴む。

「俺たちが望んでいたのはッ、俺たちが護まもりたかったのはッ、俺たちが大切に思った人たちが生きている世界でっ、俺たちが幸せな時間を過ごした世界でっ、決してお前たちの言う世界なんかじゃないっ!!」

「ぐっ、あっ……!!」

「いいかっ、よく聞けっ、レオンにも言ったがなぁっ、事実はたった一つなんだっ!!　お前たちは捨てたんだよ!!　見たことも聞いたこともない別の世界のために、俺たちを切り捨てて俺たちを裏切って……」

「ぷはっ!?」

　首が折れるかと思った寸前、その手が離れる。




「…………俺たちを、殺したんだ」




　それはまるで、ここまでの立場が入れ替わったような、弱々しい声だった。

　しかし、その声に呆あっ気けにとられた次の瞬間。

　強烈な痛みが、思考を焼いた。

「っ！　キャァアアアァアァアァアァアアアアッ!?」

　認識する間もなく、翼と尻尾が縦に裂かれる。

　ここまでにも何度か切り落とされはしたが、まるで毛のように紐ひも状に幾重にも裂かれたのはこれが初めてだった。

「あぁ、余計な話だった。分かってたはずなのになぁ。あぁ、まったく本当に、無駄な戯言ざれごとだった」

　そこに先程までの弱々しさはなく、ただ一匹の悪鬼が立ち塞がっていた。

「さぁ、ゲームを続けよう。叫べ、泣け、喚わめけ、嘆け、そして、絶望の底に沈め」

　それでもなお、私は魔石を落とさぬように握りしめた。

　世界の未来を救うと決めた、その誓いを果たすために。







　永遠に続くかのような苦痛も、やがて終わりが見えてくる。

　これまでが嘘うそであったかのような苛か烈れつな責め苦が思考と感覚を焼き、自分がどこの誰で、なんでこんなことをやっているのかも分からないようになった頃、ようやく四人目を乗り越えた。

　それでもなお魔石を落とさずにいられたのは半ば奇跡のようなものだった。

　けれど、それでもなお、乗り越えてきたことには変わらない。

　そして、最後の一人。あと、五分だけもてばいい。

「さぁ、妾で最後じゃ。こうしてみると、感慨深いものじゃな。ずっとずっと、どうやって復讐を遂げようと考えていたが……、妾以外の先せん達だちがいると、こうもいろいろ考えつくとは」

「レティシア……」

　勇者の責め苦を乗り越え、再び傷を癒され、そして今また、最後の責め苦を受ける。

　魔王・レティシア。

　比類なく確かに、この世界で最高の魔の王が扱える全ての力をもって、責め苦は続く。

「最後の五分。一ヶ所ずつ、じっくりと責めることにするのじゃ。まずは、魔族としての証であるその翼からじゃな」

「っ！　ガァアアァアアアアァアアアッ!?」

　その手に灯すのは浄化の光。

　魔を祓はらう、魔族にとっては最悪の魔法の属性。

　魔族には扱えないはずのその聖属性の光が、熱ではない潔白さをもって翼を焼く。

「これから一分間、じっくりと時間を掛けてその翼を分解する」

　痛い痛い痛いっ、頭が変になりそうなほど、ただただ痛覚が悲鳴をあげる。

　地獄のような一分間が過ぎ去った後には、大きく広がっていた私の翼は根元から消えていた。

「次は魔石を持っていない左腕じゃな」

　青紫色のオーラを纏まとった爪の先が、浅く私の左手の先に傷をつけた。

「はぐぅっ、ぐぁ、あ、あ、あ、あっ」

　その小さな傷からじっくりと染み入った毒が、ゆっくりと腕を侵し始める。

　徐々に指の先が濃い紫色へと染まっていき、肉体が腐り始めていく。

　そしてまた一分が過ぎる頃、完全に毒に染まりきった左腕が、付け根からボトリと腐り落ちた。

「次は尻尾じゃ」

　そして、レティシアが小さく指を振ると、空間に開いた穴から小さな虫が無数に現れた。そして尻尾に喰らいついて、噛み千切っていく。

「やめ、やめぇっ、あぎっ、あぎっ!!」

　やはり一分が過ぎる頃、尻尾は付け根からなくなってしまった。

「次は右足」

　その瞬間、右足をどこかすえた臭いのする液体が飲み込む。

「ひっ……、ひっ……、ゥあ……」

　強烈な酸の中で自分の足が溶け出していく。そして一分が過ぎ、右足もなくなった。

「最後に、左足」

　そして現れたのは二つの石の円柱。

　その二つの石柱が組み合うように足を挟み込み、そのままぐちゃりと骨ごと押し潰した。

「ぎぃ……っ、あ、が、ぐ……」

　ゆっくりゆっくりと石柱が回り、足を潰していく。

　そして、ようやく一分間が過ぎた頃、私の足は付け根まで押し潰され、最後はそのまま捩ねじ切られてしまう。

「そうそう、ちょうどそんな感じじゃった。お主に唆されたアーディリスに殺され、お主に魔核を抜き取られ、邪竜に食い散らかされた。妾が最後に見た兄上の姿そっくりじゃ。まぁ、まだ生きておるし、体積も姉上の方が多いがの」

　そうして私は、魔石を手にしている腕以外の全てを失った。

「……ァ、……ゥ、……」

　枯れきった喉は悲鳴すらあげられないありさまだった。

　しかし、それでも……。

　私は、魔石を手放さなかった。

「さて、さて、さて、本当に、よく頑張ったの。さすがは自慢の姉上じゃ。よくこの厳しい条件を乗り越え、条件を達成したの」

「っ、けほっけほっ!!」

　レティシアは昔のように親しげに笑い、癒しの力を宿した手で喉に触れた。

「妾も鬼ではない。最後ぐらい、言葉を交わせばよい」

　その言葉に、私はようやく、レティシアが私に課した復讐を乗り越えたのだと実感した。

「レオン……」

「『獅し子し戦撃』ぃぃぃっ！」

　コロシアムではなお、レオンが戦っている。

　水、土、風、火、光、闇、それぞれの属性竜と戦っていたレオンは、最後に残った炎竜と対峙している。

　残りのモンスターのカウントは、三十八。

　そして、残っている『妖精[image: ]い』というらしい魔物の数は十体ぐらい。

「グルぁああああ……っ!!」

　そして、その炎竜も、今レオンの拳の前に倒れた。

　どうやら、失っていた力もだいぶ取り戻したみたいだった。それでもまだ七割程度でしかないように思えるけれど、彼が力を取り戻す姿に安堵した。

「はぁっ、はぁっ、はぁっ、次ぃっ!!」

　疲労が重なっているのか、レオンはかなり朦もう朧ろうとしている。

　けれど、それでもいいのかもしれない。

　私だって、最後に見られる姿がこんな姿なのは嫌だった。

「ねぇレオン。私たちの約束、覚えてるかしら」

「はぁはぁはぁ、どうした、早くしろ……、あとすこし、あと少しなんだ……」

　あぁ、聞こえてないのかしら。それは少しだけ悲しい。

「世界のこと、頼むわね。世界の未来を、守ってね……」

　それでも、心をかみしめるように、いつかの寝物語を口にする。

「さぁ、私はあなたたちの拷問に屈せずっ、乗り越えました!!」

　人に話せば鼻で笑われてしまうような物語を、私たちは本気で叶えようと奔走してきた。




「約束ですっ！　私の首を刎ねてっ、レオンをこの場から解放しなさいっ！」




　大きく声をあげて、私は約束の履行を求める。

　五人続けての拷問に耐えて、手に握った魔石を落とさなければ、その時は私の命と引き換えにこの悪趣味な闘技場の結界を解き放ち、レオンへの手出しをやめると。

　レティシアが誓約魔法を用いてまで明文化したルール。

「……ま、待て、なんだそれは……、話が違う、話が違うぞっ!!」

　レオンが呆ぼう然ぜんとした調子で言葉をこぼす。

「アハハハハハッ、アハハハハハハハッ!!　別に何も違わないさ、なぁレオン。お前より早く、リリアがこの条件をクリアした。ただそれだけの話だ！」

　心底楽しそうに勇者は笑う。

「待て……、やめろ、やめてくれっ、ふざけるなっ、あと五十匹もいないんだろう!?　まてっ、待て待て待てまてぇええええ!!」

　結界まで走り寄ったレオンが、ガンガンと結界を叩く。

　普段は冷静なレオンが、今はあんなにも取り乱して……。

　きっと彼は悲しむでしょう。

　ですが、いずれ前を向きなおして、歩き出してくれると信じています。

　たとえここで私が死んでしまっても、レオンが生きていけるのなら……。

「レオン、もういいんです。あなたは、あなただけでも生き延びて……」




「ふふん？　それはどうかのぉ？」




　ゾクリと、それは傷口から血液に氷を差し込むように。

　私の思考を、芯から凍らせた。

「や、約束を反ほ故ごにするつもりですかっ!?」

　身動き一つとれない私を後ろから抱きすくめて、レティシアが嗤う。

　私だけに聞こえるような囁ささやき声が、まるで百の虫が這いまわるようなおぞましさをもって私の背筋を撫なで上げる。

「いやいや、そんなことはせん。何のための誓約魔法だと思っておるのじゃ？」

「それではいったい、どういう……っ」

「クククッ、なぁ、姉上よ、あの回復の本質はなんじゃと思う？　魔法による回復は込められた魔力による損失の補填じゃ。ポーションによる回復は体の再生能力の活性化じゃ。では、魔物を食らって治癒と力を得るのは、どのような回復手段じゃ？」

「……おそらくは力の吸収と同化？　けれど、それがいったい……」

「そう、そこまで分かるならあとは簡単じゃろ？　同化、同化しておるんじゃ。あやつは自らの体を削り、妖精種の魔力と」

「…………」

　分からない、分からない、分からない。

　歯車のかみ合わないような、なのに、とても嫌な予感がする。

「まだ予想がつかぬのか？　仕方ないのぉ。一つ一つ説明してやるのじゃ。姉上の首を刎ね、妾は誓約に従い結界を解く。そうなれば、妖精樹が妖精を生み出して消費していた龍脈の魔力が急激にレオンに流れ込むことになるじゃろうな。今のレオンはそのほとんどが妖精種のように魔力体でできておるのじゃから」

「……あっ」

　そこまで言われ、ようやくガチリと歯車がかみ合う。

　結界で隠されているが、考えてみれば妖精樹という龍脈の魔力を消費する存在がなくなった以上、そこは人体に収まらないほど大量の魔力が溢れ出すことになる。

　物質としての肉体が薄くなってしまっている今のレオンがそんな場所に無防備に晒されたら、たとえ望まずとも魔力を吸収してしまう。

　そんなことになれば……。

「膨れて膨れて、そして最後は……」




　──────ボンっ、じゃ。




「～～～～～～～───っ!!」

「アハハハハッ!!　それだけではないぞ？　さっきも言った通り、レオンはあの魔物の力を吸収し、同化しておるっ！　妖精を材料に生まれたあの魔物の名前は『妖精[image: ]い』。持っているスキルの中には『共[image: ]い』が存在しておる。知っておるか？　このスキルはな、持ち主が死の危機に瀕ひんすると対象が近くにいる場合強制的に発動するらしいぞ？　これでレオンが魔力の奔流に晒されて意識を失っても、しばらくは『妖精食い』を喰らって魔力を受け入れるための器を大きくできるじゃろう」

　そう言ってレティシアは立ち上がり、私の前に回って手に魔力を集め始める。

　私の首を切り落とし、それ以降手を出さずにレオンを葬るために。

「ぁあぁあああぁああっやめてやめてやめてやめてっ！　殺さないでイヤイヤイヤイヤイヤイヤァアアアアアアアアアアッ!!」

「アハハハッハハハハハッ!!　全部全部ぜぇんぶ無駄だったんじゃよっ！　姉上が必死に耐えたあの時間はっ!!　阿あ呆ほじゃないのかのっ！　バァカバァカバァカバァァアアアアアアカッ！　アハハハハハハハハハッ!!」

「やめてお願いレティシアレティシアっ!!　謝るっ、謝るからっ殺さないでお願い許してっ!!」

「イ、ヤ、じゃっ！　最初に言ったじゃろ？　お主は死ぬ。妾が殺す。何がどうなろうとも、妾の手で殺すとなっ！　アハハハハハッ!!」

　白と黒に明滅する視界のなか、頭の中でレティシアの声が乱反射する。

　今にも意識が飛んでしまいそうなのに、必死の表情で結界を叩くレオンの顔だけはやけにはっきりと見えて。

「やめろやめろやめろぉっ!!　ふざけるなっ、話がっ、話が違うぞっ勇者ぁぁあああああ!!　もう少しっ、全部殺して俺が死ねばリリアを助けるとっ、救えると……っ」

「アハハハハハッ！　本当バッカじゃねぇのっ!?　許すわけねぇだろうが、救わせるわけねぇだろうがっ、なぁおいっ！　もう少しで救えると思ったか？　助けられると思ったか？　ぜぇんぶ嘘に決まってんだろ信じてるんじゃねぇよバァアアアアアアアアアアアカアッ!!　アハハハハッ!!　アハハハハハハハハハハハハッ!!」

[image: ]

　ひどい、ひどい、ひどすぎる。

「どうしてっ!?　どうしてよっ！　頑張ってきたのにっ!!　私たちはずっとずっとずっとぉおおおおっ!!　なんでこんな目に遭わなきゃならないのっ!?」

「さっきから随分と淑女らしからぬ口調じゃのぉ？　ほらほら、いつものバカ丁寧な口調はどうしたんじゃ？」

　ゴォオオオオォォンッと、膨大な魔力の込められた炎がレティシアの手から登りあがる。

「ダメダメダメぇえええええっ、お願いっ、お願いしますっ、何でもしますからっ！　奴隷でもなんでもなりますっ！　靴を舐なめろと言われれば舐めますっ!!　どんな惨めな扱いだってかまいませんっ！　だからっ、やめてっ！　やめてぇえええええっ!!」

「あぁ、愉快じゃ愉快じゃっ、本当に愉快じゃっ!!　アハハハハハハハッ!!」

　まるで火柱のようだった炎が凝縮されていき、剣の形へと変わる。

「あ、ぁああ、あああああぁあっ」

　絶望が、心に触れて、染みていく。

「さぁ、これで終わりじゃ。兄上と、海人と、妾が味わった大切なものを助けられぬ絶望の中で死んでいくがいい」

　動けない私の前で、そう言ったレティシアの表情は……

「魔の、王……。化け物……」




「あぁ、ずっと前から知っておる」




　そして、私の首は切り離されて、転がり落ち。

　刹せつ那なの時間だけ残された私の体が燃えて塵ちりになる姿を見ていた。





　　　　☆






「やめろっぉおおおおおっ!!　頼むっ、やめてくれえぇええええええぇぇっ!!」

　リリアの前に立つレティシアが炎剣を振り上げている。

　すぐさま駆けつけなければいけないのに、目の前の障壁はまるで破れる気配がない。

　ニヤニヤと嗤っているカイトに眩暈めまいがしそうになる。

　あともう少し、もう少しで提示された千体の魔物を倒せるところだった。

　なんとかリリアの命だけでも救えると、あともう少しで……。

　なのに、それすらもただのまやかしに過ぎず、暗い炎がリリアの身を焼こうとしている。

　そして、止めることもできずにリリアが死ぬところを見ているしかなかった。

「貴様らぁあああああああああああっ!!」

（殺してやる殺してやる殺してやるっ!!　こいつら全員殺して、……っ!?）

　リリアの首が落ちた瞬間、脳裏を焼いた猛烈な怒り。

　しかし、その感情すら掻き消してしまうような猛烈な魔力の嵐が俺の体を襲った。

「アガァアアアアアァアァアアァァアアアァアアァァアァアアアアァァァァッ!!」

　まるで、激流の川の中に放り出されたような感覚。

「ッ!?　ッ!?　ッ!?」

　入り込んでくる、入り込んでくる、入り込んでくる。

　止めようもなく、大量の魔力が身の内に無理やり入り込んで膨れ上がっていく。

　それは自分の意志でどうにかできるような勢いでなく、『妖精[image: ]い』を喰らった時が細胞が押し広げられる感覚だとしたら、いま体の内で暴れている魔力は、細胞と細胞の間に潜り込んでくるかのようだった。

　制御しきれない力の波に押し流されそうになった瞬間、まるで自分の意志と無関係にそばにいた『妖精[image: ]い』に喰らいついていた。

「がふっ!?　がギガががぎぁあぁあぁギギッ!?」

　喰らいつくとともに少しだけ意識がハッキリして、力を得る感覚と共に何度も体験した苦痛と、そうして押し広げられた器の中に更に自分のものではない荒々しい魔力が入り込んでくる苦痛が混ざり合わさって、自分の中で弾けていく。

　それからはもう意識がぼやけたりはっきりしたりを繰り返しながら、脳裏にはただ苦しいという言葉だけが踊りまわっていた。





　　　　☆






「どうしていつも、復讐の終わりは涙が出るんだろうなぁ……」

　リリアを殺した俺たちは、誓約魔法に従って結界を解いた。

　吹き込む魔力の嵐を避け、少し離れた上空で、レオンの最期をじっと見つめていた。

「『ガルァアァアアアァアァアアアアァアアアアァアアッ!!』」

　視線の先、そこにはもはやレオンの面影もない化け物が唸うなり声をあげていた。

「暴虐の獅子……、といった感じじゃの」

　十五メートル近い高さの木々を超え、巨大な獅子へとその姿を変貌させたレオンは、残り少ない『妖精[image: ]い』を喰らってはのた打ち回りを繰り返しながら森を破壊して回っている。

「『グルぁアアアアアァアァアッ!!』」

　もうほとんど意識もないだろう。

　ただの魔物になったレオンは、苦しみの中で少しずつ死に近づいていく。

　そして、最後の『妖精[image: ]い』を食らったレオンは、周囲を見回し、魔力が溢れ出す泉の、龍脈の出口へと目をつけた。

「レティシア」

「分かっておる。防ぐだけなら問題ない。というより、妾がいなかったらどうするつもりじゃったのじゃ？」

「もっと遠くに転移で避難しつつ見守るつもりだったさ。だから、こうして近くで見ることができて感謝してるさ」

　空はいつの間にか白くなり始め、夜は明けようとしていた。

　そして、本当の最後の時が訪れる。

　吸い寄せられるようにして、泉へと獅子が頭こうべを垂れた。

「まずは、お前が鍛えた力を奪った。次は、大切な相手を助ける直前で失う絶望を知ってもらった。だから、最後はお前が望んだものを溺れるほど与えてやる。けどな」

　その様子はまるで絞首台の縄で自らの首を括くくる罪人のようだった。

　地面ごと泉をひと飲みにするように口を開き、そして……、破裂した。




　ダガゴガァアアアアアアアアアアアアアアアアアンッ!!




　魔力光が白く視界を焼き、空気を振るわせる轟ごう音おんと共に衝撃が広がる。

　レティシアの張った球形の結界が、爆発の衝撃にミシミシと音を立てる。

　暴虐の数秒間が過ぎ去った後、泉を中心にした半径二キロ圏内は巨大なクレーターに変わってしまっていた。




「所しょ詮せん、力なんてそんなもんだ」




　俺は一つ、地面に零こぼれ落ちていく涙とともにそう呟いた。






終章　そして彼は世界の裏側に落ちる






　その日、街中は、特にギルドは蜂の巣を突つついたような騒ぎでした。

「あぁ、まさかまた面倒なことになるのでは……、はぁあああああああ」

　帰ってこないギルドマスター・ヴァレリアの代役を務めていた副ギルドマスターは、心労の全てを吐き出すような深いため息をついていました。

（まぁ、無理もないですけれど）

　ギルドマスターの失踪に加え、二日前にギルドへ立ち寄って以来消息の途絶えてしまったレオン皇子。

　おそらくはギルドマスターを捜しに出たのではと考えられるのだけれど、妖精伝説のある森に向かったこと以外には何の手がかりもない。

　それに合わせて、失踪した日の朝早く、遠くから聞こえた巨大な爆発音。

　偶然早起きしていたギルド職員の証言では、妖精の森の方向に巨大な光の柱が見えたらしい。

　ギルドはその件を受け、妖精の森へと緊急の調査団を派遣するための手続きに追われることになった。

（これでレオン皇子に何かあったら……、次の職、探しておくべきかしら？）

　もしこれでレオン皇子に何かあったとしたら、このギルドは終わりでしょう。

　ギルドにも責任の一端がないとは言えない状況ですし、上位層は確実に職を辞すことになるでしょうね。あら、そう考えるとこのまま居座っていた方がいいのかも？

（なんて、まぁそんなことにはならないでしょうけれど……）

　レオン皇子の強さは王国の勇者を凌しのぐとも噂うわさされていて、おとぎ話の登場人物か何かのように強いらしい。

　その証拠に、レオン皇子自身は基本的に護衛もつけずに行動することがまかり通っている。下手に護衛をつけても足手纏まといでしかなくなってしまうそうです。

「では、副ギルドマスター、受付が誰もいなくなるのもまずいので、私は受付に行きますね」

「あぁ、ヨハンナ、頼むよ」

　気もそぞろな様子の副ギルドマスターを残し、私は受付のある一階へと戻ります。

　すると、何かもめ事が起こってるようでした。

「だからっ！　いい加減に諦めろって言ってんだろコノジジイッ」

　大声につられて騒ぎの方を見ると、ギルドの依頼受付のカウンターで、一人の老人の胸倉に冒険者の一人が掴つかみ掛かっていました。

（あぁ、本当、こんな時にやめてほしいんですけど……）

「毎日毎日、こんなバカな依頼っ、誰も受けるわけがねぇだろうが！」

「うっ、うぐぅ……」

「ちょっ、やめてくださいっ、暴力沙汰は困ります！」

　内心ため息をついて頭を押さえていたら、ヒートアップした冒険者が相手の老人を掴み上げていました。

「ヨハンナちゃん、こういうのは一度ガツンと言ってやらなきゃダメなんだよっ！」

　仲裁にもひるまないほど興奮しているようで、冒険者が私にまで凄すごんできます。

「凄んでもダメです、どのような場合でも冒険者が依頼者と暴力沙汰を起こせば一発でランク降格ですよ？　それでもかまいませんか？」

「うっ、ちっ、クソがっ!!」

「うがっ!?」

　乱暴に手を離された老人は尻もちをついて呻うめいた。

「いいかジジイ、妖精の翅はねの採取依頼なんて、誰も受けるわけがねぇだろうが。クエストボードにこんなクソ依頼を貼ってんじゃねぇ!!」

「し、しかし、このボードは犯罪依頼などを除けば、どんな内容でも三ヶ月は依頼を出しておける規則に……」

「だ、か、ら、それが無駄だからやめろって言ってんだよっ！　妖精の魔力の源は妖精の翅だっ、つまりは妖精を殺せってことだぞ！　ただでさえいるかいないかも分からない妖精を、それもこれっぽっちの報酬で仕事を受ける奴がいるわけねぇだろうが。それを毎日毎日、受注者がいねぇか、受注者がいねぇかってぇよぉ！　目障りなんだよっ!!」

「うっ、ううう……、しかし、これ以上は金がないんじゃ……」

「金がねぇなら余計に依頼なんか出してるんじゃねぇよっ!!」

「いい加減にするのはあなたもですっ、Ｄランク冒険者のガイルさんでしたね。恫どう喝かつまがいの行為はやめてくださいっ」

「けどよぉ、ヨハンナちゃん……」

　ぴしゃりと言い切ると、多少は冷静になってきたのか、しかめっ面をしながらもポリポリと頬ほおを掻かく。

「おじいさん、今回の件、確かにこの冒険者の方に非がありますが、確かにこの依頼を受けるような冒険者はいないと思いますよ」

「……」

「おじいさんの言う通り、確かにこのボードは特殊な依頼用に犯罪に関わるようなものでなければ誰でもクエストを発行することができるようにさせていただいていますが、採取対象の『妖精の翅』というのはなかなか難しいと思います」

　あえて報酬については触れず、諭すように話しかける。

「何のために妖精の翅をお求めになっているのですか？　何度かお話しさせていただいているように、事情を話していただければ代用品を探せるかもしれませんし、事情が明確になれば寄付も募れますよ？」

「…………ダメなんじゃ、必要なのは『妖精の翅』なんじゃ……」

　けれど、やはりというかなんというか、老人は以前に同じ提案をした時と変わらない言葉を呟つぶやくだけでした。

　この老人がこのギルドに通い始めてもう三年以上。

　何のためなのか分からないけれど、それでも必死さだけは伝わってくる。

（まぁ、だからこそこちらも困って最近は触れないでいたのですが……）

「なぁ、おい爺じいさん。それじゃあ分かんねぇだろうが。いい加減諦めろって」

「……諦めるなど、儂わしには、儂にはもう……」

「ちっ、だぁあっ、もうっ、イラつく爺さんだなぁ！　とりあえず邪魔なんだって」

　焦じれた様子の冒険者が再び老人へと手を伸ばす。

「ちょっ、だから乱暴な真似は……っ」




「…………やめろ」




　しかし、小さく短い声と共に、その腕が誰かに掴まれる。

「ッ!?　なんだてめぇは！」

　気配も感じさせず唐突に現れた男は、深いフードをかぶっていましたが、聞き覚えのある声をしていました。

「ギルドじゃ、冒険者が依頼者に手を上げるのはご法度だって思ってたんだがな」

「あぐっ!?　いっ、はっ、放せっ、放してくれっ！」

　ミシミシと音が聞こえてきそうな力で、フードの彼は冒険者の腕を掴んでいます。

「おっと、悪い。少し力加減を間違えた」

「うぉあっ!!」

　パッと手を離された冒険者が、今度はドシンッとしりもちをついた。

「あ、あなたは……」

　フードから覗のぞく顔と、聞こえてくる声は、つい先日特例でＳランク冒険者に登録された少年のものだった。

（確か名前は……、ウケイ・カイトさん）

「お、おいっ、てめぇっ、横から入ってきて何のつもりだ……っ」

（っ!?　ちょっ、相手が誰だか分かってんのっ!?）

　と、恥をかかされたとでも思ったのか、冒険者がカイトさんに食ってかかる。

「なぁ、あんた、確かギルドの受付やってた人だよな」

「え？　あ、は、はい」

　私の内心の焦りなど我関せずと、カイトさんは冒険者を完全に無視して私に話しかけてくる。こ、これがＳランク冒険者の余裕というものなのかしら……。

　しかし、目の前で進む事態は私の予想を超えていく。

「それじゃあ、この依頼、この場で俺が受領する。その依頼書、俺に貸してくれないか？」

「え？　あ、よい、のか？」

「あぁ、かまわない。貸してくれ」

（え？　え？　え？）

　呆ぼう然ぜんとしている私の前で、彼は老人から依頼書を受け取ると、近くの机で受領書にサインをした。

「これ、確認してくれるか」

「は、はい。えっと、依頼内容は『妖精の翅』の採取、期限はなし、量は最低一つ以上、報酬は銀貨五枚。よろしいですか？」

「あぁ、問題ない」

「それでは正式な依頼として受理させていただきます」

　私は依頼書を受け取ると、確認のサインを入れる。

「ッ!!　無視するんじゃ──」

「うるさい、少し黙ってろ」

「っ!?」

　Ｓランク冒険者の威圧にＤランク冒険者が耐えられるはずもなく、言葉は途中で立ち消える。

「それじゃあ、これが妖精の翅だ」

「え……？」「なに……？」

　そしてバラバラと、カウンターに綺き麗れいな虹色の翅が小山のように積もる。

「あぁ、あぁ、あああああ……」

「随分と待たせたが……、今度こそ、依頼は果たしたぞ」

「え、ちょ、ちょっと待ってくださいっ、『妖精の翅』ってそれ全部ですか？　ほ、本物？」

　正直な話、妖精なんて信じていなかった私は、その翅が本当に妖精のものか判断ができなかった。

（もしこれが別物だとしたら、い、いえ、でもお爺さんのことを考えたら偽物でも良しとした方が……）

「いや、これは本物じゃ……、あの時に見たものと、おなじ、同じじゃ……」

　けれど、私の心配は杞き憂ゆうだったようで、老人はうわごとのようにそう呟く。

　ふらりふらりと『妖精の翅』が山になっているカウンターに近づくと、まるで何かを怖がるように、恐る恐る『妖精の翅』に手を伸ばす。

　そしてゆっくりと包み込むようにして……、ぐしゃりとその翅の山を握り潰つぶした。

「ひぐっ、あぁ、あああああああああぁああああぁあ……っ!!」

　ボトボトと、大粒の涙がカウンターに落ち、枯れた喉から乾いた嗚咽おえつが響く。

　私は訳が分からず、答えを求めて隣を見ましたが……。

「アレ？　カイトさん……？」

　気が付いた時にはもうそこに人影はありませんでした。





　　　　☆






「さて、もう気は済んだかの」

「あぁ、もう十分だ」

　やり残してしまった最後の仕事を終えた俺は、街の外で待機していたレティシアたちと合流した。

「結局、何をしてきたんだい？」

「ただの後始末だよ、後始末。たまたま、けじめをつける機会があったからな」

　肩をすくめ、俺は悠ゆう斗とへと返事をする。

　ギルドにいたあの老人。

　一度目の世界では、妖精の森の外周部で魔物に襲われて死んでしまっていた。ギルドで出している依頼の報酬を上げるため、老化させられている体で無理をしたのが原因だった。

　俺がこの世界に戻ってきた時には、一度目で瀕ひん死しの状態で出会った時よりも時間が過ぎてしまっていた。

　だから、この二度目の世界でも死んでしまっているとばかり思っていたが……。

（バタフライエフェクトってやつかな）

　何がどういう影響を受けて命を繋つなぐことになったのかは分からなかったが、今度こそ妖精を退治するという願いも果たせただろう。

　妖精郷と呼ばれたあの泉、龍脈の魔力を吸い上げ妖精を生み出す妖精樹、妖精の頂点に位置していた妖精女王ベリーベル。その全ては塵ちりとなって消えた。

「兄様……。よかったですね、いい顔をしています」

「なんだそりゃ」

　何が嬉うれしいのか、舞まいはニコニコと笑っている。

　まぁ、心残りが一つ消えたのはいいことと言えばいいことだろうが、そんなに分かりやすかっただろうか。

「うんうん、すっきりした気分のまま、ノノとえっちぃことしない？　お外でやるのもいいもんだよっ、っていったぁあーいっ!!　レティシアちゃんいたいよーっ!!」

「あんまり馬鹿なことを言い出すからじゃ。妾わらわはごく一部以外、側室を許すつもりはない！」

「いや、だから側室云うん々ぬんはガチでやめてほしいんだが……」

　というか、ノノリックは男だ。見た目がどうであれ、ノノリックは男だ。

「兄様……？　妹はふしだらなのはいけないと思いますよ？」

「モテモテじゃないか海かい人と」

　舞が先程と全く変わらない笑顔のまま、黒いオーラを纏まとい、くすくすとからかうように悠斗が笑う。

「がふぁっ！　バウバウワッ!!」

　今朝ドラゴンパピーの姿で合流したグレンが、まるで威嚇するようにボフッと炎を吐き出す。

「……グレン、お前もか。勘弁してくれ」

　まったく、これから戦場を越えていくというのに緊張感のかけらもない。

「はぁ、頼むぞ、レティシアの話を聞く限りじゃ、きな臭いどころの状況じゃなさそうだしな」

　そう言って小さくため息をつき、俺は昨日のことを思い出すのだった。





　　　　☆






　レオンの最期を見届けた俺たちは、しばらくして街に戻って街はずれの安宿の大部屋を取った。

　徹夜明けの疲労と復ふく讐しゅうを終えた満足感に、俺たちは泥のように眠った。

　起き出したのは昼過ぎ頃、その時になってようやく情報交換を始めた。

「妾はレティシアじゃ。レティシア＝ルウ＝ハールストン。一応魔王じゃが、いろいろあって海人の恋人じゃ、そっちはノノリック、良い剣の腕をしてるから護衛という名目で、復讐の時に手伝ってもらおうと思ってそばに置いておった」

「ノノだよ？　うんうん、うへへ、いいねいいね、可愛かわいい子ばっかりだねっ！　ってあいたたたっ！　痛いよぉっ!?」

「うるせえ、人の親友と妹に毒牙を向けるな変態！」

　ペロリと唇をなめたノノリックの顔面にアイアンクローをかます。

「私は宇う景けい舞といいます。よろしくお願いしますね、レティシアさん」

「僕は金かな崎ざき悠斗、よろしくね」

　そんな馬鹿をやっている間に、舞と悠斗はレティシアと握手を交わしていた。

「お、おおっ、よろしくの。その、二人と海人の関係は……」

「最愛の妹です」

「まぁ、親友かな？」

「……あぁ、やっぱり、名前からそんな気はしておったが、向こうの世界の……」

　レティシアは嬉しそうに微笑ほほえんだ後、なぜか妙に動きが硬くなった。

「レティシアちゃん、なんか緊張してる？　あれあれ？　もしかして修羅場かな？　修羅場かな？」

「違うわ戯たわけっ！　緊張ぐらいするに決まっておるじゃろ!!　お主っ、妾がどれだけっ、どれだけ望んで叶かなわなかった邂かい逅こうじゃと思っておるんじゃ！」

「ふーん？　そうなの？」

　ノノリックは小首をかしげながらそう言った。

　俺にしても、その光景には胸にくるものがあった。もう叶わないと思っていたレティシアと元の世界の知り合いが一緒にいる光景だったのだから。

「まぁ、自己紹介はそこそこにして、情報交換したいんだが……、とりあえず、ノノリック、なんで生きてんの？　確かに首を切り裂いて殺したと思ってたんだけど」

「ふふーん、知りたい？　それはねぇ、ノノが、真祖の吸血鬼だからだよ！　ほらぁ」

　そう言ってノノリックはクイッ、と口の端を指で引いて、人にしては長すぎる歯を見せた。

「真祖の吸血鬼だぁ？　おいおい、マジか……」

　以前、ミナリスがクーと同化した時にも思ったが、一度目の時に出会った俺様野郎な知り合いの真祖の吸血鬼への信頼度が駄々下がりである。あいつ、真祖の吸血鬼はもう自分だけだって言ってたくせに、どういうことだ。

　ミナリスのことでも後で話を聞きに行こうと思っていたが……、居場所も分からないし、もう会わなくてもいいかもしれない。

「まぁ、真祖の吸血鬼だっていうなら、あの状況からでも復活できるのかもしれないが……」

「なぬ？　なんじゃノノリック、お主、敵じゃったのか？」

「えー？　敵じゃないよぉー、ただ、ねっとりみっちり絡み合って熱い夜を過ごしただ──いぎぎっ!?　痛い、痛いよ!?」

　半目を向けるレティシアが、バカなことを言い始めたノノリックの頭に拳げん骨こつを落とした。

「てめぇがふざけてるからだろうが！　普通に殺しあっただけだろうが!!」

「えー、でも、カイちゃんはノノを殺したかったわけじゃないんでしょぉ？」

「今は若干殺意が湧いてきてるけどな。とにかくそういうんじゃないから、レティシア、その炎剣をしまってくれ」

「海人？　妾は側室を否定はせぬが、一番は妾じゃからな？　それは譲れぬからな？」

「合ってない合ってない、言葉と行動が合ってない」

　燃えるから、燃えちゃうから、この安宿燃えちゃうから。

　あぁ、ダメだ。どうしてこう人が集まると話が脱線するのか。

「話を戻すが、レティシア、ノノリックにはどこまで話してあるんだ？」

「何も話しておらん。もともと、復讐の手練手管を頼るために、血を対価に雇っておっただけじゃからのぉ。妾だけじゃ、一撃で殺すぐらいがせいぜいじゃ」

「……なるほどな」

「えー？　なになに？　秘密のお話？　ノノも混ぜてよぉー」

　意味深な会話にノノリックが子供っぽい仕草で抗議してくる。

（……まぁ、復讐にまで参加させておいて、隠すことも何もないか）

　ただのバトルジャンキーだと思っていたが、復讐の際の様子を見るにそういうわけでもないようだったし。

「さてと、それなら俺たちの話からするのが早いか。ちょっと長くなるぞ」

　俺は一度目の世界であったこと、二度目の世界で起こしてきたことについて、振り返るようにレティシアとノノリックに話した。

「……なるほど、それでミナリスとシュリアがこの場におらんわけじゃな？」

　得心がいったというようにレティシアが一つ頷うなずいた。

　しかし、ノノリックはいつものふざけた様子が鳴りを潜めた真剣な表情に変わっていた。

「ねぇ、海ちゃん。その【復讐の聖剣】、それを使えば、復讐心が共有されるっていうの、本当？」

「ん？　別にそんなところで嘘うそはつかないが……」

　信じる信じないはノノリックの勝手だとは思っていたが、想像外のところで引っ掛かったな。

　だが、ノノリックが続けた言葉は、更に想像の埒らち外がいにあるものだった。

「お願い、それ、ノノにも使ってほしい」

「なんだと？」

「……ノノもね、ずっとずぅっと昔に、殺したくて殺したくてたまらない相手がいたの。でもね、ようやく私が力をつけた頃に、私が何かする前に死んじゃったの。ノノの復讐は、結局何もできず終わっちゃったの。でもね、ずっとずっとずぅっと、モヤモヤしてモヤモヤして仕方がないの」

「「「「…………」」」」

「【復讐の聖剣】を使えば、ノノにももう一度、ちゃんとした復讐ができるんだよね？　ねぇ、お願い。ノノも仲間に入れてよ」

　全員が言葉を継げず、ノノリックの言葉を聞いていた。

　俺はノノリックの言葉を聞いて、どこか納得したような気持ちになっていた。

（なるほど、つまり、ノノリックは復讐を選ばなかった俺の姿か）

　自分の意志でか、それとも環境が原因でなのかという違いはあるが、結果は同じだ。

　殺し合った仲だというのになぜか憎んだりできなかったのは、自分の剣の手本にした相手というだけでなく、そういった親近感を心のどこかで感じていたからかもしれない。

（だけど、だからってノノリックを共犯者にしてもいいのか？）

　復讐をもう一度したいというノノリック。

　けれどそこには、ノノリック自身の復讐は存在していない。まさにというほど典型的な代償行為。

　しかし、俺の悩みを感じ取ったのか、思わぬところから声があがった。

「何を躊躇ためらっておるんじゃ、この戯けめ。使ってやればよかろう」

「レティシア……」

「以前にお主は言ったじゃろうが、『人数が増えればそれだけもっとあいつらを苦しめて壊して磨すり潰すのにたくさんの手間を掛けられるだろう』と」

「お前、その言葉……」

　それは一番最初の記憶。俺がミナリスを共犯者に選んだ時の言葉。

「ただ殺したいだけの奴というわけでもないなら、とっとと共犯者にしてしまえばよいのじゃ」

「…………あぁ、そうだな、そりゃそうか」

「まったく、海人はいつでも考えすぎなのじゃ。だから頭がうすくなるんじゃぞ」

「なってねぇよっ！　ふさふさだよっ！」

　躊躇っていた自分がばかばかしくなり、はぁ、とため息をついてから、俺は復讐の聖剣を手にする。

「あ、でも妾が先じゃからな」

「……本当、締まらねぇな、おい。今までこんな雰囲気でこの心剣使ったことねぇぞ」

　もう一つため息をついて、俺は【復讐の聖剣】をレティシア、そしてノノリックに突き立てた。

　暗く、なのに目に焼きつくような揺らめくような光を放つ【復讐の聖剣】が、二人の胸に沈み込んで、一瞬の輝きの後、宙に融とけて消えていく。

　そして再び、復讐の聖剣によって伝わった回路が俺たちの復讐心を混ぜ合わせた。

「……あぁ、すごいな、こんな感じなのじゃな」

「…………あはっ、アハハハハッ！　すごい、すごいすごいすごいすごいっ！　この焼けつくみたいで膿うんでいるみたいで裂かれるみたいなこの感じっ!!　あぁ、そうそうっ、これだよこれっ！」

　静かに噛かみしめる様子のレティシアとまるで生まれ変わったようにはしゃぐノノリック。

　その隣で俺は、混ざりあう復讐の中に、この場にいない二人の経路も繋がったのを感じた。

「……あぁ、繋がったな。『聞こえるか、ミナリス、シュリア』」

「『ご主人様っ!!』『カイト様っ!!』」

　随分と久しぶりに聞いた大切な共犯者たちの声は、まだ物理的な距離があるのか、だいぶノイズ交じりの声で、『心話』も不安定だった。

「『よかった、二人とも無事か？』」

「『はい、大丈夫です、ご主人様、ご主人様の方こそ、お怪我はありませんか？』」

「『元気なのです？　大丈夫なのです？』」

「『心配しなくても大丈夫だよ。今はどこにいるんだ？　ひとまず合流したいと思うんだが……』」

「『ご主人様、そのことで報告があります、急いで法国に向かって、神聖結晶のもとへ急いでください。あれが破壊され……みが……らわれ……』」

「『王国と帝国に気を付けるのですっ、急が……、いが……』」

「『ミナリス？　シュリア？　おいっ、どうした二人ともっ!!』」

　急に聞こえづらくなった声に慌てて呼びかけるが、ミナリスからの返答はない。

　まるでラジオの電池が切れるようにして、『心話』は途切れてしまった。

「ねぇねぇ、今のってノノと初めて会ったダグラスの街にいた二人だよね？」

「どうやら、ミナリスとシュリアの方も何か情報が入ったようじゃの。肝心なところは聞こえなかったが……」

　発言はしていなかったが、この場にいた全員に『心話』を繋いだから話は聞こえていたはずだ。

　ミナリスとシュリアの言葉に反応するように、悠斗と舞も話し出す。

「王国と帝国に気を付けろって言っていたね」

「法国の神聖結晶？　のところに向かうようにも言っていましたが……、兄様？」

「神聖結晶っていうのは、法国が保持してる秘宝で、この大陸を覆う大結界のかなめだ。この結界の中にいる間、魔族の能力は抑えられる」

　説明を求めるようにこちらを見た舞にそう返事をする。

「レティシア、『ミナリスとシュリアの方も』って言ったが、何か知ってるのか？」

「それについては、妾の話から始めた方がよさそうじゃ」

　少し話はしたが、とレティシアは前置きして、これまでのことを話した。

　一度目の世界で俺がレティシアと戦ったあの日以降、レティシアは魂だけの状態で魔石に宿り、更に俺の体へと宿り先を変えながら意識だけがあるような状態だったらしい。

　俺が見たもの聞いたものを合わせて知り、時々夢の中で片言の言葉を告げる程度がせいぜいだったという。そうして少しずつ力を蓄え、ミナリスとシュリアと共に、遭遇したグレンへと宿り先を変えて二度目の世界の自分へと宿り直したそうだ。

　それ以降はリリアからの信頼を得るように動き、この世界の力を吸い上げようとしている神の敵がいて、それに対抗するために神が信託を下して異世界から勇者が呼び出されることを知った。

「まぁ、神云々は正直どうでもよかったのじゃが、確かオロルレアの王家は神ではなく、大精霊を信仰しておったはずじゃろ？　今回、勇者である海人はその役目を放棄しておるし、王国では得体のしれぬ偽物の勇者が立っておるしで気になっての。ちょっと王国の方を探ってみたんじゃが……」

　大精霊というのが精霊ではなく神だったのだろうと想像はつくが、レティシアの様子からするとそんな単純な話ではないらしい。

「この二度目の世界で、初めて出会った時のことは覚えておるか？　戦場の戦闘にまぎれてオロルレア王国側に向かったら、王国軍と帝国軍の共同基地にあの時の魔ま煌こう樹じゅの手下もどきが大量におっての」

「……は？　なんだそりゃ、どういうことだ？」

「どういうこともなにもない。見たまんまその通りじゃ。じゃから、冒険者ギルドに登録なんて目立つ真似をして間にギルドを挟んで情報を得ようとしたわけじゃし」

　あぁ、なるほど、レティシアたちがＳランク冒険者になろうとしたのはそれが理由か。

「っていやいやいや、レティシア、お前がまだ魔煌樹になってないのになんで……」

「だから、それが分からぬから苦労しておるのではないか。あ、もちろん魔王核はちゃんとこの胸の奥にあるぞ。少なくとも復讐を終えるか、魔煌樹になってしまうギリギリまでは存分に力を利用させてもらうつもりじゃからの」

　確かにレティシアが魔煌樹になるまではまだ一年以上の時間がある。安全マージンをとっても、あと半年程度ならノーリスクで扱えるだろう。

「まぁ、そんなわけでの。そろそろリリアに関しても決着をつけねばならんなと思っていたところにお主らの登場じゃ。狙っておったのかと思ったぞ」

「……狙ってたんなら、あんな醜態さらしゃしねぇよ」

「ふふふーんっ、そんなこと言っても無駄じゃ。『離すかっ、もう二度とッ、離してたまるもんかっ!!』って、泣いておったのを覚えておるぞ？」

「うるせぇ、俺は覚えてないっての」

　ニヤニヤと嬉しそうに笑うレティシアから視線を逸そらしてボソッと呟く。

「とにかく、今はグレンを戦場に送り込んで、王国の動きを監視しておる。主戦場が法国になっておるから、動きがあれば妾に『思念波』が届くはず、……ぬぅ、これは、話が早いと喜ぶべきか、きな臭すぎる状況を嘆くべきか」

「……グレンから連絡があったんだな？」

「あぁ、そうじゃ。これは一歩出遅れた感じじゃな」

　話の最中、すっぱいものを食べたような顔をしたレティシアが頷いた。




「あの魔煌樹の手下もどきが王国、帝国軍と共に戦場に大量に殴り込んできおった」





　　　　☆






　戦場は大混乱の中にあった。

　そこは、人類と魔族の種としての威厳をかけた戦いの場のはずだった。

　しかし今、その戦場を支配していたのは人類ではなく、魔族でもなく。

　……大量の植物もどきの化け物だった。

「なんだこれは……、なんなんだこいつらはぁああああああああっ!!」

「「「ヴアヴヴァヴぁああ……」」」

　法国の海岸線で開いた戦端は、少しずつ時間を掛けて押し込まれていった。

　特に『爆炎魔人・アーディリウス』との戦いで王国の勇者が一度自国に引いてから、法国を襲う魔族の勢いは更に激しいものとなった。

　そして、いよいよ神聖結晶を擁する法国の首都に魔族の手が届くかという時、それは現れた。

　幽鬼のようにユラユラとした動きで現れたのは、大量の植物に飲み込まれた人間もどきと、どこか虚うつろな表情の王国、帝国の混成軍。

「た、隊長っ、隊長ぉおおおおっ!!」

「っ!!　くそぉおおおおおおっ!!」

　獣国からやってきていた部隊がまた一つ戦線を支えきれずに人間もどきに飲み込まれた。

　突如現れたその軍は、人類も魔族も関係なく戦場で暴れ始めた。

　植物と人のキメラのような姿をした化け物は、自在に木の触手を操り、近くにいる相手を手当たり次第に飲み込み始めた。

　化け物と一緒に現れたどこか虚ろな表情をした王国軍と帝国軍の兵士たちは数こそ少なかったが、その誰もがまるで別の生物になったかのような人間離れした力を発揮した。

　戦場の戦力図はまるで零こぼしたコーヒーのシミが広がるように塗り替えられていった。

「ちっ、俺様に近寄るんじゃねぇええええええええ!!」

「「「あヴあああヴアヴァヴぁああ……」」」

　魔族側の部隊長を務めていた男は、倒しても倒してもわらわらと湧いてくる魔物らしき何かを、得意の風の魔術で吹き飛ばしつつ、法国の首都に向かって進軍していた。

　魔族の力を抑えるという『神聖結晶』。それを破壊することさえできれば、この馬鹿げた第三勢力も含めて戦況は打開するはずだと考えていた。

　そして今、彼の上司、『爆炎魔人・アーディリウス』が『神聖結晶』を破壊するため、法国の大聖堂へと向かっている。

（邪魔が入らないように、この場で雑魚を蹴散らす！）

「散れ散れ爆はぜろぉっ！　『嵐らん白ぱく帝てい・風ふう切せつ乱らん舞ぶ』っ!!」

　瞬間、男の周囲に四つの竜巻が現れる。

　その竜巻は周囲に無数の風の刃やいばを放ちながら、男が指示した方向へと放射状に広がっていく。

「「「ビあアブヴあヴああ……っ！」」」

　切り刻まれた魔物はバラバラと地面に散らばり、巻き上がった土煙がもうもうと立ち込める。

「はぁ、はぁ、これで随分と見晴らし良くなっ……、ガハッ!?」

「……邪魔をする敵は殺し、種を植える」

「て、てめぇ……、ぐはっ、がっ」

　魔族の死角から急に現れたのは、虚ろな目をした人間だった。

　不意を突かれて心臓を一突きにされた体から力が抜け、そうして開けられた穴の中に何かを押し込まれるのに抵抗することもできずにいた。

「グァァアァァアアアッ!?　やめっ、やめろっ！　なんだこりゃっ、何しやがったあああぁっ!!」

「……邪魔をする敵は殺し、種を植える」

「て、てめぇ、まちやがっ、ぐっ、あがぁああぁあっ!!　く、来んなっ！　入ってくんなぁあっ!!」

　地面に倒れた魔族の男はのたうちまわり、しばらくすると動かなくなった。

　しかし、やがてゆらりと立ち上がり、虚ろな目で周囲を見回す。

「……邪魔をする敵は殺し、種を植える」

　何かに刷り込まれた命令を実行するために、未いまだ自分たちでない者を探す。

　不思議と頭はすっきりとし、自分の力が引き上げられているのを感じていた。

　今なら絶対強者として逆らうことなど考えていなかった『爆炎魔人・アーディリウス』にも勝てるのではないかとさえ思った。

　そして、空を見上げた時、遠くから空を駆けてくる自分たちでない者を見つけた。

　五人と一匹。先頭を宙を駆けるように移動する少年と、飛行魔法を使い飛ぶ少女、先頭の少年と同じように宙を走っている少女、自分と同じように風を利用して空を飛ぶらしい少女、鳥の獣人のような大きな灰色の羽を生やしている少年。付き従うように空を飛ぶ火炎竜。

「……邪魔をする敵は殺し、種を植える」

　そして、自らを刺し貫いた相手と同じ言葉を呟いて、空へと昇っていき。




「邪魔すんなどけぇっ！」




　手に入れた力を試すまでもなく、剣で一刀両断にされるのだった。





　　　　☆






「あぁああっ、くそっ！　ひでぇえなこりゃ！」

　法国の首都付近まで転移でたどり着いた俺たちは、休憩もそこそこに戦場へと乗り込んだ。

　俺とノノリックは『天駆』、レティシアは『飛行魔法』、舞は『万ばん魔ま風ふう刃じん』の風の力、悠斗は『吸きゅう魔ま顕けん魔ま』で魔物の羽の力で宙を駆け、最短距離で目的の場所へと進んでいく。

　しかし、空を駆けていけば当然目立つわけで、地上からの攻撃のいい的だった。

「転がれ転がれ泥の雪ッ、『泥どろ氷雨ひさめ・石の氷像』」

「『千ち炎えん』『千ち水すい』『千ち[image: ]つい』っ、もう一つおまけに『千ち雷らい』じゃっ！」

「『飛翔白舞ランプルホワイト』ぉっ!!」

「『風切姫の扇舞』！」

「『アイアンドラゴン・アッパーボディ』っ!!」

「グルゥ、グラァアアアアアアアアアアアアアアアァアァァッ!!」

　だが、ハッキリ言って戦力差がとんでもないことになっていた。

　何せ、こっちは勇者に魔王が揃そろい、その他もこの世界の人間から見れば十分に人外の領域に足を踏み入れている者しかいない。

　魔煌樹の手下もどき程度は相手にならないし、時々現れる虚ろな目をした連中だけが想像以上の手ごたえを感じさせたが、まぁどうにも力を使いこなせている感じではなく、ちぐはぐに生まれる隙すきをついて一撃で下していく。

　しかし……。

「とんでもない数じゃな。倒しても倒しても次から次に現れおる」

　レティシアのぼやく通り、とんでもない数が戦場で暴れまわっている。

　いったい、何が起こっているというのか。

「兄様、こういう時に他のことに気を向けるとドジを踏みますよ」

「うへ、分かってるよ。今は『神聖結晶』を確保することに集中するさ」

　理由は不明だったが、ミナリスとシュリアが『神聖結晶』を確保しておく必要があるというのなら、そうするべきだろう。

　あちこちで戦闘が起こってるせいで魔力が乱れて『心話』は目で見える範囲でしか使えないが、ミナリスとシュリアが近くにいるのは感じている。

　おそらく、二人もまた神聖結晶の在あり処か、法国の首都にある大聖堂を目指しているのだろう。

「急ぐぞ。どうやらアーディリウスが神聖結晶を狙ってきているらしいからな。この状況なら、メテリアも神聖結晶の防衛についてるだろう」

「あぁ、早く殺そうね？　できるだけ早くね？　ねー？」

「分かってると思うが、ノノリック、先走るなよ」

　今回の第一目標は、アーディリウスでもメテリアでもない。

　復讐ができると浮かれているノノリックに、俺は釘くぎを刺した。

「もし勝手に殺したら、妾はお主を許さぬぞ？　アーディリウスもまた兄上の仇かたきじゃ」

　そのうえでもう一つとばかりに、レティシアもまたノノリックに釘を刺す。

「アーディリウスに最後に手を下すのは、妾じゃ。いくら共犯者でも、これだけは譲れぬ」

「……むぅ、分かってるよぉ。ちぇ、ちぇ、ちぇー」

「優先順位はまずは神聖結晶ってことでいいんだよね？」

「それからメテリアとアーディリウスを無力化して確保できるならというお話でしたよね？」

「あぁ、そうだ、まだ殺しにはいかない。少なくともメテリアには聞かなきゃいけないことがある」

　そう、メテリア。

　あいつもまた、なぜか一度目の記憶を持っているようだった。

（洗いざらい全部話してもらうぞメテリア。お前が隠してること全て聞いて、心おきなく復讐するために）

　殺したくて殺したくて、焦がれて焦がれて焦がれていた相手。

　なのに、一人だけどうして裏切ったのかが分からず、二度目の世界で俺たちの前に唐突に現れて、そして記憶を奪って元の世界に俺を送り返した女。

「そう、だから……、邪魔するんじゃねぇよ」

　走る、走る、走る。

　もう首都の周辺から、首都の上空までたどり着いた。

　見下ろす街ではルナリア教の教兵が魔煌樹の手下もどきと戦っていた。

　一般の住人はどこか別の街に避難しているようだった。さすがにメテリア、そのあたりは抜かりがない。

　これで俺たちも、そしてメテリアも全力で戦えるだろう。

（最悪、アーディリウスとメテリアを二人同時に相手することになる。気を引き締めないとな）

　大聖堂の楼閣はもう見えている。

　たどり着くまで、五分と掛からないだろう。

「俺たちの道の邪魔をするんじゃねえええっ!!」

　立ち塞ふさがる敵を排除し、俺たちは進んでいく。

　神聖結晶が安置されている聖堂の中央へ、天窓として嵌はめ込まれているステンドグラスを叩たたき割って侵入する算段だ。

「待ってろよ、メテリアぁ……」

「アーディリウス……、あぁ、どうやって殺してやろうかのぉ」

「ふぅ、本当に分かってるのか、妹、心配になってきました」

「なんか、勢い余って殺しそうだね」

　感覚が冴さえわたる。

　レティシアがそばにいてくれるおかげだろうか。

（恋人が味方になっただけで絶好調って、俺も大概単純だな）

　しかし、そんな風に自嘲してみたところで、自分の心のうちが晴れていることに変わりはない。

　そう、俺はいつもそうして浮かれて忘れてしまうんだ。

　この世界が、そういう時ほど俺を暗い穴の底に突き落としてきたことを。

「らあっ！」

　シャキシャキッ、と砂を切るような音と共に、天使が描かれたステンドグラスを切り裂いた。

　グレンだけを成体の姿のまま宙に残し、俺たち五人はその中へと飛び込んでいく。

　そして、法国の誇る大聖堂へと土足で踏み込み、その光景を目にした。




　メテリアの心臓と、アーディリウスの魔核の両方を見知らぬエルフの男が操る鋭い木の杭くいが抉えぐり出している、その光景を。




「なん、だ、これは……」

「な、なんじゃ、なんじゃこれは……」

　呆然とした呟きが漏れる。

　理解できない、理解できない、理解できない。

　目の前の出来事が、何一つ理解できない。

　ビクビクと震えるメテリアの体と、大量の血を噴き出すその心臓。

　流れる血すらも砂へと変わっていくアーディリウスの体と、パキッと罅ひびが入っていくその魔核。

「おオ、いいねいいネ。ナイスタイミングだよご一行」

　にっこりと笑う、そのエルフの男。

　なんで笑ってやがる。なんで笑ってやがる。なんで笑ってやがる。

　ふざけんな、ふざけんな、ふざけんな、フザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナフザケンナ!!

「お前……、お前ぇえええええええええぇっ!!」

「貴様……、貴様ぁあああああああああぁっ!!」

　そこに、何かの思考はなかった。

「喰くらいつくせっ、『剣王の蒼そう炎えん狼ろう』っ!!」

「『深しん淵えん・邪じゃ竜りゅう獄ごく炎えん』っ!!」

　俺が振るった心剣から放たれた青い炎の狼おおかみと、レティシアが放った黒い炎の龍が絡み合うようにしてそのエルフの男へと向かっていく。

　ただ反射的に、目の前の現実を否定するためだけに放った力。

　それでも、全盛期に近い力を取り戻した元勇者が放った炎と、現役の魔王が一番得意とする属性である火属性の魔法で放った炎。

　全てを塵に返すような熱量を持った二つの炎は、しかし。




「包んで塗り潰す灰の花、『炎樹の花弁フラネシア』」




　灰とピンクの花びらの壁に遮られる。

「おオ、怖かった怖かっタ、助かったよ、王女さマ」

　コツコツコツと、足音を立てながら現れたのは……。

「あ、アレシア……？」

「お久しぶりですね、元勇者様」

　現れたのは、アレシア＝オロルレア王女。

　俺をこの世界に呼び出し、家族を奪い、最後は裏切って殺した女。

「な、なんでてめぇがここに居やがる!!」

　混乱、混乱、混乱。

　想像の埒外にあった急展開にまるで脳の処理が追いつかない。

　思考を無理やり掻き回されているような混乱が止まらない。

　混乱が止まらないのに、憎悪の炎だけが唸うなり声をあげて自分の身を焼き、それがまた混乱に拍車を掛ける。

「兄様ッ、落ち着いてくださいっ！」

「このっ、女め狐ぎつねっ!!」

「ちょっとレティシアちゃんっ！　待って待って、あれはヤバいよ？　ノノの感覚にビンビンきてるよぉっ!!」

　舞の声がする。レティシアの激高する声がする。ノノリックの慌てる声がする。

　その声がどうにかして思考を現実に引き戻してくれる。

　そうだ、ここには守るべき相手であり、頼るべき相手がいる。

　現実逃避している余裕はない。まずは、情報収集をするべきだ。

「……お前らが、メテリアとアーディリウスを殺したのか？」

「ワタクシではありませんわ。殺したのはそこの自称ハイエルフです」

「ハイエルフ……？　なんでそんな奴がここに居やがる。何者だ、お前ら」

「おぉ、俺はただの道化師サ！　舞台を盛り上げるための装置の一つでしかないサ」

（まともに答える気はなさそうだな）

「で、そこのフルプレートが俺の代わりの勇者ってわけか？」

「……」

　怒りでアレシアしか目に入らなかったが、そこにはもうひとり、白銀のフルプレートを纏った何かが直立不動で立っていた。

　その出いで立ちに反し、どうしてかその姿は存在感が薄く感じる。

「うふふ♪　さぁ、どうでしょう？」

「っ!!」

　アレシアはフルプレートの奴の話を振った途端、嬉しそうに相好を崩した。

　その笑みは、まるで毒の花のようだった。

　生理的な嫌悪感に、吐き気に似た何かが体を走る。

「……いや、別にどうでもいい。お前らもそこのエルフの男とグルだってことが分かれば、それでいい」

　このまま話していたところで、有益な情報は何も手に入れられそうにない。

　ならもう、話なんてまどろっこしい手段で情報収集をする必要はない。

「重要なのは、てめぇらが俺の、俺たちの復讐相手を掠かすめ取ったって、ただそれだけだ」

　口の端から漏れ出てしまいそうな憎悪の塊が腹の底からせり上がってきている。

「特にアレシア、てめぇはもう、ダメだ。あぁ、ほんとう、本当ダメダメだ。一回殺すだけでも足りねぇのに、本当に、クソだっ！」

「ふぅ、醜いですね。まぁ、もうどうでもいいことですけれど」

「……」

「まぁまぁ、落ち着きなヨ。そんなことより、今からここで一世一代の大舞台ダ！　ほらほら、ボヤボヤして見逃したらもったいないってもんサ！」

　どこか興味なさげにアレシアが言い、フルプレートは無言を返し、やけに芝居がかった調子でハイエルフの男は高らかに声をあげる。

　もはや、言葉はいらなかった。

「……レティシア、やれるか？」

「愚問じゃ、奴は殺す、絶対に殺す」

　現実逃避をやめて、頭を冷やしても、怒りが冷めたわけじゃない。

　それどころか、現状をしっかりと認識したことで、その怒りはより深くドロドロとしたマグマへと変質している。

「舞、悠斗、済まないが、サポートに回ってくれ。メテリアとアーディリウスの二人がやられたっていうなら、あのエルフ、ハイエルフは相当ヤバい。アレシアも絶対普通じゃない。どんな種があるか分からねぇけど、俺たちの攻撃をまとめて防いでた。油断はできねぇ」

　舞も悠斗も決して弱くない。弱くはないが、どうしても戦闘経験で一歩劣る。

　特に、相手の能力が不明の時は戦闘勘とでもいうべきものが勝敗を分ける場合がある。

「おおっト、悪いけど戦うつもりはないんだヨ。この世界の舞台の主役は移り変わっタ」

「うるせぇっ!!　今更戦うつもりはねぇだと!?　てめぇは殺すっ！　絶対に殺す！　楽に死ねると……、っ、それは『神聖結晶』？」

　まるで手品でも見ているかのように唐突に、エルフの手に目ま映ばゆく輝く結晶が現れる。

　それは一度目の世界で目にした『神聖結晶』だった。

「サァッ!!　物語は『悲劇の英雄譚たん』から『伝説の神話』へと転換しタ！　ミロミロミロミロ観客ドモッ!!　今この瞬間コソ！　全ての始まりダッ!!」

「っ！　やめっ!!」

　頭の中でガンガンと鳴る警鐘。

　しかし、俺が止める間もなく、『神聖結晶』が一瞬の輝きと共に粉々になった。

　ビギィィィィイイイイッ！　と巨大なガラスに罅ひびを入れ続けていくような音が頭に直接鳴り響き、それと同時に天へと巨大な光の柱が昇り上がる。

「っっっっ!?」「な、なんじゃこの音はっ!!」「に、兄様っ」「くっ、頭が、割れ……っ」「やぁのぉっ!!　うるさぁいよぉっ！」

　光の柱で天井が吹き飛び、余波に体を押される。

（なんだこれは……っ、こんなこと、一度目の時には起こらなかったぞ……!?）

　一度目の時も『神聖結晶』は破壊された。しかし、こんな反応は起きなかった。

　光の柱は次第に収縮し、狭まっていっている。なのに、背筋がゾワゾワとするようなヤバい感じが止まらない。

　収束しきった光と共に最後にリンッ、と鈴の鳴るような音が響いた。

　一瞬だけ、時間が引き延ばされたような無音の瞬間が生まれる。

　それは、嵐の前の静けさ。いつだってこんな静けさの後にやってくるのは、超ド級の災厄だった。




「下界降臨用シークエンスは、正常に最終段階に移行しました」




　空から声が降ってくる。

　そこには、ずっと沈黙を貫いてきたあの白銀のフルプレートアーマーが宙に浮かんでいた。

　聞こえてくるのは、清流の水音のような涼しげな声。

　ピシリッ、ピシリッとプレートアーマーに罅が入っていく。

　やがてガラスが割れるように砕け散ったアーマーの下から現れたのは、見知らぬ美女だった。

　頭の上でまとめているにもかかわらず、足元まで伸びている純白の髪。整いすぎていると言えるほど整った顔の造形に、感情の浮かばない人形のような表情。

　ゆったりとした神官服に似た服は、神々しさを併せ持っていた。

「「「「「…………」」」」」

　誰もが口を開けずにいた。

　知っている、俺はこの感覚を知っている。

　はるか高みから見下ろされているような、そんな感覚。

「キハッ、キハハハハハハハハハハハハハッ!!　あぁ、降臨されたッ降臨されたッ！　ルーナリス様が降臨されたッ！　あぁ、働いてきたかいもあるよナ！　キハハハハッ!!」

「…………」

　ハイエルフの哄こう笑しょうが響き渡っている。

　魔煌樹の手下や、虚ろな目をした王国軍、帝国軍の兵士たちまでがふわりと空へと上がった。

　そして、ハイエルフの男やアレシアも付き従うように空へと上がった。

（ルーナリス？　こいつがルーナリスだと？）

「ふむ、これが肉体があるという感覚ですか。これだけの端末を用意しても、少し窮屈ですね」

　ヤバイヤバイヤバイヤバイッ、こいつは、マジでヤバイっ！

　目の前の相手の力の底が見えない。しかも、どうしてか背後に控えている敵からさえ、目の前の相手とまったく同じ魔力を感じる。

　本当にルナリア教の神、ルーナリスなのかとか、何者なのかなど考えるまでもなく、ヤバすぎてヤバすぎる。

　馬鹿みたいにヤバイという言葉しか浮かんでこず、その言葉が回るだけで思考が止まっている。

　そんな隙を与えてはいけない相手だったのに、それでも。

「少し、体を動かす感覚を試した方がいいですね。『日輪・閃せん』」

「え？」

　そしてそのツケは時間を置くこともなく、目の前に悲劇を連れてきた。

　止める間もなく、そのルーナリスが指先をこちらに向ける。その指先の周りに光の環わが出たかと思うと、その中央から一筋の光が放たれ、舞の腹部を貫いた。

「ふむ、やはり照準がズレましたね」

「がっ、ぐふっ!!」

「ま……」

　フッ、と体から力が抜け落ちるように力なく舞が膝をつく。

　その口からは赤い血が大量に零れ落ちる。

「ま、マイィィィイィイィィィィィッ!!」

「くッ！　なんじゃこれはっ、回復魔法の効きが……っ!!」

　とっさに舞の体を支えたレティシアが回復魔法を注ぎ込んでいるが、傷の治りが遅い。

「……元勇者に、魔王に、真祖の吸血鬼に、異世界からの客人二名。そして、今回は龍王まで至った火か焔えん龍ですか。都合よくイレギュラーが全て集まっていますね」

「クソがぁ……っ!!」

　舞を傷つけたルーナリスは無表情のまま手を開いたり閉じたりした後、もう一度視線をこちらに向ける。

　体の芯から凍りつくような冷たい視線が体を貫く。

　さっきの一撃、俺が腑ふ抜ぬけていたとはいえ、反応することができなかった。

　たらりと冷や汗が背筋を伝っていく。

「おおっと、ルーナリス様、掃除の前に一ついいですカ？　実は一人、面白そうなのを見つけましてね。望むようならこっち側に引き寄せたいと思うんですガ」

「…………ふむ、いいでしょう」

　ハイエルフらしい男の言葉で、ルーナリスは上げていた腕を下げた。

（なんだ？　面白そうな奴？　くそっ、まだ何か狙ってるっていうのか？）

　しかし、とにかく相手から攻撃をする気配が消えた。

　今の間に少しでも舞の治療を進め、この場から離脱するすべを考えるしか……。

「さぁ、ルーナリス様からのお許しも出タ。どうだ、直接目の前でこのお方を見れば信じられるだロ？　これが最後のチャンスだ、俺たちのもとへと来ないカ？　カナザキユウト少年」

「……は？」

「……」

　エルフの男がニヤニヤと嗤わらいながら酷薄な笑みを浮かべる。

「お、おい、悠斗……？」

「……」

　呆然として、隣にいる親友へと俺は声を掛ける。

「……ごめんね、海人。やっぱり、僕にとって一番大切なのは、詩し織おり姉ねぇみたいなんだ」

　瞬間、バサリッと悠斗の背中の翼が大きく羽ばたいた。

「まっ、悠斗!?」

　混乱する俺を置き去りに、悠斗は空へと上がり、ルーナリスのもとへと飛んでいく。

「ルーナリス様、彼を縛っている鎖、外していただけるでしょうか」

「なるほど、敵の駒を味方につけるのは確かに効率的ですね。いいでしょう」

　そう言ったルーナリスがスッ、と手を振ると、悠斗の体が光に包まれる。

「っ!?　かはっ!!」

　そして、次の瞬間、ジャキンッと金属を切るような音と共に、自分の中から悠斗へと繋がっていた何かが断たれるのを感じた。

　確認せずとも、復讐を媒介にした契約が断たれてしまったのを感じる。

「ど、どうして……？　お前も、お前も裏切るのか悠斗ぉっ!!」

「……街で、このハイエルフの男に誘われたんだ。大切なものを取り戻したくはないかって。自分たちなら、詩織姉を生き返らせることだってできるっていうんだ」

「なっ……!?」

「あぁ、分かってるさっ、最低だってことぐらいっ！　でも、こうするしかないじゃないかっ!!」

　俺の慟どう哭こくに、悠斗が叫び返す。

「おいおい、お友達を責めちゃあ、いけないヨ。仕方ないだロ？　男女の愛の前には男の友情なんてうすっぺらな紙かみ屑くずみたいなもんサ」

　おどけた調子でハイエルフが言う。

　悠斗が裏切った？　裏切った？　裏切った？

　視界が真っ赤に染まる。どうしようもなく、どうしようもなく、どうしようもなく。

「悠斗ッ、お前ぇええええええっ!!」

　喉が引き千切れそうな絶叫が腹の底から湧き出てくる。

「あぁ、そうさ、最低なんだ、こんなこと」

　ぽつりと、悠斗が言葉を続ける。

「ん？　どうかしたかイ？」

　ポンッ、とハイエルフの肩に手を置いた悠斗。

「だからさ、そんな最低なこと、きっと詩織姉は許してくれないんだ。『爆ばく裂れつ岩がん・フルボディ』」

　その瞬間、悠斗の体が人のそれから深紅の大岩へと見た目を変化させる。

「な、なにっ!?」

「っ!?　悠斗お前まさかっ!?」

　悠斗は背後からハイエルフへと組みつき、その体が急速に赤い光を発していく。

「逃げるんだ海人っ!!」

　爆裂岩。

　火山帯に生息する深紅の色をした大岩の姿の魔物で、死に掛けると残った自分の命と魔力を全て爆発力に換えて自爆するモンスター。

「まて、悠斗、やめろ待て待て待て待てやめろぉおおおおおおっ!!」

　鈍い俺がようやく悠斗の狙いに気が付いた時にはもう遅かった。

「おま、オマエ!?　何するんだやめロッ!?　こんなことしてなんに……」

「……さよなら、海人」

　悠斗はそう言って小さく笑うと、一瞬だけ赤く発光し。




「音がうるさそうですね」




　直前に張られた結界の中で爆発した。

「ふむ、下界の者にしてはなかなかの威力でした」

「なっ!?」

　数秒後、爆発を終えた結界の中には、塵一つ残っていなかった。

　悠斗も、ハイエルフの男も、最初から何もなかったように、何一つ残っていなかった。

「やはり、下界の端末は不合理なものです。どちらにせよ用済みですのでかまいませんが」

　何事もなかったようにあっさりとそんなことを言い、ルーナリスは結界を収縮させ消してしまう。

　俺はただ、現実感のないその光景を見ていることしかできなかった。

「さて、興もそがれてしまったことですし、まずは現地神の居場所を探ることにしましょう。どうやらイレギュラーも障害にはなりえないのなら時間を無駄にすることもありません」

　そして、悠然とルーナリスはその場で微笑む。

「これでついに神格が私の手に。神格を、神格を、神格、を……？」

　しかし、そこで初めてルーナリスの顔が曇る。

「これは……、これは？　端末の制御が効かない？　まさかっ、神の干渉が!?　いえ、いくら破格の力を持っているとはいえこの世界に直接手出しをしてくるはずが……」




「あぁ、ようやく、ようやくここまで来ました……」




　それまでの無表情が何だったのかというほど狼ろう狽ばいするルーナリスを置き、まるで花の蜜のような甘い声が響いた。

「……？　？？？　あなたが何かをしたのですか？」

「はい、その通りです。大精霊様、いえ、ルーナリス様とお呼びした方がよろしいでしょうか？」

　元の無表情に戻ったルーナリスに対して、それは、見る者を虜とりこにするような艶つややかな笑み。

「何をしたのか知りませんが、今すぐ妨害をおやめなさい。事と次第によっては……」

「女神様、女神様。あなたはこの世界の主役にはなれないのです」

　それは、見る者を支配するような妖よう艶えんな笑み。

「あなたが降臨するための器であるその体、そして、力を分散するために用意した世界樹の種を埋め込まれた人間。この世界に降りた時点で、全てワタクシがその魔力を支配下に置きました」

「っ!?　なにを、何を考えているのですか!?　まさか自分が神にでもなり替わるおつもりですか!?」

「いいえ、違います。ワタクシにはそのようなもの、過ぎた立場です」

　それは、見るもの全てを毒の海に沈めるような、毒花の笑み。




「神になるのは、死んでしまったワタクシのお姉さま。あなたの力を糧に、ラムネシア姉さまは再びこの世界に蘇よみがえるのです」

[image: ]




「ばっ、バカな考えはおよしなさいっ!!　彼かの者の魂はとっくの昔にっ」

「大丈夫です、ラムネシア姉さまの魂は、ずっとずっと、ワタクシの中で寄り添ってくれています」

「がっ、ぐっ、こ、こんなバカなこと……っ、私の権限が、奪われ、ァアアアアアアァァァアッ!!」

　音にならない絶叫がその場に木こ霊だました。

　と、その時だ。




「ご主人様っ!!」「カイト様ッ!!」




　聞き覚えのある声の叫びに、停止していた思考が再び引き戻される。

「ミナリスっ、シュリア!!」

　その場に現れたのは四人、ミナリスとシュリア、そして一度目で知り合った真祖の吸血鬼だという男と、どこかで見た覚えのある姿の女。

「ふむ、少しばかり遅かったようだね」

「はんっ、だらしのない連中だ。しかも、見知った顔までいるようだな、ノノリックよ」

「ゲッ、なんでこんなとこに……」

「無駄話は後ですっ、この場は退ひきますよ！」

　ミナリスが叫ぶと、手にした結晶を砕いた。

　結晶には転移の力が込めてあったようで、俺たち全員を取り囲む魔法陣が現れる。

「ま、待てミナリスっ、ゆ、悠斗が、いや、待て、待てっ」

　だ、ダメだ。悠斗を連れていかなきゃ。

　魔法陣の中に悠斗がいないんだ、取り返さなきゃ、取り返さなきゃっ!!

「！　いけませんご主人様っ！」「ダメなのですっ！」

「は、放せ二人ともっ！　悠斗がっ、悠斗がっ!!」

　悠斗のもとへ向かおうとする俺に、ミナリスとシュリアが縋すがりついて離れない。

　二人を振りほどけないまま、転移の光はより一層強くなる。

「あら、逃げるんですか？　元勇者様」

「あ、アレシアっ!!」

「まぁ、それもいいでしょう。ワタクシも、ラムネシアを完全に生き返らせるのに少々時間が掛かりますし」

　あぁ、またあの笑みだ。

　冷たい、冷たい、怪物の目。

　俺を地獄に叩き堕とした、あの目。

「それではごきげんよう。元勇者様」

　その笑みが焼きつくように一層深まったその瞬間、転移の光が弾はじけるように視界を覆う。




「アレシア、アレシアァアアアアアアアアアアアアアアアアアァァァァァァァァッ!!」




　その日、何度目かも分からなくなった絶叫と共に、意識が暗転した。




　そうして、またしても俺は、







　………………大切なものを、失った。
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